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reverieSIDE

０章　神様、どうか







　神様、どうか私に失望しないで下さい。




　光が溢あふれていた。

　水に包まれているような、身体のどこにも重力を感じない浮ふ遊ゆう感。いつから目覚めていたのかも分からないまま、意識を向けた。

　その先には、まるで光を集めたような髪かみをした女性がいる。もの言いたげな微び笑しようを浮うかべた口元、慈いつくしみに満ちた眼まな差ざし。例たとえるなら、神話に出てくる女め神がみ像ぞうのような造形だ。とても美しい。

　自分はこの女性をよく知っている……そう思うのに、思い出すことができない。

「怖こわがらなくても良いのよ」

　その声の、なんと優ゆう雅がなことか。心の底から震ふるえが来るような、まるで神様に囁ささやきかけられたような畏おそれすら感じる。早く返事を返さなければと思うのに、身体がこたえない。早く、この美しい顔が失望に曇くもる前に、関心が失われる前に、早く何か、こたえなければ。

　いや、そもそものはじめから、それは不可能だった。

　自分には身体がないのだから。

　キューブの中で、水に似た粒りゆう子しに包まれた、緋ひ色いろの水すい晶しよう球きゆう。それが、自分だ。

「怖がらなくても良いのよ。……自分の名前が分かる？」

　不思議なことに、声を出すことができないのに、この女性には自分の考えていることが分かるようだった。青い光の粒つぶが舞まうこの空間で、呼吸のような淡あわい明めい滅めつを繰くり返す水晶球に閉じ込められた魂たましいの声が、聞こえるかのように。

　ウィンドウが立ち上がる。金きん髪ぱつの女性はそれを操作した。

　ここは幻げん想そうの中のアトリエ、彼かの女じよが錬れん金きん術じゆつを行うための研究所だ。自分の兄弟姉妹たちが、目覚めるときを待っている場所。

　尋たずねられた「名前」を、一いつ生しよう懸けん命めい思い出す。

『Ｅ……』

　アルファベットと数字の組み合わせ。それが世界から自分を識別するものだ。だが女性は目を細め、かすかに首を振ふった。

「それは、名前ではないの。……私がつけた名前を、思い出して」

　光が溢れる。深海の色に似たディープブルーが世界を染めている。まるで、浸しん食しよくするかのようだ。静かに、ゆっくりと。

　思い出すことができない。相手の質問の意味も、本当の意味で理解できていない。失望させてはならない、悲しませてはならない、期待に応こたえなければならない、そんな焦あせりに突つき動かされるように水晶球は明滅する。

　どうすればいいのか分からない。

　その動どう揺ようを感じ取ったのだろう、金髪の女性は憂うれいに陰かげった目を閉じ、ゆっくりと首を振った。

「……いいのよ。苦しまないで頂ちよう戴だい。私はあなたが思い出せなかったとしても、かまわないのだから。あなたは、とても辛つらく、悲しい目に遭あいました。何も思い出せなかったとしても、それは当然のことなの。痛みも一いつ緒しよに思い出してしまうくらいなら、あなたはそのままでいい」

　だが、その目には間ま違ちがいなく失望……いや、悲ひ哀あいがある。女神のように美しいこの女性を悲しませている。それはとても苦しいことだ。だが、どうしても思い出すことができない。

『……ミワ……』

「……………」

『……ミワ、カオル……』

　女性の顔に、驚きよう愕がくが広がった。失望させてしまったのか、と震える。だが女性はすぐに笑みを取り戻もどした。だが、その目にはそれまでにはなかった不思議な光が宿った。

「違ちがうのよ、それは」

　長い金色の髪に、緑色の目。まるでおとぎ話に出てくる姫ひめ君ぎみのような色しき彩さいが、なぜかどこか懐なつかしい。胸が痛くなるほどに。

「……それは、私の名前です」

　自分は間違ったのだ。取り返しのつかない間違いをおかしてしまったのだ、と感じた。期待に応えることはできなかった……ならば、消えてしまうしかない。

「失望しなくてもいいと、私は言っているのよ」

　その声は支配的に響ひびいた。その声の響きを受け止めることは、この世でただ一人、自分を誕生させた絶対者に立ち向かうことだった。

　泣なき叫さけびたくなる。惑わく乱らんのあまり、消しよう滅めつしてしまいたくなる。




　愛している。神様どうか。分からない。捨てないで。忘れないで。生きていたい。偽にせ物もの。痛い。痛い。愛しているからどうか、生きて。神様。神様。どうか。私は、違う、誰だれか。否定。自己否定。欺ぎ瞞まん。




　たくさんの言葉が溢れる。水晶球の中に溢れている。ここにいると感じている金髪の女性の姿も、見えている聞こえていると感じているだけで、ただデータを注ぎ込まれているに過ぎない。生きていると感じているのは幻想だ。

　水の中で、生まれる前に見る夢だ。




「そう、幻想。あなたは生きた人間ではなく……アドバンスドチルドレン、というの」




　ただ生きたいと感じているこの思いだけが、幻想ではなく。

「三み輪わ薫かおる」

という声は、現実のものとして響いた。







　神様どうか私を捨てないで。

　あなたが望む幻想世界を私は生み出してみせるから。







reverieSIDE

１章　ここはウワサの『百年迷宮』でございます







「起きて、起きてよう」

　遠くから声が聞こえる。いや、遠くではなく……その声が遠えん慮りよがちで小さいせいで、遠くから聞こえるように感じるだけだった。

「あ、寝ね返がえりなんて……熟じゆく睡すいしないで下さい、ぼくの話を聞いて下さい！　ねえ、ねえ……ねえねえねえねえねえ」

「うるさい」

　むにむにと頬ほおを突かれるにあたって、起き上がることにした。

　目を開けたらそこに何があったはずなのか……もう既すでに思い出せなかった。きょとん、として周りを見回した。

「ねぇねぇねぇ……」

　そこにいたのは、かつて見たこともない動物だった。

「あなた、誰？」

　言葉をかけられたことで、相手は飛び上がって喜んだ。

　ひらりと宙返りしてみせる。その小さな身体は、人間のものではない。

「ああ良かった！　目を覚まして下さったのですね。あまりによく寝ているから、あきらめちゃうところでした……ってわけにもいかないんですけどね！　はじめまして、ぼくはハリーといいます。ヒトネコ科のオスです。八歳さいです。どうぞよろしくお願いします」

　着地してポーズを決め、それは帽ぼう子しをとって頭を下げた。丁てい寧ねいな仕草だったが、しばし反応を保留する。

　今、どこにいるのか。どうしてここにいるのか。全く分からないのだ。

　ヒトネコ、というものに聞き覚えはなかったが、言われてみればこんなにぴったりな名めい称しようもなかった。

　人間の幼児くらいの身長の猫ねこが、二足歩行するべく立ち上がっている。紫むらさき色いろの毛の覆おおう身体に、ぴったりとあつらえたような燕えん尾び服ふくを着込んでいる。ぎょろぎょろと大きな金色の目は、びっくり顔の少女を鏡のように映していた。

　立ち上がり、スカートの埃ほこりを払はらった。というのも、この部屋は薄うす汚よごれた調度品でいっぱいだった。壊こわれたテーブル、その上には割れたティーカップ。天てん井じようには蜘く蛛もの巣。垂れ下がるロープ。薄汚れたカーテンのかかる窓の向こうには、何も見えない。外側から板が貼はり付けてある。

「さてさて、ご存じの通りここはウワサの『百年迷宮』でございます。あまりの難易度、あまりの性しよう悪わるさに、この国の王様が閉へい鎖さしてしまってから長い年月がたちました。中に閉じ込こめられたモンスターどもは絶望の内に眠ねむりについていたのでございますが……なんという喜びでありましょう。今、あなたがいらっしゃいました！」

　ヒトネコは嬉うれしくてたまらない、という風にヒゲを震わせた。

「ぼくはこの迷宮に閉じ込められた哀あわれなタマシイのひとつ。この迷宮を訪おとずれた冒ぼう険けん者しやに、生き残っていただくためのささやかなお手伝いをするのが、ぼくの仕事です。だってモンスターたちはあまりに長く寂さびしい時間を過ごしてきたのですから……できるだけ長く、冒険者さんと遊びたいってわけでして。イヒヒヒヒヒヒヒ」

　可愛かわいい猫の顔が、笑うといきなり性悪になった。

「ヒヒヒヒ……くぴゃあっ？」

　そしてハリーは、黒いローヒールのかかとにあっさりと踏ふみつけられた。

「さっさとどこかに行きなさい。あんたみたいなのを誰が信じて連れて行くと思うの？　いかにも最後で裏切りそうじゃない」

「ひゃああああ、すみませんすみませんごめんなさい、踏まないで下さい、青い髪の女王様～っ」

　女王様呼ばわりをしたせいか、ハリーは背骨が折れるほどの重みを受け、悲鳴すら上げられなくなった。




　青い髪の魔ま女じよは踏んでいるもののことは無視して、部屋を見回した。

　隅すみっこに、腐くさったチョコレート色をした扉とびらがある。それ以外に出入り口はない。ここから外に出て行くには、あそこから出るしかないようだ。

　いや、そもそもどうして自分はここにいるのだろうか。

　しばらく考え、そして思い出した。

　金髪の魔女に、小さな箱を渡わたされた。「如きさ月らぎ優ゆう馬ま」……ユウマに渡せ、という言葉と共に。自分はそれに逆らった。命令を無視して、自分で開けたのだ。

　それからの記き憶おくがない。ということはおそらく、あの箱を開けた者は、強制的にこの場所に移動させられることになっていたのだろう。

　百年迷宮という名の、このダンジョンに。

　なにが狙ねらいだろうか？　顎あごに手を当てて考えるが、分からない。この場所に、何かがあるのだろうか。罠わなかどうかと言えば、おそらく罠なのだろう。だが金髪の魔女が如月優馬をここに連れてきたがったとすれば、きっと何かの目的があるのだ。
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　金髪の魔女の、上じよう機き嫌げんな高笑いが聞こえた気がした。だがその上機嫌はすぐに終わるだろう。ここに来たのはユウマではなく、自分だった。そうと知ったら金髪の魔女は怒おこるだろうか。すぐに自分を、迎むかえに来るだろうか。……分からない。

「おっ……、おね……っ、ぐひっ……ぷぷぷ」

　ハリーが床ゆかを二回叩たたいた。青い髪の魔女は、足をどけてやることにした。敵方のＮＰＣと思われるこのハリーにもＨＰゲージが存在しているらしく、体重をかけると徐じよ々じよに減っていくのが見えた。

　ぷぅ、と座すわり込んだまま息をついている様子は、とても可愛らしい。アニメ映画に出てきそうな風ふう貌ぼうをしている。中に、人が入っているかのようなリアリティある言動……もちろん普ふ通つうのＮＰＣではあるまい。自分で考え、判断することができる新しいＮＰＣ、「アドバンスドチルドレン」であろう。

「顔に似合わず乱暴な方だなあ！　しかしそこが意外な魅み力りよく……イヒヒヒヒ、歓かん迎げいいたしますよマドモワゼル、幻想と虚きよ偽ぎ、真実と裏切り、魂と宝物と幽ゆう霊れいと愛と夢、悲哀と愉ゆ悦えつの閉じ込められた永遠……百年迷宮にようこそ！」

　そしてハリーは部屋の隅まで、たたたっと足音軽く走っていった。そして躊ちゆう躇ちよなくその腐ったチョコレート色の扉を開ける。追いかけていった青い髪の魔女は、扉の向こうをのぞいた。

　扉の外には、赤い絨じゆう毯たんの敷しかれた床が左右に広がっていた。左を見ても右を見ても、廊ろう下かは緩ゆるやかなカーブを描えがいていた。建物は真ん中に穴が空いている、ドーナツ状になっているようだった。

　左右どっちを見ても、かなりの距きよ離りがある。自分が出てきたのとそっくりな扉が、何十も並んでいるようだ。

　向こう側にもチョコレート色の扉が並んでいるのが見える。

　真ん中の穴は、直径何十メートルだろうか。かなりの大きさだ。目の前には建物の中空に面する柵さくと、手すりがある。柵は青い髪の魔女にも簡単に乗り越こえられる高さだ。

　好こう奇き心しんに駆かられ、手すりに手をのばして下をのぞいてみた。




　まるで地じ獄ごくを覗のぞいたような気持ちになる光景だった。

　この建物は、何階建てなのかは分からないが、限りなく階段を下り続けなければゴールにたどり着けないことは分かった。

　白いゴーストが、中空のあちこちを楽しげに飛んでいる。少女に気づけば、容よう赦しやなく襲おそいかかってくるだろう。ひとつひとつが、ふわふわと浮いているその様子からは考えられないほどレベルが高く、強そうだ。侮あなどれば、すぐに殺されるだろう。

　そして遠い遠い底のところに、鮮あざやかな黒こつ褐かつ色しよくの身体をした、巨きよ大だいな蜘く蛛もがいる。かすかに身体が光を帯びている。悪夢の住人として相応ふさわしい、おぞましい姿だった。タランチュラのように胴どう体たい部分が丸くふくれており、毛の生えた足は関節部分が黄こ金がね色いろをしている。

　遠近から考えても、馬ば鹿かげた大きさだった。攻こう略りやくするとなれば数十人単位のプレイヤーを必要とするような、倒たおすことがほとんど夢物語に思えるようなボスであろう。

　青い髪の魔女はごくりと喉のどを鳴らした。

　金髪の魔女が語っていたのを覚えている。今はまだプレイヤーたちのレベルも知れているから閉鎖しているけど、世界でもトップレベルのプレイヤーを全員集めても苦労するようなダンジョンを用意している、と。

　そこにいるモンスターは、私たち魔女にすら襲いかかってくるほど獰どう猛もうで、強大なのだと。

　蜘蛛は足を丸めており、ぴくりとも動かない。眠っているようだ。

「あれが、この迷宮のボス……［眠り病The のイスカsleepy ンダルIscandar］です。イスカンダルを倒した者はいまだかつていません。目覚めさせた者すらも……。このダンジョンの名前が『百年迷宮』であるのは、攻略に百年を要すると、今は亡なきキング・マイヤーがお考えになったためです。あなたがあの蜘蛛神イスカンダルに挑いどむのには、一体何年かかるでしょうねぇ……イヒヒヒヒ。もしかしたらおばあさんになっちゃうかもしれませんねぇ。そもそも一人でアレが倒せるのかな？」

「ここを飛び降りたら……どうなるの？」

　ハリーは道化らしく、わざと大げさに驚おどろいたふりをした。

「おかしなことは考えないことをオススメしますよ。ここから飛び降りなんかしたら、落ちていく途と中ちゆうにゴーストどもに全身を食らい尽つくされるでしょう。空中で四方八方から襲いかかってくるゴーストから逃にげられるだけのスキルがあなたにありますか？　ザコ敵に見えますが、実のところあいつらはとても強いんですよ。全身噛かみつかれて空中で死亡、なんてつまらないでしょう？」

　そんな能力など無いことは、自信を持って肯こう定ていできる。青い髪の魔女は、肉にく弾だん戦せんのスキルはほとんどないのだ。

　ヒトネコは身軽にも手すりに飛び上がった。細い手すりの上に器用に両足を乗せ、下をのぞき込み、ぶるぶるヒゲを震わせた。

「そうそう、死んで外に出ようと思ってもムダです。この迷宮に入ったところで自動的にホームポイント処理が行われています。死亡したとしても、さっきの部屋に戻るだけですからね。でも、だぁ～いじょ～ぅぶっ！　ぼくがいるから寂しくありませんし、ここにはたくさんの回復アイテムが用意されていますから。中には、伝説の武器や、防護アイテムなどもあるかもしれませんねぇ……イヒヒヒヒヒヒ」

　青い髪かみの魔女は押おし黙だまって、ハリーの可愛らしくもいやったらしい笑みを浮うかべた顔を見つめた。可愛らしいが、憎にくたらしい。

　視線を受け、ハリーは目を細めて小首を傾かしげた。

「さてさて、マドモワゼル。あなたの名前はなんとおっしゃるので？」

「…………私、は」

［青いWITCH w髪のith blu魔女e hair］と名乗るのはやめた。相手はこちらのウィンドウをのぞくような機能は持ち合わせていないらしい。完全に、単なるプレイヤーだと信じているようだ。アルファベットの識別番号を口にしようとして、少女は唇くちびるを噛んだ。ハリーの金色の目が無む邪じや気きな光をたたえている。

「レン、よ」

　懸命にその名前を呼んでくれた少年の声を思い出す。

　その名前を名乗るべきは自分ではない。だが、自分には他に名乗るべき名前がないのだ。ぎゅっと右手を握にぎりしめた。

　ハリーはウィンドウを開き、器用に操作する。

「レン……ＲＥＮっと。これでぼくとあなたの間にプレイヤーとナビとしての設定が完かん了りようしました。ダンジョンマップを手に入れた際は、ぼくの位置が青い点になって表示されますので、よろしくお願いします」

　燕尾服のヒトネコは、執しつ事じのようなうやうやしさで頭を下げた。

「ぼくはハリー、この迷宮をさまよう冒険者たちの助けとなります。時に誘ゆう拐かいされちゃうようなこともあるかも知れませんが、どうぞそのときは助けて下さいね？　ね？　ほんとによろしくお願いしますね？　……さて、手始めにこのながぁぁぁい廊下を歩いて、摘つみたての苺いちごのような赤い扉を探していただきたく存じます。え？　どうして赤いのかって？　イヒヒヒヒヒヒヒ、それはですねぇ、その扉の前で殺された青い目の伯はく爵しやく令れい嬢じようの血が……ぷぎゃああああっ」

　哀れ、ハリーは再び容赦なく踏まれた。

「なっ、なんですか、ぼくは味方ですよ！　ナビですよ！」

「…………私……」

　ハリーを踏んだまま、青い髪の魔女は何な故ぜか青ざめていた。ハリーは手足をばたばたさせて逃げようとする。

「私、ホラーが大だい嫌きらいなのよね……」

「………………」

　ハリーにとっては、青い髪の魔女の静かな口調こそがホラーに感じられただろう。







reverieSIDE

２章　なにか怪しいと思うのよね







「なんだか最近、プレイヤーたちの元気がいいわよね」

　千本のトゲを持つトカゲの造形の細やかな部分にこだわり、ちまちまと色を変えていた金きん髪ぱつの魔女が、ウィンドウを操作する手を止めた。

「何言ってるのウリアちゃん。プレイヤーが元気で、何か都合の悪いことでも？」

「都合が悪いというか……。色々な場所で、いきなりクエストの進行度が上がってるような気がするから」

　進行度？　と口の中で繰くり返しながら、金髪の魔女はうまくいかないモンスターの形成を放ほうり出して、黒くろ髪かみの魔女のそばにやって来た。

　黒髪の魔女はだらしない姿勢でいすに腰こし掛かけ、まるでテレビ映像を楽しむように、たった今この「Walpurgis Nights」……仮想空間で行われているゲームの光景を眺ながめていた。蔦つたの文様の枠わくに囲まれた大きな鏡は、観測者の意のままに、望まれた場所を映し出す。

　ゲーム内のデータは全すべて管理されており、プレイヤーの動きは全て魔女たちが管理するコンピューターで確認することができる。もちろん、千人以上にも上るプレイヤーたちの行動を全てリアルタイムで観測できるわけはないが、プレイヤーがいる限りその行動や会話は記録されており、後から確認することができる。

　鏡に映っているのは、「剣けん帝ていクエスト」をクリアーすべく、ダンジョンに向かっているプレイヤーたちだ。十数人のプレイヤーで結成されたギルド「獅し子し団だん」だ。少数精せい鋭えいのメンバーで構成されており、中心にいるメンバーは全員が幼なじみであるらしく、とても結束が強いギルドだ。リーダーの少年が先頭を歩いている。

　世界には百程度のギルドがあると言われている。現在「Walpurgis Nights」で一番勢力の強いギルドと目されているのは、「緋ひ色いろ十字軍」だ。栗くり色いろの髪をした少女がリーダーをつとめており、日々ギルドへの参加者が増え続けている。ギルドによって、ゲームを楽しむことを目的とするか、ひたすらに強くなることを求めるか、あるいはゲームクリアーを目指すかなど……色々な個性がある。

　今、多くのギルドがクリアーに向けて努力しているのが、「剣帝クエスト」「女じよ華かクエスト」だ。ふたつの国の主を救出するべく、各地でプレイヤーたちがクエストに挑ちよう戦せんしている。

　特に、「剣帝クエスト」はいわば「おつかいゲーム」のような構造をしているため、クリアーするのにとても手間がかかっていた。

　まずは城に行き依い頼らいを受け、ダンジョンに行けと言われる。だがそのダンジョンは閉鎖されているため、近くの町に行ってモンスターを倒し、門を開けるためのアイテムを別のクエストをクリアーし……と、いくつかのクエストを発生させなければならない。その中には時限式のものがあったり、アイテムを落とすモンスターが数日に一度しか出現しないなどの条件があって、進行させるのがかなり大変なのだ。

　効率よく進めようとしても、このゲームには「攻こう略りやく情報」というものが存在しない。本屋に行っても攻略本など売っていないのだ。

「Walpurgis Nights」は隠いん匿とくされたゲームであり、外部には情報がない。同じくゲームに挑戦しているプレイヤーたちは、仲間ではあるが競争相手でもある。挑戦しているクエストについては、体当たりで情報を集めるしかないのが現状だ。

　もちろん、町にある「酒場」などに行けば、情報がやりとりされていることもあるが、それは何度もクリアーされたよく知られているクエストについてがほとんどで、現在進行中のクエストについてはほとんどやりとりされることはない。

「剣帝クエストに必要な［ダービアの宝ほう冠かん］と［古いにしえに朽くちた髑髏されこうべ］、それに［封ふう印いんされし炎ほのおと風の大たい剣けん］……どれもまだクエストが発生してすらいないはずよ？」

　金髪の魔女は豊かな胸を張り、踊おどるように肩かたをそびやかせた。だが黒髪の魔女は腕うで組ぐみしたまま首を振ふった。

「それが、彼かれら、大剣以外の全てを集めてるわ」

「なっ……」

　あまりに衝しよう撃げきだったのか、金髪の魔女は虹にじ色いろの光を放つ靴くつ底ぞこを滑すべらせ、まるで古い漫まん画がのようにずっこけた。黒髪の魔女は冷たい目で腰こしをさする金髪の魔女を眺めていた。

「なんですって！　そんなの知らないわ。なんで、どうしていきなりそんなことになってるのよ」

「だから言ったでしょ？　でも、あなたこの前、このゲームがさっさと攻略されればいい、みたいなこと言ってたじゃない。だから裏から手を回して、プレイヤーたちに攻略情報を与あたえたのかと思ったんだけど」

　違ちがうの？　と黒髪の魔女は床に座り込んだままの金髪の魔女に視線をやる。金髪の魔女は怒いかりのままに、拳こぶしで思い切り床をたたきつけた。

「してないわッ。そんなの、するわけないでしょう！　まだ必要ない……クリアーなんかされたら困るのよ。まだしばらくの間は……」

「なにか怪しいと思うのよね……あなた」

　黒髪の魔女は明らかに挑ちよう戦せん的てきに、疑ぎ惑わくを向けている。その眼まな差ざしの質に今初めて気づいたように、金髪の魔女は視線を返した。

「何が？」

「分からないけど。何かをしようとしてるわよね、あなた。このゲームの進行よりも、大事なことがあるように見えるんだけど……」

「……………」

　ドレスの裾すそを払いながら、金髪の魔女は立ち上がる。床にいる自分を見下ろしていた黒髪の魔女を、今度は見下ろす形になる。

「そんなの、当然でしょう。大事なことなんて、いくらでもあるわ」

「へえ。この前まではゲームが一番大事とか言ってたくせに」

「あなた、右手と左手、どっちが大事？　右足と左足なら？　頭が一番大事かしら、胴体は？」

「……………」

「左手があれば、右手を失ってもいい？　違うわよね。一番を決めるなんてできないでしょう。どれも大事……何かのために何かを捨てるなんて、ばからしいわ。私はこの仮想現実のクオリティを飛ひ躍やく的てきに進化させたわ。アナザー技術は、ゲームを作り出すためだけのものではない。人類はこの新世界で、なんでもできる。生活だって、戦争だってね。この『Walpurgis Nights』のデータを欲しがる輩やからが、どれだけいると思う？　ねぇウリアちゃん。あなたが何をそんなに不安に思っているのか知らないけれど、私はあなたを裏切ったりなんかしないわ」

「それはそれはありがたい話ね。嬉うれしいわ、あなたの本当の気持ちを聞くことができて」

　冷気を感じさせる答えが返って来て、金髪の魔女は唇を尖とがらせた。

「ひどいわ、全然信じないなんて」

「結局のところ、プレイヤーたちのクエスト進行がいきなり速くなったことと、あなたは関係ないってわけね？」

「ないわよ。……関係あるわけがないわ。だいたい私は、そんなこと今、初めて、知ったのよ」

「まあいいわ。『剣帝クエスト』のボスとしての、私の出番が早くなるだけだしね……」

　黒髪の魔女は立ち上がった。金髪の魔女と向き合う格好になる。背の高さは二人とも女性離ばなれしているが、黒髪の魔女の方がやや高い。

　しなやかな筋肉質の身体に長い黒髪がさらりとまとわりつく姿は、まるでヒョウのような気高い肉にく食しよく獣じゆうを思わせる。「魔女」と名前がついてはいても、黒髪の魔女の本領は魔ま法ほうではなく、武器を扱あつかうことにある。

　金の縁ふち飾かざりの付いた漆しつ黒こくの鎧よろいに身を包み、巨大な鎌かまを振るう姿は、今ではプレイヤーたちにとても畏おそれられている。「戦せん闘とう狂きよう」の二つ名と共に。

「クエスト進行が速くなっても、彼らのレベルはほとんどが四十台。三十台のプレイヤーもいるわ。十人パーティで来たとしても、いい勝負ができるかどうか疑問ね。……ああ、女華クエの方も何故か進行が速いみたいだから。青い髪の魔ま女じよにも早く戻もどってくるように指示した方がいいかもしれないわよ。姿見ないけど、どこにいるの？」

「ああ……」

　金髪の魔女は視線を床に落とし、右の人差し指にきらきら光る髪をまとわりつかせた。くるくると巻きながら、首を傾げる。

「どこにいるんだか。呼んでも来ないのよ。最近、あまり好かれていないみたいね、私。ちょっといじめすぎたのかも」

「元々そこまで好かれていたようには見えなかったけど」

　金髪の魔女は「ひどいっ」と文句を言うが、黒髪の魔女は無視した。

「あの子……、元々の名前は如きさ月らぎ蓮れん、といったかしら」

「MIU0253-0001よ」

「誰だれが識別番号を確認したのかしら？　とぼけるのも大たい概がいにして欲しいわ。如月蓮だったわよね？　如月優ゆう馬まの妹」

　金髪の魔女は、黒髪の魔女をじっと見つめた。

　いつも通りの微び笑しようをたたえ、イエスともノーとも言わぬまま、たたずんでいる。黒髪の魔女の質問が聞こえなかった、届いていなかったかのようだ。だがそんなはずはない。

　黒髪の魔女は待った。沈ちん黙もくに耐たえ、金髪の魔女が口を開くのを待った。そして数分後、その忍にん耐たいは報われた。金髪の魔女は肩をすくめ、長いため息をついたのだ。

「そう……あなたは調べたのね。如月蓮について……そして、私に対して不信感を抱いだいているのね」

「私は自分がサラリーマンだと思っているわ。単に与えられた仕事をこなせばいい。でも、私ってちょっと好奇心が強いみたいでね。気になって仕方がないことがあると、本業に支障を来きたすことがあるの。あなたが何故、如月優馬に干かん渉しようするのか、行方不明だという如月蓮はどこにいるのか、とか。……それじゃ困るでしょ？」

「だから調べたのね。それはそれは、無む駄だな努力をご苦労様」

　黒髪の魔女は膝ひざ裏うらまで長く伸のびた髪をかき上げた。

「ええ。お察しの通り、調べたけれど、分からなかった。だからあなたの口から教えて欲しいのよ。あなたは一体、このゲームの中で、何をしようとしているの？」
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「…………話すことはできないと言ったら、このゲームからあなたはいなくなるのでしょうね」

　外から見たところは穏おだやかな笑顔で美容情報でも教え合っているような様子だが、その実は斧おのと棍こん棒ぼうで打ち合っているのと変わらない。黒髪の魔女の目に浮かんでいる光は、味方を見るものではあり得ない。

「別に良いでしょう？　そこまで評価が高いとも思えないし、私程度の技術者なら他にいくらでもいるわ」




　鏡の中では、プレイヤーたちが虹色の尾おを持つ巨大な鳥のモンスターに戦いを挑んでいる。鳥は獰猛な奇き声せいを上げながら、空から一直線に嘴くちばしを誰かに向けて落ちてくる。身長よりも高い盾たてを装備しているプレイヤーがモンスターの攻こう撃げきをまともに受け、それに耐えている。その後ろで、二人の少女が魔法を詠えい唱しようしている。




「過小評価ね。いいわ、あなたが大事な存在だって示すためなら、話しましょう。本当はクライアントとの守秘義務があるから、口にしてはいけないことなのよ」




　虹色の尾を持つモンスターの攻撃は盾に受け止められた。そして詠唱の終わった魔ま法ほうが、モンスターに直ちよく撃げきする。強きよう烈れつな雷らい撃げき魔法を受けた巨大な鳥は、感電の光を帯びながら岩いわ肌はだに転がった。プレイヤーたちはわっと歓かん声せいを上げ、微ほほ笑えみ合う。




「イギリスで、如月優馬と蓮の兄きよう妹だいは、事故に遭あったわ。悪天候が原因で運転手が運転ミスをした、不幸な事故。テロの疑いがある、とも言われたけれど、すぐにそれは否定されたの。そのとき、如月蓮は暴走するバスから投げ出され、道路に落ちてしまった。不運なことに、彼かの女じよは後ろから走ってきた自動車にひかれてしまったの」

「まさか……死んだの？」

「いいえ。生きているわ。でも、彼女の不運は事故にあっただけにとどまらなかった。彼女と接せつ触しよくした車を運転していたのは、私たちのクライアントの血けつ縁えん者しやだった。しかも、国政に打って出ようとしていた若い青年で、すぐ後に選挙を控ひかえていたの。そんなときに日本人の小さな女の子を事故で怪け我がさせたとなれば、ただではすまないわ。そう判断した彼は、如月蓮を連れ去った……。彼を庇かばうわけではないけれど、彼女は望み得る最高の治ち療りようを受けているわ。今、青い髪の魔女がここにいるのは……そう、治療の一いつ環かんとでも考えて欲しい。これ以上詳くわしい話はできないけれど、彼女は本物の如月蓮のデータを使った存在であることは間ま違ちがいないわ」

「……それは良かった、なんて言うと思う……？」

「難しい問題ね。でも、おかしなことは考えないことね。無駄だから。あなたがどれほど優すぐれた探たん偵ていだとしても、私が今話したことが本当のことかどうかも分からないと思うわ？　もしかしたら全ては嘘うそかも知れない。本当は如月蓮を拾ったのは、子供を亡くした老夫婦で、記き憶おくを失った彼女はその老夫婦のもとで大事に守られ、閉じ込められているのかも知れない。私は率そつ直ちよくに話したつもりよ、ウリアちゃん。でも、残念ながら証明は不可能なの」

「そうね。真実なのか、いつものホラ話なのか、私には知ることができないってわけね。それでもいいわ。で、こちらは誤ご魔ま化かさずに質問に答えてくれるかしら。如月優馬に干渉……いいえ、執しゆう着ちやくするのは何故なの？　単に、蓮の兄だから気になってるわけじゃないんでしょう？　……それも守秘義務に引っかかるとでも言うつもりかしら」




　鏡の中で、虹色の尾を持つ巨鳥が震ふるえた。ぴくり、ぴくりと死にゆくものの痙けい攣れんに見えたその動きはだんだん明確に、目覚めのためのものであることが明らかになる。

　嘴をもたげ、その深遠を映したような真っ黒い目が、プレイヤーたちを映す。神経を波立たせるような奇声を上げ、それは左右の羽を持ち上げた。

「魔法Counter返し Magic」……ごく稀まれにモンスターが見せるリアクションだ。プレイヤーたちが放った魔法を数ターン後にそのまま返す。

　プレイヤーたちはこのモンスターがそのような技をもっているとは知らなかったのだろう。悲鳴を上げながら、跳はね返されてきた雷かみなり魔ま法ほうを全員で受けた。一人が戦せん闘とう不能になる。他のメンバーも片かた膝ひざをついたりと、非常に危険な状態であることが見て取れた。威い嚇かく体勢を取るモンスターを前に、心が折れている。




「執着なんかしていないわ。ワールドエンドライツをうまく使っていることに関してはちょっと面おも白しろいなと思ってはいるけれど」

「ノーザンライツは、別のワールドエンドライツと違うみたいね？」

「そうね。あれは性能が飛び抜ぬけているから、プレイヤーに能力制限を設けているわ。他のプレイヤーから見たら贔ひい屓きだって話になると困るじゃない？　『Walpurgis Nights』は多人数参加型ゲームであって、たった一人の勇者のためのゲームではないんですもの」

「でも、あなたはもうひとつのワールドエンドライツを彼のギルドメンバーに与えたわよね。残り二つも、渡わたすつもりなんじゃないの」

「そんなわけないわ。そんなことをしたら、ゲームバランスがあまりにも彼らに優位になってしまうもの。ワールドエンドライツが全部揃そろえば、ここに来る条件が揃ってしまうのよ？　冗じよう談だんじゃないわ。ワールドエンドライツは、圧縮したデータにして、ここにあるわ」

　金髪の魔女が手の平を上に向けると、そこに緑色の光を帯びた水すい晶しよう球きゆうと、白い光を帯びた水晶球が現れた。

「……なんならあなたが持っているといいわ、ウリアちゃん。それで私への疑いが晴れるなら、それで構わない」




　いつの間にか、鏡の中に映る光景が変わっていた。

「うわあああー」と間ま抜ぬけな大声を上げる少年が走っていく。そして彼の目指す先には、二人の魔女が話題に出していた少年……アッシュグレイの髪をした、如月優馬がいた。他のギルドメンバーと共に、どこかの町を目指して移動しているところらしい。緑の海原が視界の限り続く草原には、ところどころでサイのような形をした大型のモンスターが草を食はんでいる。

「ユウマ君、ユウマ君！　捜してたんだよ！　なんで俺おれを置いて旅に出てるんだよぅ」

「連れん絡らく取れなかったんだ。お前のメールアドレスも知らないし」

　少年はそんなぁ、と泣き声で文句を言うと、如月優馬の後ろにいた誰かがはっきりと「アドレス知らないんじゃ、しょうがないじゃない。ギルメンじゃなかったら連絡とれないし。文句言うのはお門かど違ちがいよ」と告げた。少年はううう、と胸を押おさえた。

「なんだよ！　俺、すごいクエスト見つけたんだぞ。他の奴やつらが知る前に、ユウマ君に知らせなきゃと思って、一いつ生しよう懸けん命めい捜したのに……」

「すごいって一体何なのよ。クエストの中身話してから威い張ばりなさいよね」

　少年はぶつぶつと文句を言い続けたが、優馬が「なんなんだその、クエストって」と問うと、いきなり胸を張った。




「聞いて驚おどろけ！　ワールドエンドライツが手に入るクエストなんだっ！」




「はぁぁぁぁぁ？」

　奇くしくも、彼のまき散らした驚きは場所を越こえて、彼が想像もしないところにまで及およんでいた。黒髪の魔女は、金髪の魔女が爪つめを立てて鏡につかみかかるのを見た。

「なんなのそれ。ちょっと……ええい、今あそこに降臨してやろうかしら。なんなのそれ。私、知らないわ。ウリアちゃん、信じてよ。こいつ何言ってるのかしら、私、如月優馬にこれ以上ワールドエンドライツを渡すつもりなんてないのよ！　ほんとよ、信じて！」

　叫さけびながら金髪の魔女は鏡に拳をぶつけた。

　それがなんらかの作用を及ぼしたのか、鏡は別の場所を映した。どこかのダンジョンの中で、イノシシの形をしたモンスターが鼻ちょうちんを膨ふくらませながら居い眠ねむりをしている。寝ねぼけているのか、ぴくんぴくんと反応するたびにちょこちょこと四し肢しが動いている。

「……可愛かわいい」

と思わず漏もらした黒髪の魔女のつぶやきをぶち壊こわす勢いで、

「なんなのよ、ワールドエンドライツが手に入るクエスト？　そんなの私だって知らないのに！　断固！　断固調べるわ！　どうしてそんな情報が出回ってるのよーっ」

　金髪の魔女は地じ団だん駄だを踏ふんで、暴れていた。
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３章　どう、すごい？







「まだかなあ」

とオリエは遠くを見る。が、待ち人はいまだ現れない。

　田畑を耕す村人のＮＰＣばかりで、普ふ通つうのプレイヤーはほとんどいない、小さな村だった。小川が流れ、水車がからからと廻まわっている。周囲を森に囲まれたその場所は、ナツキ曰いわく、

「故郷にしたくなるような村なんだから！」

とのことだった。確かに、その言葉に偽いつわりはなかった。ナツキはなぜだか知らないが、ゲーム内の光景に故郷を求める傾けい向こうがある。

　ユウマは農夫の家の前に転がっていた箱に腰こし掛かけ、大きくあくびをした。気を抜けば、すぐに昼ひる寝ねをしてしまいそうだ。




　不死者の王エンドバウムに挑戦するにあたり、ユウマはオリエ、リョータ、ナツキ、そしてエンジとパーティを組んだ。

　能力バランスのいい、強いメンバーが揃っていたと言えるだろう。

　ナツキは回復魔法を使うし、オリエとユウマは特とく殊しゆな武器を所有している。エンジはゲーム内でも名の知れた火の魔法の使い手だ。リョータはあまりレベルは高くないのだが、レアなアイテムをいくつも持っていたりする。

　このメンバーであれば、問題がなかった。

　問題なくギルドを組む条件を満たしていた。

　ギルドの設定は簡単だった。リーダーであるユウマがギルドの名前を決める。ウィンドウを立ち上げ、名前を入力するだけで、簡単にシステムに申しん請せいを行うことができるのだ。数分後ギルド結成許可が出て、「Dawn Bringers」が誕生した。

　テーマカラーは青と赤と黒。それを反映したウィンドウの左上にはドラゴンの意い匠しようが浮うかんでいる。ギルドへの登録のために集まり、ギルドメンバーを登録した。登録作業自体は簡単なもので、「Orieからギルド参加申請が来ています、許可しますか？」「Natsuki から……」「Enjiから……」というウィンドウが立ち上がるので、「yes」を選せん択たくするだけだった。

　そのときにリアルでメールアドレスを知らないリョータに連絡を取ることができなかったため、まだリョータはギルドに参加していなかった。だがリョータのことだ、すぐに「ユウマくーん助けてー」とやって来るに違いなかった。

　このメンバーで行けば、かなり高度な……つまりレベルが高く、ゲームクリアーに関かかわってくるようなクエストに挑ちよう戦せんすることができるだろう。と意気込んだのだが。

　オリエたちにはダンジョンボスよりも強い敵がいた。

　期末試験である。

　ゲームに参加する！　と断固たる決意を告げたユキナも、さすがにその敵にはかなうべくもなく、試験週間はおとなしくしていた。




　二度目のあくびをしたユウマは、だらりと身体の力を抜いて箱に体重をかけた。

　オリエはそんなユウマを見て苦笑した。

「眠ねむそうだね？」

「眠い。昨日の夜はユキナがうちに来たから」

　オリエはすぅっと青ざめた。

「えっ……よ、夜に？　夜って、何時くらいのこと？」

　ユウマはむぅ、と考え込んだ。

「何時だったかなあ。二時間くらい試験勉強手伝わされたから……帰ったのが十一時くらいかな」

「………………」

「俺の叔お母ばが酔よっ払ぱらって乱入してきて、大変だった……」

　ユウマは疲つかれているらしく肩かたの力を抜き下を向いていたので、オリエのほっとした表情を見ることはなかった。

「叔母さんって、看護師をされているのよね？」

「ああ。激務なんだけど、久々に休みが取れたーって喜んでビール飲みまくって、酔っ払ってからんでたから、ユキナの方も全然勉強にならなかったと思う……」

　ユウマの幼なじみであるユキナは、同じマンションに住んでいる。気軽に互たがいの家を行き来している……といってもユキナがユウマの家にやってくるのがほとんどだったが。ユキナは数学と化学と英語が分からないと言って、山盛りの教科書とノートとともに涙なみだに暮れた。

「最近水泳の練習ばっかりしてたからあ」

と言い訳するユキナに、

「二十四時間泳いでた訳じゃないだろ……」

と脱だつ力りよくしたのを思い出し、ユウマは深いため息をついた。

「なんとなくユウマ君って、教えるの上う手まそうだよね」

　ユウマは箱に腰掛けたままオリエを見上げた。

「イヤ別に、そんなこと無いと思うけど。オリエは成績良さそうだな、なんとなく」

「ううううん、そんなことない！　その……古典とか苦手だったりするんだけど……」

「古典かあ。俺も苦手なんだよな」

　オリエががっくり肩を落としたのを見て、ユウマは首を傾かしげた。







　試験期間でゲームに参加することができなくなったオリエだったが、ユウマは彼女に確認しなければならないことがあった。先のクエストで手に入れた、ワールドエンドライツの一本、サウスオブヘヴンのことである。

　ユウマの持つノーザンライツは、強力だが所有者にとっては多大なマイナス要素を持った武器である。装備しただけでレベルがゼロになり、成長することができなくなる。そしてＨＰが最大九に限定されたり、ノーザンライツ以外の武器が装備できなかったり、そして固有技を使うのにその限定されたＨＰを犠ぎ牲せいにしなければならなかったりと、プレイヤーによってはゲームを続けることがとても難しくなるようなものだ。

　サウスオブヘヴンも、ノーザンライツと同じく、所有者に厳しい条件を突つきつけるものなのか。電話でオリエにそのことを聞いたとき、

「私も気になってステータス確認したんだけど……何もなかったわ」

という答えが返ってきた。

「何も？」

　そんなはずはない。と言いそうになるのをユウマは堪こらえた。

　それを言ったら、まるでオリエも同じ目に遭あわせたいと、望んでいるようではないか。もちろんそれは違ちがう。オリエには自分みたいになって欲ほしくはない。

「うん。レベルもＨＰも変化なくて、装備からも外せるみたい。ユウマ君のノーザンライツとは全然違う。習熟度があったから、装備して戦えば戦うほど槍やりは強くなるみたいなんだけど……ユウマ君みたいにレベルが上がっていく攻こう撃げき技わざはない、みたい」

「でも、防ぼう御ぎよ技わざがあっただろ？」

「それはあるけど、ユウマ君ウィンドウ開いたら、ノーザンライツが次のレベルになるのに必要な戦闘数が出てくるって言ってたじゃない？　こっちにはそんなのなかったもの」

　ユウマのレベルが上がらない代わりに、ノーザンライツは戦闘を繰くり返せば繰り返すほどに、その力に目覚めていく。

　強い敵を倒たおせば、スキルの成長も格段に速くなる。雑ざ魚こ敵をちまちま倒し続けるよりもより効率的にノーザンライツの力を解放させることができる。火。風。水。土。光。そしてこの前のエンドバウム戦ではかなりのスキル値を稼かせぐことができた。

　それはノーザンライツだけのものなのだろうか。ユウマは無言になった。

　電話の向こうでオリエが、「あ」と短い声を上げた。

「そうだ。ユウマ君。私……変なこと言うんだけど。このサウスオブヘヴンを手に入れた時ね……」

「ん？」

　オリエは少し押し黙だまった。ユウマは黙って待つことにした。オリエの迷っている様子がなんとなく伝わってくる。

「……お姉ちゃんの声を聞いた気がしたの」

　オリエが「Walpurgis Nights」に参加した理由を知っているユウマとしては、そんなまさか、などと一笑に付すことなどできない話題だった。オリエの声も緊きん張ちようしていた。

「それは、ゲームの中にオリエのお姉さんがいるかもしれないってことか？」

「ううん……違うの。なんていうか……ごめん、なんて言っていいか分からないんだけど、ゲームの中っていうか、あの槍やりが……あの槍に……その……ごめん、私……」

　オリエはその後も長い間沈黙した。そして電話の向こうで小さくため息をつき、

「ごめんね、自分でもよく分からないことだから……ユウマ君、今はこの話題忘れて。もう少しちゃんと分かったら、言うから」

　きっぱりとした口調に、ユウマは頷うなずかざるを得なかった。通話を切った後もオリエの話が頭に残っていたが、サウスオブヘヴンを所有していないユウマにはどうにも調べようのないことだった。







　そしてオリエたちの試験期間が無事終わった。

　無事、と言うにはユキナの様子の満まん身しん創そう痍いっぷりは見ていて痛々しいものがあったが、ユキナは危ない点数の書かれた答案用紙をどこかにうっちゃり、

「これでできるよ！　『Walpurgis Nights』っっ！」

と拳こぶしを握にぎりしめた。

「Walpurgis Nights」はネット上の学園、アカデミアに登録されている生徒のみが参加することができるゲームである。ユウマのようにアカデミアでのみ授業を受けているような生徒は少なく、現実での高校に通いながら、一ヶ月に何コマかの授業を受ける特待生や、試験的に授業を受けている生徒がほとんどである。

　ユキナは「三次元酔いする」といってアカデミアの授業を取ったことがなかったのだが、「Walpurgis Nights」に挑戦するにあたり、夏期講習の授業を申し込んだ。ほとんど授業は満員だったのだが、「大学受験に向けて～理系のための数学～」という授業だけ生徒数の空きがあったため、滑すべり込みで入ることができた。それを知った担任教師からは真しん剣けんに止められたらしいが、ユキナはまさかゲームのためですとも言えぬまま、

「私っ、大学は理系に進みたいなってちょっとだけ思っていたりするんですっ」

と言い張ったのだった。おそらくその授業では、異星人の気持ちを味わうことができるだろう。

　そういうわけで、ユキナは今日このゲームに初参加していた。このゲームに参加したプレイヤーはまず空に現れる。そこで三人の魔女の映像を見、三つの国のどれかに落とされることになる。

　ユウマとオリエの落とされた、武術重視の国オルヴァント剣けん帝てい国こく。

　ナツキの落とされた、回復魔ま法ほうの充じゆう実じつした宗教法国ランバー。

　そしてエンジの落とされた攻こう撃げき魔法の充実した国、魔法帝国ニルディア。

　それぞれイメージも性質も異なる三つの国は、それぞれかなりの距きよ離りがあり、行き来をするにはレベル十から十五くらいの、そこそこの強さが必要になる。

　各国に用意されているクエストもそれぞれタイプが違っており、たとえばオルヴァントであれば「力ちから攻ぜめで押せば大たい抵ていいける」、ランバーであれば「知ち恵え、性しよう根ねを試すものが多い」、ニルディアであれば「罠わなやトリック多め」の傾向がある。自分のいる場所が自分に向いていないと思えば、さっさとレベルを上げて違う国に行くのが良い。

　ユキナは「私はなんとなく……ランバーって感じかな？」などと言っていたが、落ちてみれば魔法帝国ニルディアだった。




　ユウマたちは、ギルドメンバーだけが見ることができるメッセージボードでやりとりを行い、この場所で待ち合わせをしていた。

　ボードはネットにおけるＢＢＳやチャットのような機能があり、ギルドメンバーがメッセージをどんどん書き込んでいくことができる。

「本日十七時待ち合わせ。場所は？」

「待ち合わせポイントの座標は＊＊＊－＊＊＊－＊＊＊！　他のプレイヤーがほとんどいない落ち着いた場所です。ナツキおすすめ」

「ちょっと遅ち刻こくするかも」

「今日はなんのクエストに挑戦する？」

「ユキナが初参加だから、とりあえず簡単に町とか案内したり、フィールド歩いたりすればいいと思う」

「ユキナ回収完かん了りよう、今から待ち合わせポイントに行く」

　魔法帝国ニルディアについては詳しいエンジが、ユキナを拾って連れてくることになっていた。




　ユウマは立ち上がり、思い切り伸のびをした。こわばっていた筋肉が伸びて気持ちいい、という感覚が、ゲーム内でも味わえる。

「ユーーーマくーーん！」

　ハチミツと生クリームとチョコレートとガムシロップを合わせて煮に詰つめたような、甘あまったるい声が聞こえたかと思うと、ユウマは背中に突とつ撃げきを受けた。勢いで前に転びそうになる。オリエのびっくりした顔を見つつ、

「おい、リョータ……」

と振ふり返ったユウマは、チェシャ猫ねこのようににやにや笑っているナツキを見つけたのだった。

　ナツキは長い髪かみを後ろに流し、猫のような目をした、大人っぽい容よう貌ぼうの少女だ。オリエ、ユキナのクラスメイトである。

　彼女たちが「Walpurgis Nights」で顔を合わせたのは偶ぐう然ぜんだったが、オリエたちの学校はアカデミアと提てい携けいしていることもあり、あり得ない話ではなかった。

　タイミングが合わなかったこともあり、ユウマがナツキと顔を合わせるのは、ギルドを結成した日以来だった。

「リョータ君じゃないわよ。っていうかリョータ君はいつもなにしてんの……」

「いや……」

　自分の誤解を恥はずかしく思ったらしく、ユウマは赤くなった。ナツキはそんなユウマの腕うでを取る。

「ま、いいや。久しぶりね！　元気だったぁ？」

　ナツキは隣となりのオリエの顔色が赤くなったり青くなったりしているのも意に介かいさず、ユウマとの久しぶりの再会を全力で喜んだ。

「ちょっとナツキ、離はなれなさいよ」

「なんで？　今日から夏休みだし、もうハッピーとしか言いようがないわ。嬉うれしくって嬉しくって。オリエは嬉しくないの？」

「それとこれとは関係ないでしょ！」

　そうこうしているうちに、村の入り口につながる小道を歩いてくる二人の姿が見えた。悠ゆう揚ようたる足取りだったエンジは、ユウマの腕に抱だきついているナツキの様子を見て、いったん足を止めた。そして共に歩いてきたユキナが、遅おくれてユウマたちの様子に気がつき、全力でダッシュしてきた。

「おおお遅れちゃってごめんだけど、なにしてるの二人ともっ」

「なにって、なにが？」

「いやがるユウマに無む理り矢や理り抱きついてるヒマな悪女に見えるよっ」

「意味分からへんがな！」

　ツッコミを入れたのは、慌あわててユキナについて走ってきたエンジだった。肩で息をしている。

　足の速さはリアルでの数値を反映する……などということはなく、基本的にはスキルなどの数値によって決まる。ただし反射神経などは、その限りではない。

「なによ悪女ってぇ」

　拗すねながらも、ナツキはユウマの腕から手を離した。




　気を取り直し、全員がゲーム内での再会を喜んだ。ユウマはエンジとも前回のギルド結成日以降会っていなかったが、何度かメールのやりとりはあった。

　エンジはレベルの高い魔ま法ほう使つかいであり、他のプレイヤーたちに頼たのまれ、助すけっ人ととしてパーティに参加したりすることもあるようだった。だが、今はユウマをリーダーとするギルド「Dawn Bringers」のメンバーである。

　忘れないうちにユキナにも参加申請を出させることにした。ユウマに言われ、ユキナはたどたどしい手つきでウィンドウを操作し、ギルドメンバーとして申請する。もちろんユウマはすぐに登録した。

　無事成功し、登録されたユキナの名前がリストの一番上に来た。これで登録されていないのは、リョータだけだ。







「なあ、聞いてくれ。あり得へん事態が起こっとるんや……」

　エンジはユウマの肩に手を置き、はぁとため息をついた。

「あり得ないって？」

　ユウマはなんとなくユキナをちらりと見た。エンジがこんな風に言うとしたら、今日このゲームに初ダイブしてきたユキナのことだと当たりをつけてのことである。

　そしてそれは正しかった。

「ユキナちゃん、魔法使いっぽい服になってるねー」

「うんうん、魔女帽ぼう子しが可愛い」

　プレイヤーたちの姿は、基本としてはアカデミアの制服なのだが、能力傾向によってデザインが変わっていく。そのプレイヤーがどの能力を育てているかは、その自動的に変わっていく姿を見てだいたい察することができるのだ。

　オリエは活動的な槍使いの姿だし、ナツキは回復を得意とする僧そう侶りよ系の姿だ。そしてユキナは、大きな魔女帽子に長いコート、手にした長い杖つえがいかにも魔力重視に成長したプレイヤーだ。

「……ん？」

　ユウマはユキナを二度見した。手にしている杖は、他のプレイヤーが持っているのを見たことがある。レアアイテムの「とねりこの杖」だ。世界に五本しかなく、戦せん闘とう中に魔力をブーストさせたり、装備しているだけで魔力とＭＰを増加させたりする効果のある、強力な武器だ。もちろん、初心者が最初から持てるような武器ではない。

「あれ、エンジがプレゼントしたのか？」

「あんな貢みつぎ物できるほど、俺おれは貯ためこんどらん」

　即そく座ざにエンジは否定した。

　少女たち三人は、楽しそうに服装について喋しやべっている。

「杖も雰ふん囲い気きぴったりだね。買ったの？」

「ううん、最初から持ってたんだよ。この『風のペンデュラム』とか『永遠の護ご符ふ』とかも最初から装備してたし」

「…………？」

　オリエが首を傾げている。ユキナはひょいひょいと、レアなアイテムを出してみせる。それらは見かけからしていかにも特別な効果を持つ、特殊なアイテムだった。

「はじめは『冒ぼう険けん者しやのブーツ』と『普通の護符』しかもってないと思うんだけど……」

「えぇ？　でも私ははじめから持ってたよ」




　首を傾げている面々に、エンジが話しかけた。

「ま、すぐに分かる……ちょっと村の外に出てくれ」




　五人は村の外に出た。ここらの地形は「森」で、夜になれば強い獣けもの系のモンスターが現れる。時間の流れはリアルとは異なり、かなり速くなっているため、しばらくすればすぐに夕方となり、夜と空の色が移り変わっていく。

「このへん、確かレベルの高いモンスターがいるのよ。五人いたら大だい丈じよう夫ぶとは思うけど、はちゃめちゃ強いのが出たら面めん倒どう……」

「ああ、そういうんが都合ええんや」

　エンジが空にアイテムを投げあげた。それは薄うす茶ちや色いろをした袋ふくろで、空中で口が開いて中のものが散らばった。中には光る砂が入っていたらしく、一いつ瞬しゆんきらきらと光った。

　ナツキは視力が悪いのか、目を細めて見ていた。

「あのアイテム、なに」

「『匂におい立つ砂』や。辺りにいるモンスターを呼ぶ」

「なんでいきなり断りもなくモンスター呼んでんの、あんた！」

　ナツキがエンジの襟えり元もとを締しめ上げた途と端たん、猛もう獣じゆうの唸うなり声が聞こえた。大だい音おん声じように女性陣じんが一瞬身をすくませる。

　現れたのは、

「さ、さ、サーベルタイガーじゃないっ、レアモンスターよ！　時々いいアイテム落とすけど、レベルのわりに素速くって倒しにくいの！」

　ナツキが全力でエンジを盾たてにしながら、何な故ぜかモンスターの解説をした。

　サーベルタイガー、その名の通り、サーベルのような牙きばを持つ猛獣である。金色の身体をしており、目は怒いかりに燃えた赤、機き敏びんそうな身体が、五人を相手にしても臆おくすることなく威い嚇かく体勢にある。サーベルタイガーは一匹ぴきで活動するタイプのモンスターだが、そういうタイプのモンスターは往々にして強い。五人揃そろっているとはいえ、油断してはいけない相手だった。

　ユウマがノーザンライツを抜ぬき、オリエがサウスオブヘヴンを構える。

　先ほどのナツキの言葉通り、五人ならばさほど苦労せずに倒せるだろう、とユウマが考えたときだった。

「そら、行けー」

と気の抜けた声と共に、エンジがユキナの背中を叩たたいた。するとユキナは、

「分かった！」

と返事をし、杖を構えて前に出た。

　他の全員が戸と惑まどっている中、ユキナは魔法を詠えい唱しようし始めた。杖が魔力を受けて発光する……。




「［暗黒のThe dark竜巻 tornado］！」




　突とつ如じよとして魔法の効果エフエクトが発動した。

　モンスターの心臓を中心とする渦うず巻まきが現れる。黒こつ褐かつ色しよくをしたその風は、長大な牙をもつ虎とらを一瞬にして蹂じゆう躙りんする。モンスターは抵てい抗こうすることもできず、竜巻によって空中に持ち上げられた。

「……行けbreak！」

　ユキナは続けて詠唱し、杖をかざした。叫んだ途端、竜巻はその圧あつ倒とう的てきな力を解放した。宙に持ち上げられたモンスターが、地面にたたき落とされる。

　モンスターは立ち上がろうとしたものの、ふらついた身体は数回痙けい攣れんしたかと思うと、あっという間に光の粒つぶになって消えてしまった。







「……………………」

「……………………」

「……………………」

　ユウマ、オリエ、ナツキの三人は沈ちん黙もくしていた。

「えへへー、こんな魔法が使えるんだよ、どう、すごい？」

　ユキナは沈黙の意味に気づかず、照れながら威い張ばっている。ユウマはエンジに視線をやった。するとエンジは、黙ったまま頷いた。

「いちいち説明するより、見てもらった方が早いと思ってな……」

「え、なにを？」

　ここに来るまで、エンジはこのゲームのあり方についてユキナに説明することを優先し、ユキナのレベルがあり得ないことの説明は後回しにしたようだった。左ひだり腕うでを動かすことでウィンドウを立ち上げる動作すらたどたどしいのに、先ほどのような高レベル魔法を繰り出せるなどという事態は、聞いたことがない。ウィンドウのどこにアイテム欄らんがあり、装備品を変えるにはどうしたらいいかもまだよく分かっていないだろう。

「げっ、あんたレベル五十ですって？　なにそれ。なめてんの？　どういうこと？　分かる、オリエ」

「ううん、全然分かんない」
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「えええ。ナツキちゃんたちはレベルいくつ？」

「三十八だけどさぁ」

「私、四十六……」

「なんで私の方がレベル高いの？」

　ユキナは怒り狂くるったナツキに首を絞しめられた。

「なにそれ、なによそれ、ずっるい、めちゃくちゃずるい、あり得ないわよそれぇ！」

「くくくるしいよー」

　オリエは青ざめたまま、特にナツキの行動をとどめたりしなかった。




「……推測だけど」

　ようやく女性陣が落ち着いたところで、ユウマは語り出した。

「この前、とある敵と戦ったとき、そいつがユキナの姿をしてたんだ。そいつはユキナのふりをして、俺を油断させて、倒そうとしたんだと思う……」

　オリエが頷く。ナツキとエンジはすぐには話がのみ込めないようだったが、黙って話を聞いている。ユキナはぽかんとしている。

　実際には、戦うことはなかった。彼かの女じよがユキナではないことをユウマは看破した。もし戦っていたらどうなっていただろう。さきほどの竜たつ巻まき魔ま法ほうを放たれていたら……、ユウマ以外は倒されていた可能性が高い。

「そのときにユキナのレベルを調整して、そのままになってたんじゃないかな。いや……もしかしたら、管理者はプレイヤーのレベルをあげることはできても、下げることはできないのかも知れない」

　もし将来、金きん髪ぱつの魔女と戦うことになれば。

　彼女があくまで「ゲーム内のボス」であることから外れないのであれば、なんの問題もない。だが「管理者権限」を悪用し、プレイヤーのレベルを調整するようなことが可能であれば、あの魔女を倒すのは不可能であろう。

　まさか単にレベルを下げるのを忘れていた、ということもあるまい。

「なんやその、ユキナのふりとか、レベル調整とか。ゲームの管理者とでも戦ったんかいな」

「………………」

　エンジが「図星かい」とユウマの背中を、右手の拳で押おすように叩いた。

「……金髪の魔女だ」

　ユウマの声の重さに、全員がしーんとなった。







「あ、そうだユウマ。このゲームにダイブしてきたとき、見たよ。例の映像」

　ユキナがぱんと手を叩き、視線が集中する。

「蓮れんちゃんだね、あれは、間ま違ちがいないよ。蓮ちゃんだったよ」

「いや……本人に確認した。あれは、蓮じゃないんだ」

　この世界に落ちてきたとき、プレイヤーははじめに三人の魔女たちの歓かん迎げいを受ける。本物ではなく、用意されたイベントムービーだが。

　一般プレイヤーたちが知っている青い髪の魔女の情報は、現在のところあのムービーだけだろう。

　だがユウマが知っているのはそれだけではない。

　ノーザンライツを渡されたことが縁の始め。彼女に到達するために竜と戦い、その終わりに彼女自身によって「自分は如きさ月らぎ蓮ではなく、彼女のデータを使って作られた、ＮＰＣなのです」と教えられた……。

　淡たん々たんとしたユウマの説明に、全員が黙って聞き入った。

「だけど、金髪の魔女は蓮の居場所を知っている。そう匂わせる言動を何回も取ってる」

　目を閉じれば、笑い声が聞こえるようだ。人が怒り悲しむのを嗤わらい、足で踏ふみにじって愉ゆ悦えつを感じている。

　言葉通り、あの女は「魔女」なのだ。

「えー……でもさ、青い髪の魔女は妹さんの姿をしているけど、妹さんじゃないってこと？　記き憶おくまでコピーされてるわけじゃないんだ？」

「え？　記憶ってコピーできるのかな？」

　問いに問いをぶつけられたナツキは口ごもる。

　ぶつけたオリエも、黙った。

「青い髪の魔女には、蓮としての記憶は無いように見えたけど……」

「んじゃあ、なにか。このゲームには、人間のデータを使って作られたＮＰＣなんつぅもんが、存在しとるんか……」

「ああ。青い髪の魔女は、自分のことを『アドバンスドチルドレン』と言ってた。本物の人間のデータが使われたＮＰＣのことだ。このゲームに来たばかりの時は、町にいるＮＰＣがすごくリアルに思えたけど、彼女はその域を遙はるかに超こえてた。ああ、たぶんあのエンドバウムも、同じじゃないかと思う」

　チルドレンという名めい称しようと、エンドバウムのごつくてでかくてむさい体たい躯くがにわかにつながらなかったらしく、ナツキは難しい表情を浮かべた。

「プログラム通りに動くＮＰＣと、進化したＮＰＣと、二種類あるわけやな……。プレイヤーとしては、人間並みに感じられるＮＰＣって、すごいと思ってまうけど……」

　話しているうちに、ゲーム内では昼になったり夜になったりした。空に浮かぶふたつの月を二度目に見たときは、「移動しよう」ということになった。







　外に出ると、草原の地形が広がっていた。悠ゆう々ゆうと歩いているのは中型から大型の獣系モンスターで、サイやカバ、ライオンに似たデザインのもので、まるでサバンナを歩いているような感覚に陥おちいる。

　ユウマはユキナのステータスを確かく認にんした。

「のぞかないでよー」とユウマの肩かたをぽかぽか叩いて嫌いやがるのを説得してウィンドウを開かせると、驚おどろくべきことが分かった。

　攻撃力ＳＴＲ、防御力ＤＥＦ、などのステータスは、とても前衛に出せるものではない。装備している武器は魔法の効果を高めるものだった。

　体力ＨＰはかなり低い。同じ魔ま法ほう偏へん重ちよう型がたの成長をしているエンジの半分くらいしかないのだから驚きだ。

　ステータスの割り振りをほとんど全すべて魔力に偏かたよらせたのだろう。魔力ＭＰは四百あるが、使うことができる魔法が、先ほどの［暗黒の竜巻］ともうひとつ、［暗黒の炎ほのお］しかない。

　そしてそのふたつの呪じゆ文もんは、一回唱えるごとに八十ものＭＰを消費する。

　つまり強い魔法を戦闘で五回唱えることができる……という以外では、見るべきところのない成長具合だった。

　おそらく実際に戦闘や規定行動を繰り返さなければ、スキルは上がらないのだろう。レベルだけは高い、という残念な結果になってしまっている。ユウマの前にユキナの姿をして現れた金髪の魔女は、仲間を減らしてユウマのＨＰを削けずることだけを目的にしていたのだろう。

「なんでため息つくの、ユウマ」

「いや。期待の新星と思ったら、流れ星だったんだな……って」

「なによそれえぇっ」

　涙なみだ目めのユキナに追い打ちをかけるのはナツキだ。

「はじめは許せないかもって思ったけど、今は許せるよ……ユキナは五十。私は三十八。これは私たちの、体重だとでも思えばいいよね」

「なななな、ななななな」

　怒りのあまり一文字しか発音できないユキナだった。

　そのとき、ユウマは後ろからの衝しよう撃げきを受けて、前に転びそうになった。

　油断していた。まさかこの瞬しゆん間かんに真後ろからの攻こう撃げきを受けるとは思わなかったのだ。




「……ノーザンライツ！」




　即座に振り向き、剣けんを抜こうとする。突とつ然ぜんの事態に他のメンバーはぽかんとして見ているしかできなかった。

「わ、わわわわわ、ユウマ君、俺おれだよ！」

「………………っ」

　剣は現れなかった。戦闘ではなかったからだ。だがその気合いに相手は腰こしを抜かし、ぺたりと地面に座すわり込んだ。

　リョータだった。涙目でユウマを見上げている。

　全力で空気剣を空から振ぶりした格好のユウマは、女性陣の視線を受けて赤くなり、リョータを見下ろして「なんだよ」と言った。




「ユウマ君、ユウマ君！　捜してたんだよ！　なんで俺を置いて旅に出てるんだよぅ」

「連れん絡らくとれなかったんだ。お前のメールアドレスも知らないし」

「そんなぁ～」

　情けない口調にとどめを刺さすように、前に出たのはナツキだった。

「アドレス知らないんじゃ、しょうがないじゃない。ギルメンじゃなかったら連絡とれないし。文句言うのはお門かど違ちがいよ」

　リョータはううっと呻うめきつつ一歩後ずさったが、きっと眉まゆを上げて向き直った。

「なんだよ！　俺、すごいクエスト見つけたんだぞ。他の奴やつらが知る前に、ユウマ君に知らせなきゃと思って、一いつ生しよう懸けん命めい捜したのに……」

「すごいって一体何なのよ。クエストの中身話してから威張りなさいよね」

「なんだよなんだよ、こんな情報なかなか手に入らないのに。もっと感謝してくれたらいいのに」

　いつまでも続く文句を止めるため、ユウマは「なんだよそのクエストって」と問いかけた。すると、リョータはきらきらと目を輝かがやかせ、




「聞いて驚け！　ワールドエンドライツが手に入るクエストなんだっ！」




と叫さけんで腰に手を当てて胸を張った。

　遠い場所で魔女に衝撃を与あたえたとも知らず。







　ギルド「Dawn Bringers」の面々は、宗教法国ランバーにやって来た。

　ゲームを始めたときに落ちてくる場所は、国の中央、十字城の都ヴィルドベーンである。ユウマたちは、興味深そうに町並みを眺ながめた。はじめにこの国に落ちてきたナツキは、もちろんこの都に関してはよく知っているのである。

「確かに十字城の中には、ホーリーチャイルドって言われるキャラがいるわよ？　オルヴァントの剣けん帝ていとかニルディアの女じよ華かとかと違ちがって、はじめから城にいるの。でも、一いつ般ぱん人じんは城に入るなって、すごい鎧よろい着た護衛が槍やりを向けてくるんですからね。城に入れた人なんて、いるのかなあ……聞いたことないけど」

　オルヴァントでも、城の中には自由に出入りできなかった。なんらかの条件を満たさなければならないのだろうと言われていた。

　今、「剣帝クエスト」と呼ばれるクエストにたくさんのプレイヤーたちが挑ちよう戦せんしている。オルヴァントの鉄てつ剣けん城じようと呼ばれる、幾いく万まんもの剣によって造られた勇ゆう壮そうなる城の王座には、今のところ主はいない。そのクエストがクリアーされれば城に剣帝が戻もどり、プレイヤーも城に入ることができるようになるだろう、と予測されていた。

　だが十字城では、聖御子ホーリーチヤイルドと呼ばれるものが存在する。十字城に関連するクエストに挑戦し、うまくいけばその姿を拝むことができたため、存在することに間違いはなかったが、

「ホーリーチャイルドにクエスト依い頼らいされる、なんて情報聞いたことないわよ。ていうか、ガセじゃないの？」

「違うよ！　確かに本当だって証しよう拠こはないけど、嘘うそだって証拠もないんだ。試してみたって良いじゃないか」

　ナツキとリョータが言い合うのをＢＧＭに、ユウマは十字城を眺めた。リョータにギルドに参加しろと言ったのだが、喧けん嘩かに夢中で無視されてしまった。

　都の大きさは各国に差はないのだろう。都を行くプレイヤーの数も、似たようなものだ。ただ、回復系の魔ま法ほうに習熟しているらしい杖を装備したプレイヤーたちの姿は、どこか物静かでおとなしげに見える。

　このパーティの僧侶役は特におとなしくはないので、それは僧侶系キャラクターによくあるイメージによる誤解かも知れない。

　十字城は中央に虹にじ色いろに光る素材の十じゆう字じ架かを掲かかげている。三さん角かく錐すいの屋根をしたたくさんの塔とうが結集してできた、石づくりの城だ。もちろん、リアルではあんな形をした城を見たことはない。岸がん壁ぺきを背にした城で、高台にあるため、都のどこにいても城を眺めることができる。

　尖とがり屋根の小さな建物が多く、それが密集している。城へ続くたくさんの道が建物の集まりを区切っている。







「ほんま、ごっつぅうるさいなアイツら。勘かん弁べんして欲しいわ」

　十字城に見入っていたユウマに肩を並べたのはエンジだった。エンジは何度かこの都に来たことがあるらしい。

「さっきの話の続きやけどな。なんや自分、このゲームにほんま変な関かかわり方しとるねんな」

「まあ……そうかな」

　そもそもノーザンライツを手にしたときから、普ふ通つうのプレイヤーではあり得なかったのだ。

　エンジは鼻から息を吹ふき出した。

「俺も結構クエスト参加しとるつもりやったけど、魔女なんか一回見ただけや」

「会ったのか？」

「そんなびっくりせんでも。俺が会ったのは黒くろ髪かみの奴や。でっかい鎌かま振ふり回まわしてたな……、パーティが全ぜん滅めつしてもうた。ランダムでボスが決まるようなダンジョンやったらしくて、次行ったときは巨大スライムがボスやった」

「そうか……」

「あの魔女にはまた会いたいって思ってる。復讐っつぅか……」

　エンジはユウマの肩に腕うでを回し、小声で言った。

「ボインやったからな」

「…………確かに」

　ユウマがうなづくと、エンジはぐっと腕に力を込めてから身体を離した。

「まあ、何が言いたいかっていうと……魔ま女じよ討とう伐ばつギルドとか、剣帝クエスト挑戦チームとか、女華対策チームとか、今、ばらばらやったプレイヤーたちが大きなギルドに統合されていく流れがあるんや。特に剣帝と女華に関しては、このゲームのクリアーに大きく関わっとる気がしてるねん。でも、俺が気になるんはお前や、ユウマ」

「ん？」

「お前が一番参加者の中で、このゲームをクリアーする可能性が高いような気がする」

「………………」

「カン、やけどな。ノーザンライツがある。んで、魔女が向こうからやってくる……普通やないで。そっちからしたら迷めい惑わくな話かもしれんけど、俺はお前についとったら、すぐにでも魔女と戦えるような気がするわ」

　ユウマは目を大きくし、迷うように視線を逸そらした。

「でも俺は……、一番の目的は妹を捜すことだから」

「話聞いとったら、それがゲームクリアーにつながっとるんと違うか。分からんけど。別に、妹さんのためにクリアーを諦あきらめるとか言っても、俺はお前を責める気にはなれんし。好きなようにしたらええと思う。けど……」

　エンジはユウマの視線を受けて、口ごもった。

「……だから、えー、と。そう。クエストに挑戦してる奴らとは、違うコースでクリアーを目指そう、っつぅこっちゃねん。つまり、ワールドエンドライツを集めようや。魔女殺しっていうからには、集めるだけの価値があるやろ」

「……ああ」

　魔女殺しをもって、金髪の魔女に対たい峙じする。そのときが早く来ればいいと思う。

　ユウマは深く頷うなずいた。




　都ヴィルドベーンの道は、ほとんど全てが坂道になっている。十字城が最さい奥おうの高台におかれていて、全ての道が城につながっているためそうなっている。

　歩き続けて疲つかれるようなことはないが、「ゴールはまだか」という気分になることは止められはしない。一番に文句を言い出したのは、一同をこの場所に誘さそったリョータだった。すかさずナツキが「あんたが誘ったくせに！」と怒おこる。

　そうこうしているうちに、一同は十字城の城門にたどり着いた。

　磨みがき上げられた銀色の金属でできた門の前に、五人もの護衛が並んでいる。門の金属と同様に、磨き上げられた銀色の甲かつ冑ちゆうを身につけている。五人ともが同じ大きさで、その顔は兜かぶとに隠かくれて見えないため、まるで甲冑人形が並んでいるようにも見える。

「城に入ろうとして、こいつらを倒たおそうとしたプレイヤーがいるんですって。でも、全員叩きのめされたらしいわ。レベル関係なく、こいつら倒せないようになってるみたい」

　ナツキが説明する。

　試しに挑戦してみようか、とエンジが言ったが、ナツキの冷たい流し目に止められてしまった。

　そしてナツキは一人すたすた歩いて行き、門の前で止まった。

「ここ、通してくれる？」

　がちゃーん！　と目の前にギロチンが落ちたような勢いで、二人の甲冑兵の持つ槍が組み合わされた。頭がその位置にあったら、敢あえなく胴どう体たいと泣き別れることになっただろうことは想像に難かたくない。

「さぁ、リョータ君？　どうすればここ通れるのかしら」

「あれ？　おかしいなあ……アスカさんのところにいた人が言ってたんだよ。満月の夜、この場所に来たときに、こいつらが口をきくのを聞いたんだって。『あの武器さえあらば……』『呪のろいは解けるのに』なんて、言ってたんだって」

　呪い、と聞いたユウマがとっさに声を上げた。

「呪いとは、なんだ？」

　質問を受けた甲冑兵たちは、一いつ瞬しゆん戸と惑まどうように静止した。

　反応は激げき烈れつだった。甲冑兵たちはガチャガチャガチャと音を立てて整列した。槍の切っ先を空に向け、背筋をぴんと伸のばす。そしてまたガチャガチャガチャと音を立てて、膝ひざをついた。

「ヨ、ウ、コソ……」

　えええ？　と情けない声を上げたのはナツキだ。甲冑兵は気味の悪い声でユウマを歓迎すると、全員が右手を城に向けた。

「オ通リ下サイ。魔女殺シノ主ヨ」

　ワールドエンドライツの持ち主に対する態度であることは明白だった。ユウマたちは、こわごわと甲冑兵たちの間を抜けて、門をくぐり抜けた。

「聖御子ホーリーチヤイルドガ、オ待チデス」

　五体の甲冑兵のうち、一体がユウマたちを先導していく。

　そして残りの甲冑兵たちは、ユウマたちが通り抜けていくまで動きを止めていた。最後に門をくぐったオリエとユキナの後ろで、

「えええっ、俺おれたちも行こうぜ！」

と声が聞こえて、知らないプレイヤーたちが一いつ緒しよに門をくぐろうとしたが、その瞬間甲冑兵が立ち上がった。そして招かれざる客に容よう赦しやなく槍の先を向けた。

　少年二人は危うく刺されそうになり、慌あわてて身を引いたのだった。




　ユウマたちはそんな事情を気にしている暇ひまはなかった。

「城の中に入る条件が、『ワールドエンドライツを持ってる』だったってこと？　ずいぶんシビアじゃない？　それだと世界で四人だけしか入れないってことじゃない！」

　ナツキはぷんぷん怒っている。リョータが勝ち誇ほこって何か言おうとしているのに、一生懸命そっぽを向いて対応している。

「私でもいけたのかな」

とオリエが呟つぶやいた。

　甲冑兵は無言で先を歩いて行く。城の内部は複雑な構造になっているらしく、狭せまい階段を上らされた。一人ずつ並んで歩いて行く。

　開けた場所にたどり着く。そこは石像が並ぶ中庭になっていた。イギリスの庭園を思わせる、背の低い木が植えられている。ひときわ目立つところに、ユウマの胸ほどの高さの土台の上に置かれた、ふたつの像があった。長ちよう剣けんを掲げている、愁うれいを帯びた青年像と、杖つえをもったまばゆい美女の像だ。

　ユウマたちを全員そこに通すと、甲冑兵は音を立てて階段を下りていった。




　喋しやべらない案内人が何を意図していたのか分からず、ユウマたちは像を見上げた。そして間を置かずに、しゃらしゃらと、か細い鈴すずの音に似た音が聞こえてきた。奥おくにある入り口から、白い衣服をまとった誰だれかが歩いてくるのが見える。

　か細い音は、その誰かが足につけている幾いく重えにも重なる金属の輪がすり合って発生するものだった。裸足はだしで歩いているため、その金属音は、はっきりと聞く者の耳に届くのだった。

　その誰かは頭にすっぽりと花はな嫁よめのマリアヴェールのような布をかぶっており、口元しか見ることができない。白と金と緑の色しき彩さいで整えられたその長い衣服は、聖職者を思わせるものだった。長い銀ぎん髪ぱつを何本もの三つ編みにしているのが身体に纏まとわり付くその様子は、まるで人形のような、体温を感じさせない美があった。

　これが「聖御子」、ホーリーチャイルドと呼ばれるものだと、名乗られる前に全員が理解していた。

「ようこそ、みなさん。十字城へ」

　どきりとするほど涼すずやかな綺き麗れいな声だった。そしてその手が、自らの顔を覆おおい隠していたヴェールを取り去る。口元を見ているだけで、この「ホーリーチャイルド」が際きわだって美しい容よう貌ぼうをしていることは想像できた。誰かのごくり、と喉のどを鳴らす音が聞こえるくらい皆みな、しんとしていた。

　だが。

「……なんでやねん」

　エンジが思わず呟いたのも、無理はなかった。

　聖御子の顔は、灰色をしたネズミの仮面に覆われていたのだ。頭の上半分をすっぽりと覆うその仮面には、真っ黒な瞳ひとみがついており、表面は短い毛に覆われている。ヒゲまで生えている。

　その美貌がたやすく想像できただけに、あまりに残念なありさまだった。

　背は低い。まだ、子供なのだろう。長い衣服で身体を包んでいるが、その手首がとても細く、手の平がとても小さい。

「僕はディーディー、この城を預かる者です。皆さんにここに来ていただいたのは、他でもない……僕にかかった呪いを解いて欲しい、この仮面を外すために手伝って欲しいからなのです」

　ユウマが門のところにいた甲冑兵に「呪いとはなんだ」と訊きいたのは、その単語がノーザンライツのことを連想させたからだった。

　もちろん彼かれらの言う呪いとノーザンライツとは、全く関係がなかった。




「世界には三つの城があり、それぞれには正しき所有者がいます。つまり、オルヴァントの剣帝」
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　ディーディーは剣をもった青年の像を示した。

「ニルディアの女華」

　そして女性の像を示した。

「そしてランバーの聖御子……僕です。ふたりの王は三人の魔女たちによって、封ふう印いんされてしまいました。今、世界には王たちを目覚めさせようとしている者たちがいます」

　それはおそらく、剣帝クエスト、女華クエストに参加している者たちのことだろう。

「ふたりの王と僕は、かつて魔女と戦いました。ですが……金髪の魔女の強大な力を前に、敗北してしまったのです」

　ディーディーが手の平を自分の胸に当てた。そのとき、ユウマの目に、今目の前にある光景とは違う光景が映った。ディーディーの小さな身体の輪りん郭かくだけがいやにくっきりと浮うかぶ。その背景が、ここではない、過去の光景に変わる。

　ゲームのイベントムービーが始まったらしい。ディーディーの視点でのものらしく、ディーディーの後ろ姿が常に自分の前にある。他のメンバーたちも、同じように見えているだろう。




　それはこのゲームがはじまる「前」の物語だった。

　石造りの薄うす暗ぐらい神しん殿でんの中を歩く三人がいる。

　神殿を包む闇やみから突とつ如じよ現れるモンスターを、青年の剣が切り伏ふせる。湧わいて出てきた大量の雑ざ魚こモンスターを一気に焼き払はらうのは、色気溢あふれる姿をした美女の魔法だ。ディーディーの法力が、傷ついた仲間を癒いやす。

　三人は、とてもバランスのとれたパーティだった。




『いらっしゃい、ジグムント君。ファルティナちゃん。ディーディーちゃん。三人とも、会えて嬉うれしいわ。私にあなたたちの国を献けん上じようしに来てくれたのね？』

　神殿を奥に進んでいった先に、彼女はいた。闇に浸しん食しよくされた神殿の中で、その髪かみは神こう々ごうしく光る。とても整っているのに、とてもいやな笑みを浮かべる女。

　魔女だ。

『誰がお前などに国を渡すか、魔女め！』

　いきり立って怒ど鳴なりつけたのは、剣帝ジグムント。その長剣が、彼の怒いかりを反映したかのように淡あわく発光し、震ふるえる。

『わらわは冗じよう談だんが好かぬ』

　その隣となりで、女華ファルティナが妖よう艶えんな笑みを浮かべる。だがその目は欠片かけらも笑っていない。

『無む駄だに時間を過ごすことも好かぬ。疾とく消えよ、魔女』

　女華はそれ以上無駄口を叩たたく一秒すら惜おしかったらしい。即そく座ざに魔法の詠えい唱しようを始めた。その隣で、まるで放たれた矢のような勢いで、ジグムントが魔女に向かって走り出す。その距きよ離りを数秒で埋うめ、両手で持った長剣で下から切り上げる。

　金髪の魔女は後ろに跳とんでかわした。だが着地した瞬間に、ファルティナの烈れつ火か魔ま法ほうが頭から襲おそいかかる。

『［絶対防御Wall］……』

　短い詠唱とともに、魔女の身体を包む薄うすい球体が出現した。その表面がファルティナの魔法を完全に防いだ。

　金髪の魔女は両手を広げ、高笑いした。即座に攻撃に移ろうとしたジグムントの動きを封ふうじ込めたのは、金髪の魔女が放った鎖くさりだった。その黒い鎖はまっすぐにジグムントに襲いかかる。

『くそっ！』

　ジグムントは怒鳴る。鎖は大だい蛇じやに姿を変えた。襲いかかってくる牙きばを、剣で防いだ。

　続けての詠唱態勢に入ったファルティナに襲いかかったのは、空から舞まい降おりた虹色の羽をした鳥だった。金髪の魔女の使ったアイテムにより召しよう喚かんされたモンスターが、猛たけり狂くるうように吠ほえながら、襲いかかる。

『くっ』

　その鳥は魔法を跳はね返すことができた。ファルティナは魔法を打てずに後退しなければならなかった。

　黒い大蛇と、剣帝。

　虹色の羽をした鳥と、女華。

　そして金髪の魔女は、［絶対防御］に包まれたままゆっくりと進んでいく。

『私の相手はあなたね？　おちびちゃん。あら……震えているの？　怖こわがらなくても良いわ、私はそんなに残ざん酷こくではない』

　ディーディーは金髪の魔女に見下ろされ、震えていた。前に立って戦う力は持っていない。そして、それ以前の問題だった。

『ディー！　しっかりしろ、お前なら……』

『聖御子、そなたの力を示せ！』

　ふたりの王が叫ぶ。だが応こたえられない。

　ディーディーは、王の魂たましいを持ち合わせてはいなかったのだ。




　この世界は、魔女が創造した。

　魔女は創造主であり、支配者だった。

　人間だけは、その支配の声から逃のがれることができる。いつしかこの世界に生まれた人間たちは、自分たちの国を作った。その中でももっとも優すぐれた力を持った者が城の主として君臨した。

　王たちは、魔女を倒さなければならないという目的に突つき動かされていた。その衝しよう動どうがどこから来るのかは分からない。だがそれは生きる目的であり、存在理由だった。抗あらがいがたい衝動は三人の王にここに来させた。

　だがディーディーは、金髪の魔女を前にしたときに知った。

　自分は、勝てない。魔女に勝つことは、できない。

　その力を持つのは、自分ではなく……。剣帝ではなく……、女華でもなく……。今はいない、やがて来きたる、この世界に生まれざるものだ、と。

『あら、力を見せてくれるの？　大だい丈じよう夫ぶよ、この防ぼう御ぎよ魔ま法ほうはたった二十秒しか保てないの。それにこれが出ている間は、私自身も魔法を使えない』

　金髪の魔女は優しく微ほほ笑えむ。

　目の前にいるディーディーが、完全に気け圧おされ、戦意を喪そう失しつしているのを理解しているのだ。そしてなぶっている。

『残り七秒……』

　ディーディーはすがるように装備した杖を両手で握にぎった。

　ジグムントが、ファルティナが何かを叫んでいる。だがその声は徐じよ々じよに間遠になっていく。

『一秒……』

　金髪の魔女が、まるで宮きゆう廷ていにおけるような仕草で頭を下げた。

　ぱしん、と空気がはじけるような音とともに魔女を守っていた障しよう壁へきが失われる。光の粒が、魔女の身体にまとわりつくように輝きながら消えていった。

　金髪の魔女は両りよう腕うでを広げた。

『さあ、待ち時間は終わったわ。おちびちゃん、覚かく悟ごは決めたかしら』

『覚悟……？』

　震えながら呟かれた小さな小さな問いを、金髪の魔女が聞き逃すことはなかった。

『力を持ちながら、それに相応ふさわしい魂たましいを持たず、無む為いのうちに死んでいく覚悟よ』

『…………』

　ディー！　といつもの短い呼び方をする剣帝も、聖御子、と呼ぶ女華ももはや遠い。遠すぎる。

『ああ、つまらない、つまらない。せっかく楽しい戦いができると思ったのに、がっかりだわ』

『あ、あなたを……あなたを倒すのは、僕たちじゃない……』

　絞しぼり出すような声で、ディーディーが言った。

『僕には分かる、この世界に舞い降りるたくさんの魂が、いつの日か双そう王おうの塔を』

『お黙だまりなさいな。私には予言なんて必要ないのよ。さあ、三人の王よ。お前たちは弱い、お前たちは決して魔女に敵かなわない。消えなさい』

　金髪の魔女は呪じゆ文もんの詠唱を始めた。

　長い、長い文句を唱えるその様子は、まるで子こ守もり歌うたを歌っているかのようだった。




『［世界の果てLost に消えよMagic］』




　悲鳴。怒ど号ごう。ディーディーが動けなくなったのは、金髪の魔女が現れた途と端たん、この光景が見えたからだった。

　剣帝の魂が遠い場所に飛ばされ、その姿が琥こ珀はく色いろの毛をした大きな犬に変わる。

　女華の魂が遠いところに飛ばされ、その姿が青い毛並みの小さな猫ねこに変わる。

　だが聖御子の姿は、変わらない。その身体の中にある破は邪じやの力が、魔女の最終魔法を防いだのだ。

『あ、あああ……ジグムント……ファルティナぁ……』

『意い気く地じなしのお前は、ネズミの姿が相応しいと思ったのに』

　金髪の魔女が笑いながら、ディーディーの額を指さした。

『この敗北はお前が元げん凶きようなのに、この程度ですむなんて。幸運ね、おちびちゃん』

『あぁ、あーっ！』

　視界が真っ白に染まり、音が弾はじけた。

　世界が破は裂れつしたかのような衝撃の後に味わわされたのは、静せい寂じやくだった。ディーディーはどこかに横たわっていた。両手で必死に身体を起こす。

　そこは十字を抱だく城。ディーディーの居場所である、十字城だった。たった一人、自分の部屋に戻らされたのだ。まるであの戦いが嘘だったかのようだ。剣帝も、女華も、あんな風に敗北を喫きつすることなく、あれは自分が見た夢だったのだ……。

　などという幻げん想そうを信じることは許されなかった。

　ディーディーはすぐに気がついた。自分の部屋に置かれた姿見に映し出された、己おのれの姿。両手で形をなぞる。そのおぞましい形。

　鏡には、ネズミの仮面をつけた子供の姿が映し出されていた。

　泣いても仮面は外れなかった。どれだけ暴れても、道具を使っても、人に外させようとしても、絶対に外れなかった。泣なき叫びながら床ゆかを転がる。そして知る。

　これは弱い自分に与えられた呪いなのだと。







　唐とう突とつに映像が終わった。ユウマは安定感を失い、わずかによろめいた。ユキナがそのまま転びそうになるのを、腕を伸ばして支えてやる。

「ありがと、ユウマ。ね……すごかったね今の」

　ユキナは頭がくらくらするらしく、両手でこめかみを押おさえた。

　普通にプレイしていれば、今のような映像を見ることができるのはクエストを進行させたりしたときである。ユキナにとってはもちろん初めての体験だ。三次元酔よいすると言っていたが、それは大丈夫なようだ。

「今あなたがたに見ていただいたのは、僕ぼくの過去の記き憶おくです。僕は、恥はずかしい……二人のように勇気が無く、あの場所にいる資格がなかった。魔女に一いつ矢し報いることもできず、敗北の印のようなこの仮面を負わされた」

　お前はネズミだ、という言葉通りに、ディーディーはネズミの顔の仮面をかぶらされている。魔女の力が聖御子に、この枷かせを与えたのだ。

「この恥ち辱じよくの仮面がある限り、僕は無力な子供です。法力は全すべて封じられ、魔女を封じるはずの破邪の力すら、使うことができません。どうか冒ぼう険けん者しやたちよ、呪いを解くため、僕の力を取り戻すために力をお貸し下さい」

　仮面の向こうから流れ出た涙なみだが、頬ほおを伝って落ちる。

　ユウマたちは顔を見合わせた。そしてナツキがユウマの背中を押したのは、ユウマ以外のギルドメンバーたちの総意だった。

　前に押し出され、ディーディーの目の前に立つことになったユウマは、言葉に迷った。昔のゲームであれば「→俺に任せろ！」「→お断りだ」などと選せん択たく肢しが出て、それを選ぶだけで良かった。だがこのゲームには選択肢など存在しない。ＮＰＣたちはプレイヤーたちの行動、言葉に反応してくれるのだ。

「分かった。君を、手伝うよ」

　ユウマの言葉にディーディーは顔を上げた。ユウマを真正面に見上げたのは、ネズミの仮面の真っ黒な目だったが。

「……ありがとうございます」

　そしてまた、深々と頭を下げた。

「あの、ディーディーちゃん。教えて欲しいんだけど、魔女ってどこにいるの？」

　投げた球がストライク過ぎて、審しん判ぱんまで一緒に飛んでいきそうな質問を投げかけたのは、ユキナだった。ディーディーのネズミの仮面がユキナの方を向く。

「すみません……僕には、その質問に答えるだけの力がないのです」

「君は人間なの、ＮＰＣなの？」

「…………」

　小さなディーディーは、困ったように首を傾かしげた。質問の意味が分からない、という風ふ情ぜいだ。

「俺からも質問や。この城にはワールドエンドライツを持ってないと入られへんのか？」

　その問いにはディーディーは反応した。

「僕は、この城を守る甲冑兵に、レベルが六十を超こえたものか、あるいは『魔女殺し』を持ったものが現れたら連れてきて欲しい、とお願いしました」

　レベル六十……と皆で顔を見合わせた。

　このクエストの噂うわさを聞かなかったのも頷ける。レベル六十になっているプレイヤーなど、まだ、そうはいないだろう。あちこちのパーティに助すけっ人とを頼たのまれているエンジですら五十二だ。このクエストに求められている能力は、かなりシビアなものらしい。

「お願いするならば、強い冒険者でなければなりません。なぜならば、僕の呪いを解くために行って欲しい場所には、強いモンスターがいるのです。［鏡像のIscandarイスカ of Mirrorンダル Image］という名前の、大おお蜘ぐ蛛もが」

　クモぉ？　と叫んだのはナツキだった。名前を聞いただけで全身に鳥とり肌はだが立ったらしい。

「……辛つらい旅になるかも知れません。ですがどうか、お願いいたします、冒険者たち。お礼と言ってはなんですが、もしあなたたちが僕の呪いを解いて下さったならば、そのときは……」

　涼やかな声が、はっきりと告げた。

「そのときは、魔女のもとに至るための手段について、お話しいたしましょう……」
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４章　……お兄ちゃん







「あのぅ、えへへへへへ、レン様。ご機き嫌げんはいかがですか」

　時計まみれの部屋だった。四方八方、床にまで時計がたくさん置いてある。かちこちかちこちと機械音がまるで建物の心臓音のように低く響ひびいている。

　床と一体化しそうなほどの低姿勢でお伺うかがいを立てるのは、ヒトネコのハリーだ。揉もみ手での回転数は上がる一方、肉球がすり減ってなくなるのは時間の問題であろう。

「話しかけるなと言わなかったかしら」

　冷たすぎる声音に、ハリーのヒゲがぶるぶる震えた。

　そしてその流し目はもっと冷たかった。青い髪の魔女は、ついと視線を外し、部屋の中を観察した。たくさんの時計は、どれも違う時刻を示している。

「違うんですよ、さっきはぼくがあなたを裏切ったように見えたかも知れませんが、あれはえ・ん・ぎ！　間ま違ちがいなく演技だったんですよ、そりゃーもう……ですからそんなに怒らずにぼくに構って下さいよぅ」

　ニャーニャー鳴いている。




　このダンジョンは、強いモンスターが出てくると同時に、謎なぞ解ときも大量に仕込まれている。最初の階では「灰かぶりのお姫ひめ様さまに、相応ふさわしい靴くつを！」という指示が現れた。部屋には三つの女の子の像があった。どれも五十センチほどの大きさで、舞ぶ台たい背景ごと精せい巧こうに作られていた。

　ひとつは波が打つ大岩の上に座すわっている上半身が魚の娘むすめ。

　もうひとつは森の中、大樹に寄りかかりながら小人を押しのけ林りん檎ごに齧かじりついているぽちゃっとした娘。

　そして最後のひとつは絢けん爛らん豪ごう華かな城を背景に、階段から転げ落ちている娘だった。

　どの像も裸足で、靴くつを履はいていなかった。

　別の部屋を探たん索さくすると、宝箱から「草ぞう履り」「宝石靴」「ガラスの靴」が出てきた。

　灰かぶりのお姫様というのは、アンデルセン童話のシンデレラのことであろう。シンデレラは、階段から転げ落ちたりしなかったはずだが……。

　不思議に思いつつ手に入れたガラスの靴を、逆さまに階段から滑すべり落ちている娘の足に履かせた。ガラスの靴というのはつまり「透とう明めいな靴」のことで、小さくて綺麗な足でなければ、綺麗には全然見えないのだ、と青い髪の魔女は学んだ。

　そして、ガコッ！　と音がしたかと思うと、その部屋の中央に地下に降りる階段が出現した。




　下の階はパズルだった。宝箱を開けて、中央の大部屋にある壁へき面めんパズルのピースをはめていかなければならない。最後のピースを手に入れるには、その階のボスモンスターを倒さなければならず、くるくる回って魔ま法ほうを打ち込んでくる双ふた子ごのピエロを、二体同時に倒さなければならなかった。

　青い髪の魔女は、このダンジョンに来るまではモンスターを倒すことはできなかった。プレイヤーの敵側キャラクターとしての設定がほどこされていたのだろう。

　このダンジョン内でも同様であれば、一つの階層すらクリアーすることはできなかっただろう。だが、ここでは青い髪の魔女も普通のプレイヤーのように戦い、モンスターにとどめを刺さすことができた。

　ダンジョンの設定を行っている黒い髪の魔女が、そのようなダンジョンのことを話していたことがある。まだ公開されていないクローズドダンジョンの中には、魔女ですらプレイヤー扱あつかいのものがある、と。

　もしかしたら、金きん髪ぱつの魔女はユウマたちと一緒に戦うつもりだったのだろうか……？　と考えた。最初はあり得ないと思ったが、彼かの女じよの悪あく辣らつさからすれば、

「パーティメンバーになって一緒に戦い、親しん睦ぼくを深める！」

「最初は疑い、信用しないユウマだが、我が身を犠ぎ牲せいにしてユウマを庇かばったりする金髪の魔女を見て、徐々に心を開き始める……」

「ああ、しかしなんということか。最後の最後で金髪の魔女はユウマを裏切る……金髪の魔女は涙を流して高笑いしながら、信じたお前が馬ば鹿かなのよと告げるのだった！」

という展開くらいは、軽くこなしてくれるだろう。青い髪の魔女の想像はとてもリアルで、むかむかした彼女はぎゅっと唇くちびるを噛かんだ。

「ユウマ」

と呟く。

　違い和わ感かんを覚え、

「……お兄ちゃん」

と言ってみた。

　首を振ふる。

　自分はレンではない。

　この世界にて目が覚めたとき、何も覚えていなかった。自分の名前すら、分からなかった。だから金髪の魔女が教えてくれた。深しん紅く色をした水すい晶しよう球きゆう、それに込められているのは生きた、あるいは生きていた人間のデータだ。お前はその一つなのだ、と。

　お前は辛い目にあったのだから、思い出せないのならば考えなくてもいいのだと、金髪の魔女は言った。

　この世界を闊かつ歩ぽするプレイヤーたちは、生きている人間だ。プログラム通りに動くＮＰＣは、技術的にはアナザー技術が構築されたばかりの頃ころのものと大差ない。

「Walpurgis Nights」は天才が作り上げた箱庭だ。そこに置かれるべきは木で偶く人形のようなＮＰＣではなく、自分で考えて判断することができるような、感情があり、喜き怒ど哀あい楽らくを表現することができるような自律人形であるべきだと、創造主は考えた。

　流る浪ろう者しやカシム。占せん星せい術じゆつ師ルキアス。剣けん帝ていジグムント。女じよ華かファルティナ。聖御子ホーリーチヤイルドディーディー。聖せい剣けんロンドバルド。火か竜りゆうドズナ。不死者の王エンドバウム。永久囚しゆう人じんディグネット。獅し子し仮面マイヤー。水すい獄ごくのイズルカ。剣けん人じんギイ。

　手の平から星をこぼすように、金髪の魔女はこの世界に彼らをばらまいた。青い髪の魔女が知らない分も、きっとあるだろう。金髪の魔女が魂を込めるのは、人型をしたものに限らなかった。モンスターにも、アイテムにも、武器にも。エンドバウムとの戦いにおいて長い髪をした少女が手に入れた、あのサウスオブヘヴンにもおそらくなんらかの魂が込められていた。

　目覚めたばかりの頃は、世界に何の関心もなかった。

　金髪の魔女は世界を感じなさい、目覚めなさいと言ったが、何のためにそんなことを言うのかも分からなかった。あのほの暗い部屋の隅すみで、ずっと目を閉じていることが望みだった。

　長い、長い時間。

「レン」

と名前を呼ばれた、あのときまでは。

　あの声、あの手、あの目。あの瞬しゆん間かんから、世界の色が変わった。




「レン様レン様レン様……レン様ぁ」

「うるさいわね」

　ぎろりと睨にらみつけたが、それはこの被ひ虐ぎやく趣しゆ味みのヒトネコを喜ばせただけだった。

「おお良かった！　こちらを向いて下さった！」

　かれこれ、五階層ほども潜もぐっただろうか。

　このハリーは、案内人と称しようして青い髪の魔女にぴったりとついてくる。宝箱が近くにあるときなどは、「いい匂においがしますニャー」などと言って示してくれたりもする。

　だが本質的には味方ではない。青い髪の魔女がモンスターに倒されたりすると「キャッハハハハハ」などと腹を抱かかえて笑っていたりするし、「あっ、あそこ」と指し示す場所に歩いて行ったりすると、上の階層に飛ばされるトラップだったりする。

　先ほどなどは避さけようとしたトカゲ型モンスターの尾おをわざと踏ふんづけ、トカゲに襲われた。ハリーはトカゲの大きな口にのみ込まれ、「助けてくださいぃー」などと叫さけんだ。

　眠ねむっていてくれたモンスターをわざわざ起こした案内人なぞを、どうして救わなければならないのか。と、見捨てようとしたのだが、階層のクリアー条件のひとつがそのモンスターを退治することだったため、残念ながら助けざるを得なかった。悔くやしいといったらない。

「レン様レン様、見て下さい、あれです。あれ」

　ハリーは右手で何かを指し示した。

　青い髪の魔女は、そのピンク色をした肉球をしげしげと見つめてみた。

「違ちがいます、指してる方向を見て下さいってことですよ！」

　分かってはいたが、無視したかった。

　だが、それはできなかった。他の全ての扉とびらを調べたが、今この部屋以外に入ることのできる部屋はないのだ。

　ハリーの指した方向、その天てん井じようには、巨きよ大だいな目玉がふよふよと浮かんでいる。風船のようだが、もちろんそうではない。気味の悪い赤あか紫むらさき色いろをした皮ひ膜まくに覆われたその目玉は、瞬まばたきするように皮膜が閉じたり開いたりしている。

　デーモン系列に分類されるモンスターだ。目玉型をしているものは、多くが雷かみなり系の魔法を使ってくる。見かけよりも強力なモンスターだ。

　青い髪の魔女のレベルは五十三だ。攻こう撃げき魔ま法ほうはひとつしか使えないが、それが強力なため、一人でここまで来ることにほとんど苦労はなかった。ＨＰは低いのだが、このダンジョンにはそこかしこに回復アイテムが落ちていたし、階層を降りるごとにボーナスアイテムが手に入った。

「あいつ、寝ねてるみたいですねえ……おや？　あそこにオルゴールがある、開けてみよう」

　ハリーはわざとらしくテーブルに近づいていった。そこには緑色の金属でできたオルゴールが置いてあった。

　いやな予感がして、青い髪の魔女はハリーを止めようとした。だが、間に合わなかった。

　ハリーはあっさりとオルゴールを開けた。そして流れ出た金属音が、安楽に眠っていた目玉モンスターの、どこにあるか分からない鼓こ膜まくを震わせたらしい。

「……あんた、わざとね」

「ええっ、まさか、そんなことあるわけないじゃないですかぁ～」

　イヒヒヒヒヒヒ……ハリーは下品な笑いを我が慢まんしなかった。

　モンスターをサーチする。［サイクロCyclops'sプス leftの左目 eye］、レベル四十。ＨＰゲージは二十パーセントほど赤かったが、ゆっくり緑色に変わっていく。自動回復しているらしい。

　モンスターは戦せん闘とう態勢になった。薄うす目めを開けるように、皮膜が動いた。じっと青い髪の魔女を見つめている。

「［いにしえのAncient暗黒よ dark］！」

　先手必勝、と魔法を唱えた。

　だが、どこかいやな予感がした。デーモン系列のモンスターには、確かもっと危険な特とく徴ちようがなかったか……。

　空中から目玉を串くし刺ざしにすべく、黒い刃はが現出する。攻こう撃げき対象を［サイクロプスの左目］に固定し、全てぶつけた。

　目玉だけあって、［サイクロプスの左目］は悲鳴を上げなかった。ただ、魔法が当たる瞬間に、目を閉じただけだった。

「うわああっ、なんてことだぁ！　まさか、こんなことになるなんてぇ……」

　ハリーの演技臭くさい口調が鼻につく。だが、青い髪の魔女はヒトネコに構っている余よ裕ゆうなど無かった。

「………………」

　このダンジョンにしては、いやにレベルが低いモンスターだった。そこからも、このモンスターが危険な能力を持っていると察するべきだった。

［サイクロプスの左目］は、黒い刃に貫つらぬかれたりはしなかった。このモンスターには、魔法が通じないのだ。どれだけ強力な魔法を放とうとも、皮膜が魔法を弾いてしまう。

　代わりに、あちらからの魔法を受けた。目玉だけあって、魔法を詠唱する声は聞こえなかった。目玉の黒目の部分が真っ赤になったかと思うと、次の瞬しゆん間かん雷かみなりがほとばしった。青い髪の魔女は攻こう撃げきをまともに受け、悲鳴を上げた。

　地面に転がる。

　その雷魔法の追加効果で、しばらく動くことができない。

「お兄ちゃん……」

　小さく呟つぶやいた。間違っても、憎にくたらしいハリーには聞こえないように。

　ここにユウマがいたら、絶対に自分を助けてくれる。レン、と名前を呼んでくれる。手を伸のばしてくれる。言葉を交わした回数は少ないのに、分かるのだ。なぜか、とてもよく分かるのだ。

　だけど、ユウマは今ここにはいない。来てくれる可能性もない。

「大丈夫ですか、大丈夫ですかぁ～」

　わざとらしい心配の声に、蹴けりを入れたくなる。それは後に回すことにする。

　魔法では倒たおせない。つまり、今の自分ではこのモンスターを倒すことは不可能だということだ。ここでダンジョン攻こう略りやくを諦あきらめるか、もしくは、武器を手に入れるしかない。

　記憶を探る。このダンジョンの中に、武器の入った宝箱があった。そのナイフを装備すると魔ま力りよくが下がるため、不要だ、と置いてきてしまったのだ。あのときの自分の首根っこを引っ張ってやりたくなる。アイテム保有可能数には限りがあるため、回復系アイテムの持ち数が減ることの方がマイナスだと判断した。

　無駄だ、不要だと思っても、こんなに大きなダンジョンなのだ、あれは持ってきておくべきだった。

「………………」

　持ってきておくべきだった、ではない。今から、取りに行くのだ。

　二階層上にあがって、宝箱を開け、そしてまたここに戻もどってくる。魔法ばかり使って、武器など全く使ったことはない。おそらくこの手で与あたえられるダメージなど、知れたものだ。このダンジョンは一人で攻略できるような、生やさしいものではない。

　だが、金髪の魔女がここにユウマを連れてこようとしたのだから、ここには何かがあるのだ。それを知るために、今ここにいる。

「…………お兄ちゃん」

　声に出して言えば、頑がん張ばれる気がした。

　ハリーの笑う声が聞こえた。
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５章　確かにこのパーティには、色気が足りないわよね







「え？」

　ユウマが振り向くと、オリエは目を丸くした。

「呼んでないけど……」

　そうか、とユウマは前に向き直った。呼ばれたような気がしたのだが、空耳だったらしい。

　聖御子ディーディーの話を聞き、城から出た。

　ディーディーからは一枚の地図を渡わたされた。この国の南の方にある山さん岳がく地帯を示しているらしいその図に、ひとつの×とともに地名が書き込まれている。［古城ガOld Castゼルレle Gazelッダle-ledda］とある。

「ガゼルレッダに、女め神がみ像ぞうがあります。それを壊こわして下さい。そうすれば、僕の呪のろいは解けるはずなのです……」

　そう言ってディーディーは城に戻っていった。幻げん想そう的てきなその姿が大きな扉の向こうに消えるまで、ユウマたちは見送っていた。

　ユキナは必死になって、

「剣帝はどこにいるの？　女華ってなに？」

などと質問をぶつけていたが、ディーディーはほとんど答えてくれなかった。エンジがした質問には答えていたところを見ると、答えられる質問と答えられない質問があったということだろう。

「エンジ君だけずるいよ。私も何か教えて欲しかったのに」

「仕方ないよ、君、関係ない質問ばっかりしてたじゃないか」

　リョータがけらけら笑っている。

「そう？　そうかなあ？　だってあの子すごく詳くわしそうだったし、魔女と戦ったこともあるんだから、きっと色々知ってるはずだって思って……」

「聞いたからって、そうそう教えてくれるわけないと思うな、俺おれ」

　リョータはユキナと意外と馬が合うらしい。喧けん嘩かになることなく、会話のキャッチボールを続けている。




　そして唐突にエンジがため息をついたのに、ナツキが反応した。眉まゆをひそめて、なによと訊きいた。

「このクエスト、まだ挑ちよう戦せんせぇへん方が良かったかもしれん」

と言った。

「なんでよ？」

「レベル六十のプレイヤーが必要ってことは、結構難易度の高いダンジョンっちゅうことや。このメンバーだと、ちょっと苦しいかもしれへんで」

「……なんでよ」

　再度問いながら、ナツキはエンジに顔を近づけた。エンジは目を丸くして後退した。

「ちょ、あんま寄ってくんな」

「なによ、まさか『この中には弱い奴やつがいる……それは、お前や！』とか言うんじゃないでしょうね。確かにちょっとレベル足りないかも知れないけど」

「アホ。誰だれがレベルの話をしたんや。俺が言うとるのは、戦略の話や。見てみい、剣！　剣！　槍やり！　攻撃魔法！　攻撃魔法！」

　エンジは、ユウマ、リョータ、オリエ、ユキナ、そして自分を順番に指さした。そして自分を、そして最後にナツキを。
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「回復！　おかしいやろこのバランス。圧あつ倒とう的てきに足らへんもんがあるやろ！」

「……確かに」

　指し摘てきされて初めて気がついた、とばかりにナツキは目を見開き、頷うなずいた。

「確かにこのパーティには、色気が足りないわよね」

　ちゃうわーっっ！　と見事な裏手ツッコミが飛んだ。

　あまりに華か麗れいな二人の漫まん才ざいに、他のメンバーはひとつのセリフを挟はさむ隙すきすらない。

「だってさあ、もっと潤うるおいがあってもいいじゃない。さっきのディーちゃんみたいな綺き麗れいな子とかさ、いいよねぇ。それにみんな、女華ってあんな美人だったんだ、たまらんなって思いながらさっきの映像見てたよね？」

「なんでお前は女のくせに一番オッサンやねん！」

「そうだよ、それにさっきの映像はディーちゃんの後ろから見てたから、結局あの子の顔は見えなかったじゃない。たぶん美形だろうなーって感じはしたけどさ」

「お色気的には女華を仲間に欲しいけど。ほら、平均カップ数のアルファベットが後半に近づいて……」

　後ろからの猛もう烈れつな冷気を感じ、ナツキは言葉を止めた。

　オリエは穏おだやかに、穏やかすぎるくらいに、ただ手を伸ばし、ナツキの肩かたに乗せた。まるで幼子を見つめる母のような眼まな差ざしで、

「その話題、禁止ね？」

　発展していく漫才を、止めた。




　ごほん、とエンジは咳せき払ばらいした。

「つまり、このパーティは回復役が少ない。リョータが回復アイテム係になったとしても、心こころ許もとない。ダンジョンがどれほどの規模かは分からんけど、中で回復アイテムが拾えるかどうかも分からんし」

「それは考えてたんだ、俺も。前みたいな短期決戦ならともかく、ダンジョン探索となると、このままじゃ厳しい」

　ユウマが続いた。そして、ユキナを見つめた。

「だから、ユキナ。回復魔法を手に入れろ」

「え？　え？　えええー？」

　折しもここは宗教法国ランバー、回復魔法を手に入れるのに、もっとも相応しい場所だった。

　魔法には二種類ある。店で買えるものと、買えないものだ。前者は「魔法屋」に行き、お金さえ出せば買うことができる。後者は特定のアイテムを手に入れたり、クエストをクリアーすることでマスターすることができる。前者より後者の方が効果が高いものが多い。だが、店で売っているものだけでも十分戦うことはできる。

　それに、魔法は使い込んでいけば、習熟レベルが上がり、唱えたときの効果も高くなっていく。色々な魔法を覚えるよりも、少ない魔法を使い込んでいく方が良いのだ。

「せっかく強い魔法があるのに～っ」

と、やや抵てい抗こうを見せたユキナだが、回復魔法を覚えたからといって、攻撃魔法を忘れるわけではないということを知り、そして、

「今のままじゃお前は、いざというときの大たい砲ほうにしかならないんだぞ！」

というユウマの言葉に、渋しぶ々しぶ頷うなずいた。




　石いし畳だたみの上を歩いて行く。ユウマがよく知る剣けん帝てい国こくオルヴァントの都とはやはり違っている。無骨で乱雑な感じのするオルヴァントに比べ、宗教的な建物が多く、どこか直線的、鋭えい角かく的てきで、清潔な印象だ。尖とがった屋根の建築が多いせいだろうか。

　魔力が籠こもっているらしい緑色の石があちこちに埋うめられている。道にも、建物にも使われている。白地に金糸で描えがかれた美しい意い匠しようの旗も、あちこちに揚あげられている。

　都の住人も、頭からすっぽりと布をかぶっている。ディーディーがヴェールをかぶっていたのは、ネズミ仮面隠かくしではなく、この国の文化的衣装だったらしい。

　魔法屋に全員で向かっていたが、ぽろんぽろんと竪たて琴ごとを鳴らすような音が聞こえた。

「あ、しまった。俺おれ、今日はここまでしかダイブできないんだ」

　その音はリョータのタイマー設定だったらしい。ゲーム内では体感時間が全く当てにならないため、退出したい時間をあらかじめウィンドウで設定しておけば、音声などで知ることができる。

「ごめんユウマ君。俺、帰るね」

「ああ、分かった。リョータ、今日はありがとう」

　いきなり礼を言われ、リョータは目を丸くした。

「いや……クエスト情報持ってきてくれて」

「ああ！　でもワールドエンドライツが手に入るかどうかって言うと、なんか微び妙みようかもしれないねぇ。次のやつが手に入ったら、絶対俺がもらおうと思ってるんだけど」

「…………」

　ぎらりと鋭するどい視線を送ってきたナツキとエンジが気になって、ユウマはコメントすることができなかった。リョータはそんなことは気にせず、じゃあ！　とウィンドウを操作する。

「あ、リョータ、ギルド参加の設定……」

「うぇっ？　あああ、忘れてた、あああ、ボタン押しちゃった、うわー、どうしよう……ごめんユウマ君……」

　退出ボタンを押せば、一定時間はその場所にとどまるが、動くことはできない。だんだんとリョータの身体が無色に近づいていく。

　明日、例のダンジョンで！　と叫ぶと、リョータは両手を合わせて謝る格好のまま消えていった。




　魔法屋は、ユウマも来るのは初めてだった。ユウマはＭＰがゼロのまま成長しないため、魔法を身につけることができたとしても、使うことができないのだ。

「おばあちゃん、回復魔法のリストちょうだい」

　ナツキがいつも来ているという店だった。大きな通りから隣となりの細い通りに出て、小さな階段を上っていく途と中ちゆうに、見落としそうなほど小さな看板が出ている。日ひ陰かげになっていて目立たない扉の向こうに、穴あな蔵ぐらのように暗くて小さな店があった。

　店を経営しているのは、ナツキが「おばあちゃん」と呼ぶＮＰＣだった。カウンターの向こうに座っている。魔女のような、黒いローブを着た老ろう婆ばはにこにこ笑ったまま、ナツキの頼んだ通りにウィンドウを立ち上げてくれた。

　回復魔法一覧が出てくる。

「治ち癒ゆⅠ・対象一人……味方一人を癒いやします

　治癒Ⅱ・対象範はん囲い小……狭せまい範囲内にいる仲間を癒します

　治癒Ⅲ・対象範囲中……中程度の範囲内にいる仲間を癒します

　治癒Ⅳ・対象範囲大……広い範囲内にいる仲間を癒します

　解げ毒どくα……毒を消し去ります。対象は一人に限られます

　解かい呪じゆα……呪いを消し去ります。対象は一人に限られます

　聖せい打だα……呪われしモンスターに神の一いち撃げきを。効果は信しん仰こう度によって変わります

　浄じよう化かα……呪われしモンスターを天に還かえします。効果は信仰度によって変わります」

　役に立つ魔法ほど、覚えるための料金設定が高くなっている。




「基本的に、回復は『治癒heal』一種類なの。で、対象を一人にするか、全員にするかで消費ＭＰとかが変わってくるのね。信仰度が高くなると、回復するＨＰも増えるし、治癒に必要な必要ＭＰも減ってくるの。んでユキナ、あんたの信仰度を見ると……うーん、当たり前だけど低いわね」

「なによぅ、初心者なんだから当然でしょ」

「はいはい、腐くさらないの。とりあえず覚えられるやつは全部覚えて……お金は」

　ユキナの所有しているお金は七ドラムだった。あってなきがごとしの金額である。ユウマは黙だまって自分が持っているお金をギルド共有ウィンドウに移動させた。

　ギルドに所属したプレイヤーは、個人のお金と、ギルドで共有するお金の二種類を使うことができるようになる。ギルドのお金は特に了りよう承しようを得る必要もなく、メンバーが好きに使うことができるようだ。

「俺のお金を入れたから、必要なだけ使ってくれ」

「ユウマ君太っ腹ぁ！　じゃあユキナ、じゃんじゃん使おう」

「ちょっと待たんかい」

　エンジのストップに、なによ、とナツキは反はん抗こう的てきな目つきをした。

「あー……いや、文句つけるんと違うねんけどな。ギルドの共有財さい布ふは、結構なもめ事の元やねん。今までどんだけ喧嘩見てきたか分からん。から、共有財布から使うときは全員の了解を得てからにするって決まりを作っておきたいんや。ええか、ユウマ」

「ああ、うん」

　ユウマはソロプレイを続けてきたため、ギルドに所属するのはこれが初めてだ。やはり今までに色々なパーティに参加したことのあるエンジのアドバイスには重みがある。

　もちろん誰からも反対は出ず、ユキナは治癒魔法の対象一人、範囲小、範囲中と解毒を覚えた。ＮＰＣに渡された［神聖書Holy book］を使用すると、使用可能魔法ウィンドウに覚えた魔法が追加される。

　ユキナは回復魔法が使えるようになった。

　回復魔法に関しては、使えば使うほどに関連スキルが高まっていくため、比ひ較かく的てき習熟するのが容た易やすい。しかもフィールドやダンジョンでだけ使える攻撃魔法と違い、どこででも唱えられる。

　町でも村でもフィールドでも、ＭＰの続く限り治癒魔法を使い続ければ、治癒魔法のスキルが上がっていく。

「回復も攻撃もできる魔法使い……うん、いいかそれも。なんか、なんでもできるって感じだよね？」

「器用貧びん乏ぼうってやつだよね」

　ナツキがユキナに首を絞しめられている。が、ナツキの言うことは一面正しい。剣と魔法、どちらもまんべんなくスキルを上げていこうと考えれば、どちらにもポイントを割り振ることになる。それは剣だけ、あるいは魔法だけにポイントを割り振る場合に比べて、成長が半分になるということである。

　オリエも槍と魔法のふたつにスキルを割り振っているため、似た悩なやみを抱えていた。だがユキナの場合は、そもそも初期値が違うため、話が違うのだが。

「見てて、これから意味もなくずーっと回復魔法唱え続けるから！」

「これが意外と面めん倒どうなんだよねぇ。私もやったけどさ……、だんだんイヤになって。魔ま法ほう防ぼう御ぎよなんて、スキル低くてひどいもんよ？」

「せっかく人が燃えてるのに、いやな情報注ぎ込まないでよっ。魔法防御なんてあるの？　しゃきーん！　って敵の魔法跳はね返しちゃうのかな？」

「そんな強力なのは、なかなか……。敵の魔法の何十パーセントかを防ぐとか、最初はそのくらいよ。スキルが高くなったら完全に防いだりもするみたいだけど。もし敵がそんな魔法使ってきたら、魔法使いはお役ご免めんだよねぇ」

「なんでこっち見るねん」

　そのとき、ぽろんぽろんという先ほど聞いた音がまた聞こえてきた。

「あ、俺だ。ごめん、今日アカデミアで試験受けないといけなくて……今日はここで終わるよ」

「えっ、そんなぁ。今日は夜遅おそくまでいけるのに。ユウマ、試験終わったらまた来る？」

「うーん……それから教授が話があるとか言ってたから、どうかな。来れないかもしれない」

「ええっ。じゃあ私、家にご飯作りに行こうか？」

「今日はいつ授業が終わるか分からないから、いいよ。じゃあ、みんなごめん。また明日」

「おう。じゃあ俺も今日はこの辺で退出しようかな」

　一人で呻うめいているユキナの背中を、ナツキがぽんと叩たたいた。

「まあまあ、それじゃ私がおつきあいするから。華麗なスキルアップ、見せてもらおうじゃないの。オリエもまだ大だい丈じよう夫ぶだよねぇ？」

「うん。いけるよ。あ……ユウマ君」

　オリエが何か言おうとしたとき、ユウマは既すでに退出ボタンを押おしたところだった。先ほどのリョータと同じ状態になる。オリエは何か言いたそうにしたが、ユウマは最後まで聞くことができないまま、退出処理が終わった。







realSIDE

６章　ゆゆゆ、優馬君。こんにちは







　綺き堂どう織おり絵えは、ドアの前で長らく迷っていた。

　手の中にある箱には、アイスクリームが入っている。一時間は持ち歩けるよう保ほ冷れい剤ざいも入っているので溶とけ出すことはないが、長々と外に突つっ立っていては良くないだろう。

　インターホンを鳴らせばいい。

　勇気を出して……。

「あ、アイスじゃなくてドーナツが良かったかな」

　伸ばそうとした手を、光速で引っ込めた。確かドーナツがとっても大好き……なのは、由ゆ希き菜なの方だ。優ゆう馬まにわざわざ由希菜の好物を渡すことはあるまい。そうなれば、

「うちにドーナツがあるから来いよ」

「わーい、行く行く！」

なんてことになって、二人は……。

「って私、何考えてるのっ」

　ここは優馬と由希菜が住んでいるマンションだった。織絵は一大決心を固めてやって来たのだが、ドアの前にたどり着いた今となっては一大決心もずいぶん弱々しくへこたれてきた。

　優馬の住んでいる部屋は八階にあり、廊ろう下かは外に面している。手すりの向こうには爽さわやかに晴れまくった空が広がっていて、近くの学校のグラウンドで、野球部が白球を追いかけている光景や、テニスコートでラリーが続いている光景も見られる。

　今年は太陽の勢いが強く、「猛もう暑しよ」「亜あ熱ねつ帯たい気候」「熱ねつ中ちゆう症しよう」などの言葉がニュースで使われている。セミすら今年は暑さにうだっているのか、今年は鳴き声が弱いらしい。

　ずっとこのまま立っていると、汗あせが噴ふき出して来そうだ。織絵ははた、と紺こん色いろのノースリーブワンピースに汗がしみてはいないかと気づき、慌あわてて全身を確認した。気に入っている服だが、少しシンプルすぎたかも知れない。

　由希菜は可愛かわいい。特に、ピンク色の服がよく似合う。ぽわんとしているイメージがあるから、白いレースもフリルも余裕で着こなせる。自分とはほとんど真逆のタイプだ。

「……なんて悩んでる場合、私」

　腕うで時ど計けいを見た。どれだけ無む駄だに時間を過ごしているだろう。ミーンミンミンミン……とセミがやる気無く歌っている。さっさと諦めろよと言われている気分だ。

　諦めて、下の階に住んでいる由希菜の家に戻るのも有りかも知れない。

　さっき訪ねて行ったら留守だったのだ。午後からは「Walpurgis Nights」をする約束なので、きっと戻ってくるだろう。……いつかは分からないが。

　隣の家のドアから、子供が出てきた。

　織絵は泣きたくなる思いで、歩いてくる子供を隅に寄って避けた。小学校低学年だろう、某ぼう球きゆう団だんのキャップを被かぶったその男の子は、子供らしい無ぶ遠えん慮りよさでじっと織絵を見つめている。怪あやしい、とその目が告げていた。織絵はわざと腕時計を見て誤ご魔ま化かそうとする。

　子供は何も言わずに去っていった。ほっと胸をなで下ろし、また扉に向き直った。

　もしかしたらここにいて、自分は日焼けするのではないだろうか。主に、背後からの太陽光で、背中だけが。

「うっ……」

　悩んで、座り込んだ。なにをやってるんだ、と自分を叱しつ咤たするものの、勢いがつかない。もはや帰るべきか、帰ってしまえば良いではないかと、心の中の声が大きくなっていく。

「遊園地のチケットがあるのよ、友達と行ったらどう？　花火大会もやってるらしいわよ」

と母に何枚かの券をもらったのは今日の朝のことだ。

　そして今日、この近くに来る用事があった。

　ついでだから由希菜の家に寄って、みんなで花火大会に行こうと誘さそってみよう、などと思いついてしまった自分を、織絵は呪わずにおれなかった。ついでに優馬君も直接誘いに行けたらいいな、などと考えたのは、ちょっとした希望だったのだ。

　だが由希菜が留守だったため、ここまで来てしまった。

　……一人で来るなんて不自然だ。由希菜と一いつ緒しよならば自然だったろうに。由希菜は携けい帯たいにかけても通じなかった。このままではせっかく買ったお土産みやげも無駄になる、とエレベーターに乗ってしまったのだ。出来心と言うしかない。

　インターホンを鳴らし、出てきた優馬に、

「何の用？」

などと問われたら、

「特にないんだけど……」

と答えてしまいそうだ。怪しいにもほどがある。でも、そうしたらアイスだけ渡して帰ってしまえば、次に会ったときはそのアイスの話題が……。一人でぶつぶつ呟く織絵の背後で、ぺたぺたぺた、と足音がした。

　さっきの小学生が、冷めた目で織絵を見ていた。おそらくダストシュートにゴミを捨てて、戻ってきたのだ。こんなに日差しが強い日は、小学生男子だって外では遊びたくないだろう。

　じろじろと見られ、泣きそうになって織絵は立ち去ろうとした。

　その小学生は、織絵のすぐそばに立ち止まった。そして。




　ぴんぽーん。




と、ボタンを押した。躊ちゆう躇ちよなく。容よう赦しやなく。

　織絵が迷い続けた行動を、あっさりとやり遂とげた。びっくりしている織絵にニヤッと笑って親指を立ててみせると、小学生はそのまま歩いて行き、自分の家の扉を開けて向こうに消えていった。

「はいはいはーい」

　おそらく相手が誰か、確認などしていないだろう。のんびりした口調ながらも、油断していた織絵が逃にげられない速度で相手は扉を開けた。

「あれ、織絵ちゃん」

「……由希菜ちゃん」

　二人は向き合い、しばらく言葉なく見つめ合った。

「あの、さっき由希菜ちゃんの家に行ったんだけど、留守、だったから……」

「あ、こっち来てたから。織絵ちゃんすごいカンだね、こっちにいるって読んだんだ、さっすがあ！」

「読んだっていうか……」

　由希菜はにこにこ笑って、扉を大きく開いた。

「今、火をつけっぱなしなんだ、入って！」




　なんで優馬の家に由希菜がいるのだろう。

　なんで勝手知ったる様子で、お茶を入れてくれているのだろう。

　そして自分は何な故ぜ、テーブルについているのだろう。

「あ、あのね由希菜ちゃん。これ、お土産に買ってきたんだけど……」

　由希菜はニコニコしてアイスの箱を受け取った。

「これ、うちに持ってきてくれたの？」

「そうなの、由希菜ちゃんと食べようと思って……優馬君もいるなら、一緒に……」

　ティーポットに紅茶の葉をばっさばっさと入れた由希菜は、

「優馬はまだ寝てるんだよ。私、香か奈な恵えさんに頼たのまれてご飯作りに来たんだぁ」

と言った。

　寝ている、と言われて織絵はがっかりした。

「ミルクティーにする？」

「ううん、ストレートで……」

　織絵が買ってきたアイスの箱には、ビターチョコ、バニラ、イチゴ、洋なし味のシャーベットが入っていた。

　持ち歩いた時間は長めだったが、溶けてはいなかったようだ。

「えへへ、アイスアイス～。織絵ちゃんはどれ食べる？」

「チョコが良いな。スプーンはついてるかな」

「うん！　じゃあ私はどれにしようかな。残りはここのうちの冷れい凍とう庫こに入れておくね。場所代ってことで、優馬たちに食べてもらおう。私たち、ここでお茶しちゃってるしねぇ。ごめん、うち、エアコン壊れてるんだよー、来てもらってもものすごく暑いと思うんだ」

　今日みたいな日にエアコンがなかったら、とても過か酷こくかもしれない。

　由希菜はエアコン目的で来ているのか……な？　と織絵は少し悩んだ。

　由希菜の服は、先ほど想像したみたいな、彼女によく似合うピンクの花はな柄がらのスカートだ。すその部分にレースが使われていて、とても可愛らしい。リボンのついたカットソーも、織絵が普ふ段だんまず選ばないタイプのものだ。

　はい、と目の前にカップが置かれた。

「わぁ、いい匂におい……」

「マルコポーロってお茶だよ。優馬の叔お母ばさんが紅茶好きでね、美お味いしいよ」

　アイスクリームは、織絵はビターチョコ味を、由希菜はイチゴ味を選んだ。優馬はバニラ以外食べないということなので、それは残しておいた。

「いただきます。ゴメンね、織絵ちゃん。私ももらっちゃって。今度お菓か子し奢おごるからね」

「ううん、気にしないで。……いただきます」

　由希菜は楽しげにアイス容器のフィルムをはがしている。そのアイスの味の選せん択たくすら、二人の個性の違いを示しているようだった。

　アイスはほろ苦く、お茶は美味しく、織絵はしばらくそちらに集中していた。

　アイスは少しだけ柔やわらかくなっていた。どれだけドアの前で迷っていたのだろうか。あの小学生がインターホンを鳴らしてくれなければ、今も自分はあそこに立っていたかも知れない……いや、おそらく帰っていただろう。

「で、織絵ちゃん今日はなんで来てくれたの？」

　突とつ然ぜん訊きかれ、織絵は慌てた。

「えっ。あ、あのね、遊園地のタダ券が五枚手に入ったの。花火大会もやってるみたいだから、夏なつ希きちゃんと……できれば優馬君も一緒に行かないかなって」

「遊園地！」

　由希菜は目を輝かがやかせた。

「いいね遊園地！　どこどこ？」

　織絵がチケットをカバンから出して渡すと、由希菜は歓かん声せいを上げた。

「ここのジェットコースター、すごいんだよ。もう何回転するかわかんないくらい。行こう行こう、絶対行こうっ」

「私、ジェットコースターはものすごく苦手だから、夏希ちゃんと一緒に乗ってね……」

「えー。そんなのつまんないよ。ジェットコースター苦手な人と一緒に乗るのが楽しいの」

「ドＳなこと言わないで！　本当に苦手なんだから。泣くかも……その代わりお化け屋や敷しきは得意だから」

「そっ、それは……」

　二人は遊園地の話をしながら、大きな声で笑った。しばらくして織絵は身体を小さく縮ませた。

「優馬君、寝てるんだよね。騒さわいだら迷めい惑わくだよね」

「あ……忘れてた」

　由希菜も身体を小さくした。二人で顔を見合わせ、また小さな声で笑った。

　視線を下げた先に、織絵は写真立てがあるのに気がついた。金属製のクジラのついた写真立てだった。

　アイスを食べ終えた由希菜は静かに立ち上がった。そして、カウンターの上に置かれていたそれを手に取った。

　由希菜は写真立てを織絵に手て渡わたす。

　ふたつの家族の写った写真だった。

　二組の夫婦、若い女性はおそらく優馬の叔母だろう。まだ小学生の優馬と由希菜。そして二人の間に、小さな少女が写っている。

　短く整えられた髪かみと黒目がちな大きな瞳ひとみに、織絵は見覚えがあった。青い髪の魔ま女じよだ。彼女をもう少し幼くすれば、こんな感じになるだろう。




　ゲーム世界ではなく、現実世界でこの少女の姿を見るのは、妙みような感じだった。優馬が捜している「妹」はこの子のことか、と見入らずにはいられない。

　蓮れんが、優馬にとても懐なついていることが、その写真からも分かる。まさか、離はなればなれになるとは想像すらしていなかっただろう。織絵は胸が痛くなった。




「蓮ちゃんはね、昔、親しん戚せきの人の家で行方不明になったことがあるんだ」

「え……」

「その親戚の人の家が、田舎いなかで、ものすごく大きいお屋敷だったんだって。蓮ちゃんはひとりで散歩してて、その家の地下のワインセラーに閉じ込められたの。優馬の家族は一いつ生しよう懸けん命めい捜したんだけど、まさか小さな子供が一人で地下室なんかに入り込むと思ってなかったらしくて、なかなか見つからなくて」

　織絵は口を挟まなかった。由希菜は静かに、真ま面じ目めに語っている。

　意図は分からなかったが、ほんの少しも邪じや魔まをする気になれなかった。

「蓮ちゃんを見つけたのは、優馬だったの。ほとんど一日地下室にいた蓮ちゃんは病院に運ばれて、それからは優馬のそばを離れなくなったの。暗所恐きよう怖ふ症しようになって、悪夢にうなされる蓮ちゃんを支えたのは優馬で……だからあの兄きよう妹だいはね、とても仲が良かったの。私なんて蓮ちゃんと普ふ通つうに口をきくのにすら、ものすごく時間がかかったんだよ」

　ほんとに？　と織絵が訊くと、由希菜はうん、と頷いた。

「それに、蓮ちゃんは私と優馬が二人で遊ぶとものすごく怒おこったよ。お兄ちゃんが大好きで、もう愛しちゃってたと思うな。お兄ちゃんとは結けつ婚こんできないよって教えたのは香奈恵さんだったけど、蓮ちゃんはしばらく泣き続けてたな……」

　蓮というのは、かなり難しいタイプの少女で、そしてかなり優馬に執しゆう着ちやくしていたらしい。そして優馬も、蓮のことを大事に思っていたのだ。

　そんな妹が、バス事故で行方不明になった。過去のワインセラーに閉じ込められていた事件から、二回目の行方不明ということになる。優馬には、泣いている蓮の声が今も聞こえているのかも知れない。

　ゲームの中で、優馬はいつも一人で大きな敵に向かっていく。あの呪いのような剣けんを背せ負おい、妹につながる細い糸をたぐりながら、一生懸命に戦っている。

　全すべてはこの少女のためなのだ。

「早く、見つかるといいのにね……」

「うん……」

　由希菜が、織絵の後ろにある人の影かげに気づいて「あっ」と声を上げる。織絵は思わず釣つられて振り返った。そこに誰がいるか、考えもせず。




「……あれ」

　優馬は頭の半分が夢の中にいる顔をしていた。ぼさぼさ頭で、覇は気きなど全く感じられない寝ぼけた様子だ。白いＴシャツに、ハーフパンツという格好であるが、おそらくこのまま眠りこけていたのだろう。

「ゆゆゆ、優馬君、こんにちは、…………」

　織絵は立ち上がろうとした。だがびっくりしたので腰こしが立たず、言い訳をしようとしたが、うまく喋しやべれず無言になった。

「来てたんだ……おはよう」

　数秒前まで寝ていました、という声だった。

　優馬はあくびをして冷蔵庫を開ける。そしてコップに作り置きの麦茶を注ぎ、ぱたんと閉めた。ごくごくと一気に飲むと、コップをテーブルに置いたまま歩いて行った。

「………………」

　優馬は振ふり返りもせずに、のろのろ歩いて行った。いつもの優馬の活動量の、十パーセントほどだろうか。オーラがどろんとしている。

「あの状態の優馬に話しかけても、無駄だよ。覚かく醒せいしたら覚えてないんだもん」

　ふっ、と由希菜は肩をすくめた。
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「あれだと顔洗ってシャワー浴びて戻ってくるのに十分かな？　戻ってきたら、絶対織絵ちゃん見て『あれ、来てたんだ？』って言うよ」

「そうなの？」

　二人はくすくす笑った。




　優馬が戻ってくるのを待つ間、二人は「Walpurgis Nights」の話をした。

　由希菜は３Ｄのゲーム経験がほとんどないので、「Walpurgis Nights」をプレイしていてもなかなか慣れないことが多い。いきなりギルドに入り、ダンジョン攻略というのは荷が重いだろう。普通は町の外に出て、ちょこちょこ弱いモンスターを倒すところから始めるものだ。

　そして織絵は「ノーザンライツ」の説明をした。それは単なる武器ではない。強力でありながら、非常な負の条件をも兼かね備えた武器であり、そしてそれを渡したのは、青い髪の魔女だ。

　由希菜は難しい顔をしつつ、黙って説明を聞いていた。

「普通のプレイヤーだったらすぐにゲームから退場！　ってなるような剣なわけだね……なんで優馬にそんなもの渡したんだろう、蓮ちゃん」

「蓮ちゃんじゃ、ないんだよ。青い髪の魔女は、自分は如きさ月らぎ蓮のコピーだって、言ってたらしいの」

「ううむ……青い髪の魔女とやらを捕つかまえて、お前の身体は今どこにいるんだって尋じん問もんしても、やっぱ分かんないのかなあ」

「分かったらいいんだけど……」




　織絵はもう一度写真を眺ながめた。

　蓮という会ったことのない少女が、優馬と由希菜の腕うでをつかみながらこちらを向いている。その目は、ゲームの中で見た青い髪の魔女の、とても傷つきやすそうな、繊せん細さいそうな眼差しに似ているように思える。

　早く見つけてあげたい。そうすれば優馬は、この事件から解放されるのだ。




「あ。そうだ。夏希ちゃんって、円えん児じ君とつきあってるのかなあ？」

　由希菜の唐とう突とつな質問に、織絵は目を丸くした。

「ああ……それはないと思うわ。私も気になってこの前訊いてみたんだけど、本人はつきあってないって言ってたよ」

「ええー。怪しいと思うけどな」

「あいつ私服ダサいからあり得ない、って断言してたよ。恋れん愛あい対象じゃないとかさ」

「円児君親切だし、良いと思うけどなあ。でも私服ダサいって……どんなのかな」

「……デニムに竜りゆうの刺し繍しゆうとか」

「アロハとか？」

　二人の頭の中で、円児がとても大変なことになった。

「それはともかく、夏希ちゃんは最近優馬君を気に入ってるみたいだなって思ってたけど……」

「ええーっ、蓮ちゃんがもしいたら、第一級警けい戒かい態勢をとるね。撲ぼく滅めつ対象宣言かもね。夏希ちゃんはあれで意外と天然で魔ま性しようの女だから、いい戦いバトルが見れたかも」

「あの……蓮ちゃんって、どんな子なの？」

「良い子だよ。おとなしいし。でも、優馬のことに関してだけ、ちょっとフツウじゃなくなる感じかな？」

　廊下に通じるドアを開け、頭にタオルを載せた優馬が歩いてきた。そしてがしがしと髪を拭ふきながら、織絵を見つけて驚おどろいた顔をした。由希菜の推測通り、

「あれ、来てたんだ？」

と言った。さきほどの挨あい拶さつは、やはり夢うつつ状態のものだったらしい。

「こんにちは、優馬君。お邪魔してます」

「私が勝手に通しちゃったんだよ、優馬」

「あー……それはいいんだけど、何か用だった？」

「うん。由希菜ちゃんには話してたんだけど、今度の土曜にでも、遊園地に行かないかなあって思って……。花火大会もやってるんだ」

　花火大会、と優馬は繰くり返した。

「そんなのここ数年行ったことないな」

　優馬は織絵に手渡されたチケットをしげしげと眺めた。

「夏希ちゃんとかも誘って、みんなで行けたら楽しそうじゃない？　円児君は大おお阪さかだからちょっと無理とは思うけど。そういえばリョータ君はどこに住んでるんだろ？」

「いや、俺おれも知らない。今思うと、意外とあいつ秘密主義なんだよな……」

　由希菜がいそいそと冷凍庫からアイスを出す。

「あ、織絵ちゃんがお土産持ってきてくれたよ。私たち先にいただいちゃった。優馬は今食べる？」

　由希菜が冷凍庫からアイスを取り出した。優馬は席に着きながら、アイスを受け取った。

「次の土曜は病院の検けん診しんがあるから、それからならいけるよ」

　アイス容器のフィルムを外す優馬の手に見とれていた織絵は、検診という言葉に驚かされた。

「検診？　調子悪いの？」

「や、単なる定期検診だから。調子はいいよ」

　優馬はバニラアイスを口に運ぶ。美う味まい、と呟つぶやきながら速いペースでスプーンを動かしていく。五回ほどスプーンを往復させただけで、アイスは無くなってしまった。もう一個ある？　と訊きかれた由希菜が、「あるけど」と答える。

　冷凍庫とテーブルを往復し、優馬はもう一つのアイスを手にした。洋なしのシャーベットだ。一口入れて「美味い」と呟き、今度も先ほどと変わらないペースで食べきった。




　織絵と由希菜で、土曜日の待ち合わせについて調整した。

「じゃあ五時に、駅の東口改札ね。夏希ちゃんには私からメールしておくよ。たぶんあの子も来れると思う。金魚すくい大好きだし……」

「あー、好きそうだねー。射的とかわたあめとか、くじ引きとかも好きそうだね」

　くすくす笑いながら織絵は立ち上がった。

　帰るね、と言うと優馬が「駅まで送ろうか」と訊いてきた。ゆっくりと首を振る。

「いいよ、このマンション駅まですごく近いし。でも、のんびりしてると『Walpurgis Nights』での待ち合わせに間に合わなくなりそうだね」

「じゃあうちに来て、一緒にダイブするのはどう？」

「無理だよ、由希菜ちゃん。ＳＩＳカード持ってきてないもん」

　アナザーにダイブするには、個人情報の入ったＳＩＳカードをμに差し込まなければならない。カードがなければダイブできないし、カードの個人情報と接続した人間が一いつ致ちすると認められなかった場合も、ダイブできない。




　織絵が出て行くとき、私も行く！　と由希菜も一緒に外に出た。

「じゃあ優馬、後でね。私、夏希ちゃんに言われて一人でダイブしてちょっとは回復のスキル上げたから！　期待してて」

　玄げん関かんで見送る優馬が「へぇ……」と感心している。

　まだどこか眠ねむそうな感じの優馬に手を振り、二人は外の廊下に出た。由希菜は駅まで送るといい、織絵は遠えん慮りよしたが「運動がてら、送るよ！」という言葉に押し切られた。

　中にいたのは、一時間くらいだったろうか。隣の小学生の話をすると、由希菜はけらけら笑った。誰が住んでいるかは由希菜もよく知らないらしい。

「よっぽど織絵ちゃんの様子が面おも白しろかったんじゃないの？」

と言われた織絵は頬ほおを染めて考え込んだ。

　かなり挙きよ動どう不ふ審しんではあっただろう。

　だが、今日は来れて良かった。

「またね、織絵ちゃん」

「うん。またすぐに……ゲームでね」

「うん！」

　改札を通り抜ぬけるとき、振り返って手を振った。由希菜はその場に立ったまま手を振った。エスカレーターを降りる前にもう一度振り返ると、由希菜はまだその場所にとどまったまま、伸のび上がるほど大きく手を振っていた。
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７章　あいつ、どこまでプリンセス気取りなのかしら







［古城ガOld Castleゼルレ Gazelle-ッダledda］までの道は険しかった。

　十字城の都ヴィルドベーンを出て、岩の転がる草原を、ゲーム内で日が三回変わるまで歩き続けた。草原には大型モンスターが多く闊かつ歩ぽしており、大量のモンスターに取り囲まれたときにはユキナの竜たつ巻まき魔ま法ほうが大いに活かつ躍やくした。

　魔法使いは後衛に下がるのが定石である。

　メンバーの前衛はユウマとオリエで、ナツキも前衛に出られるだけのポテンシャルはあるのだが、後ろにいた方が回復魔法を的確に使えるということで、後ろに下がっていた。

　というわけで、ユキナはエンジとナツキの二人から、それぞれ攻こう撃げき魔法と回復魔法についてのレクチャーを受けている。回復魔法のタイミングが「ちがーうっ」と叱しかられ、攻撃魔法の範囲指定が「遅いんや！」と叱られ、ユキナは少し涙なみだ目めになっている。

　戦せん闘とう中でもウィンドウを開いてもたもたしているので、よく使う操作に関してはショートカット設定をすることになった。

　エンジの説明は、時にユウマも「そうだったのか」と思うようなものが混じっていた。取とり扱あつかい説明書のないゲームなだけあって、人によって思い思いのプレイをしているのだった。

　ゲーム世界にやってきて、いきなりレベル五十だったユキナは幸運だったかもしれないが、同時に同じくらい不幸だった。一からゆっくりと成長していくのも、アイテムを集めたり、武器を集めたり、モンスターの倒たおし方が分からずああでもないこうでもないと模も索さくするのは、とても楽しいことだ。




　草原を抜けると、山さん岳がく地帯に入った。ゲーム内のことであるから、そこまでシビアな山登りは課せられないし、肉体的に疲ひ労ろうがあるわけではないのだが、目の前にある山を登るとなると、気分的に身構えてしまう。

　着地や跳ちよう躍やく系の、なんらかのスキルが足りないと、山道を登っていく足に負担がかかるようだった。スキル系の数字がほとんど上がっていないユキナは周りからのサポートを受けつつ頑がん張ばって登っていった。

　鬱うつ蒼そうとした木々を抜け、登ったり下りたりの複雑な地形を進んでいくと、やがて渦うずを巻くように谷に下りていく道が現れた。谷の中央には、谷に降り積もる広葉樹の葉を受け止めたかのように、たくさんの緑に覆おおわれた城が立っている。

［古城ガOld Castleゼルレ Gazelle-ッダledda］だった。

　緋ひ色いろの石でできたその城は、小さな谷の底に作られていた。入るには、谷に下りるための螺ら旋せん状じようになった道を下りていき、下の方で、城の屋根部分に渡わたるために作られた吊つり橋を渡らなければならないようだ。

　谷の肌はだを削けずって作られた道は細く、ユウマたちは一人ずつ並ばなければならなかった。大きなカラスのモンスターが襲おそいかかってくるのに対処しながら、ゆっくりと道を下りていく。一歩でも足を踏ふみ外せば、谷底に向かって落ちていくことになるだろう。

　左手を岩肌に当て、ゆっくりと道なりに進んでいった。

「ほぎゃーっっ」

などと素すっ頓とん狂きような悲鳴を上げたナツキのせいで、エンジがもう少しで谷に落ちていくところだった。

「なんやねんお前は！　危ないやろ」

「だって、手ついたとこにでっかい蜘く蛛もの巣が張ってたのよ。あり得る？　あり得ないよね？　黄色と黒のしましま模様の蜘蛛なんて、うううう気持ち悪っ」

「黄色と黒のしま模様で何が悪いんや……すごいええ模様やんけ！」

「あんたの趣しゆ味みなんか訊いてないのよっ！」

「ナツキちゃんは蜘蛛が怖こわいんだよ。ちなみにオリエちゃんは蛇へびが嫌きらいなの」

　ほえほえと楽しげに人の弱点をばらすユキナだった。ナツキとオリエは恨うらみがましい眼差しで振り返る。

「だったら自分は何が嫌いなんや」

「うーんとね、実は、ドーナツがすごく怖いの……」

「よっしゃ、今度段ボール一箱送ったろ！　て、ちゃうやろ。それ、最後にはお茶が怖いとかいうやつやろ」

「ふふふふふ」

　ユウマはユキナの弱点を知っていたが、口に出すのはやめておいた。黒光りする昆こん虫ちゆうだが……おそらくアレは他の女性陣じんも皆みな怖いだろう。なんとなくエンジも怖がりそうな気がする。







　カラスの邪魔をはねのけながら、ユウマたちは谷の道を下り、やがて吊り橋にたどり着いた。城に向かって延びていく吊り橋を歩いて行く。

「エンジ、火の魔法なんか使うんじゃないわよ、燃えるわよ絶対、この橋」

「分かっとるわ」

　この橋がオブジェクト破は壊かいされてしまえば、一同は仲良く谷底に落ちていくことになるだろう。皆、黙りがちに橋の上を進んでいく。

「よっ……と」

　最後のユキナが吊り橋から下りて城の屋根に足を乗せたとき、誰だれからともなく拍はく手しゆがわいた。

　犠ぎ牲せい者しやを出すことなく、長い下り道はようやく終わった。足場が広がったことで全員が安心した。

　城の屋根は広く、転がり落ちる心配はない。

　霧きりが出ており、遠くまで見み渡わたすことはできない。城の一番上の階層の上に立っているようだが、ここまで来ると下を見ても城の外観を見ることはできない。

　ユウマは上からのぞいて当たりをつけていた通り、屋根部分に作られた装そう飾しよく部分を探した。緋色の石で造られた城だが、時々小さな緑色の石がはめ込まれた場所があり、それが進行方向を示してくれている。

「ねえ見て、看板があるよ」

　ユキナが指さした通り、そこに看板があった。

『訪れし者に死を』

などと書いてあった。あまり、見つけて楽しいものではなかった。

　上から見たときはこんなに霧が濃こいとは思わなかった。霧の中に誰かが立っている気がして、ユウマは目を凝こらす。霧が濃すぎるのだ。床ゆかの緑色の石を見み逃のがせば、迷ってしまうかも知れない。

　不意に気配を感じた。

　……誰かが立っている。手を振っている気がする。




「リョータか？」




　大声を出した。届いたのか、向こうからも「ゆーーーまくーーーん」といつもの大声が響ひびいてきた。ついでに「うわああー」と。「なんだよ君たちはー」と。最後に「助けてーーー」が。

　慌てて走っていく。霧の濃さに業ごうを煮にやしたエンジが、広こう範はん囲いに有効な炎ほのお呪じゆ文もんを唱えた。激しく燃え広がった炎が、ミルクのように白い霧を一いつ瞬しゆんにして晴らした。

　そしてユウマたちは、黒い布を頭からかぶった者たちが、黒い布でぐるぐる巻きにしたリョータを抱かかえ上げ、床ゆか面めんに刻み込まれた巨きよ大だいな顔の口の部分から城の中に入り込むのを見た。

　リョータは暴れようとしているが、黒い布はアイテムか何かなのか、全く動けないようだ。

「サーチッ！」

　ナツキが叫さけぶ。布をかぶった男たちは、追いかけてくるユウマたちを一いつ顧こだにせず城の中に入っていった。四人目の姿が消える。

「入るぞ！」

　急いで続いた。口の部分は小さな階段になっており、それを下りると、小さな足場があった。

　闇やみに向かってはしごが下りていた。

　ユウマたちは全力で追いかけたのだが、彼かれらに追いつくことはできなかった。道が左右に分かれており、どちらを見ても足あし跡あと一つ残っておらず、足を止めざるを得なかったのだ。

「あいつら、サーチしたら［邪教Witch en徒thusiast］って出たわ。レベルは四十二。ＨＰはそれほど高くなさそうだったけど……」

「ああいうタイプの敵は、厄やつ介かいなんや……アイテム使ったり、とにかくトリッキーな真ま似ねしてきよる」




　城の中の道は、たとえばピラミッドの中の道はこんなものだろうかと想像するほどに、狭せまく、暗かった。時折壁かべにたいまつがかかっていたが、それがなければ真っ暗だったろう。

　ユキナが出来心でたいまつを取ろうとしたが、移動不可オブジェクトで、手に触ふれることすらできなかった。

「途と中ちゆうであの子を助けるようなイベントが起こるのかな？」

「そうだね、まさかラストまでさらわれたままってことはないと思うから……」

「やってくれるわよね、囚とらわれ役って……。それって女子の役目だと思わない？　あいつ、どこまでプリンセス気取りなのかしら」

　気取ってはないと思うで、とエンジが小さくツッコミを入れた。

「うーん、でも私はあんな風にさらわれるのイヤだなあ」

「オリエは自力で脱だつ出しゆつしてきそうだけどさ。私は助けてもらいたいなあ。ねっ、ユウマ君」

　ユウマはエンジとダンジョンマップについて話していた。ナツキの言葉に振り返ったエンジが心底あきれた目でナツキを見つめ、「アホ」と言い捨てる。

「なによ！」

「あ、ほらナツキちゃん。さっきの［邪教Witch en徒thusiast］ってレベルいくつだったっけ」

　勃ぼつ発ぱつしようとした口げんかを、オリエが質問することによって止めた。ナツキはさっき調べたばかりなのに、「四十……四十以上四十五未満だったような気がする」と、ど忘れしてしまっていた。

「四人いたわよね。ああいう人間タイプのモンスターって、戦闘ではアイテム使ったり魔法使ってきたりするからやっかいなのよね。でもリョータ君を取り戻もどすために戦闘は避さけられないだろうから、ユキナちゃんも頑張ってね！」

「人間タイプのモンスター？　あれって、ディーちゃんみたいに歌って踊おどれて話せるＮＰＣじゃないの……？」

　女性陣三人は、ネズミ仮面の子供が踊っている様子を想像したらしく、しーんとした。




　入り口のところに帰き還かんポイントがあった。リターンゲートとも呼ばれる。ここを経由すると、ダンジョン内部で戦闘不能に陥おちいればここに戻ってくることができる。

　しかし一緒に戦っているメンバーも一緒に飛んでいくわけではないため、誰かが戦闘不能に陥れば、合流するのに苦労することになるだろう。

　あと、ここでしばらく時を過ごせば、減っているＨＰやＭＰが回復する。内部でどうしても行き詰づまれば、ここに戻ってくればいいだろう。

「まずはマップやな。とりあえず、近くにないかどうか探すで」

　道は左右に分かれていた。ナツキは左を指さし、エンジは右を指さした。

　また喧けん嘩かになりそうな空気を察したユウマが、ギルドマスター権限の問答無用で右に決めた。

　小さな角石を組み合わせてできた狭い道は、どこか丸みを帯びていた。カーブにしてもまろやかな曲線を描えがいているため、早くマップを見つけなければ迷ってしまいそうだ。

「これってどれくらいの広さなのかなあ」

　ユキナが天てん井じようを見ながらオリエに訊いた。

「外から見たお城はかなり大きかったわよね……。五階層から十階層くらいはあるのかも？　でも、そこまで心配することないわよ。だいたいのダンジョンは、一時間くらいさまよえばクリアーできるんだから」

「そうなの？　クリアーするのに何十時間もかかるようなのはないの？」

「そういうのもあるかもしれないけど……確かに、このダンジョンがそれなのかもしれないけど。何でユキナちゃん天井見てるの？」

「あ、コウモリがいるから……」

　名前を呼んだことで、相手が反応したようだった。コウモリが二匹ひき、天井から急降下して襲いかかってきた。一匹はオリエが槍やりで一ひと突つきにし、一匹はナツキが杖つえで叩いた。

「もしかしてユウマ君……狭いところだと、戦いづらいんじゃない？」

「うん、実は……そうだな」

　ユウマの使うノーザンライツは大剣であるため、狭い場所で使うのに不向きだ。




　右の方向に進んでいったが、残念ながら先は行き止まりだった。宝箱が置いてあり、中を見ると回復アイテム七個と、装備アイテムが入っていた。ユウマがウィンドウを操作し、ギルド共有アイテム欄らんに入れる。他のメンバーが共有して良いと判断したアイテムもその中に入っており、回復アイテムはなかなか充じゆう実じつしていた。ユウマはＨＰを回復させる必要がないため、使うことはないだろうが。

　元の位置に戻り、今度は先ほどの位置から見て左の方向に進んでいくことになった。ぐねぐねとゆがみ、曲がっている道だった。道を見ているだけで酔よってしまいそうになる。次はスライム系のモンスターが襲いかかってきた。エンジがあっさりと魔法で倒してしまう。

「気をつけて、緑色したスライムは毒持ってたりするから！」

「ねえねえ、毒を食らったらどうなるのっ？」

「なんかびりびりするし、ＨＰが減っていくの……だああユキナ、触さわるなって言ってるのにっ」

　ここにいるスライムは、枕まくらくらいの大きさのものばかりだった。この世界に落ちてきたばかりの時に巨大スライムに襲われたユウマは、今はあまりスライムが好きではない。ユキナは緑スライムに手を出したが、ユキナのレベルに恐おそれをなしたらしく、あちらから逃げていった。

　分ぶん岐きはなかった。道なりに歩いて行く。すると、小さな部屋に出た。向かいの壁にははしごがかかっている。上を見ると、天井があった。どこかの部屋に出るらしい。マップもないのが不安だが、ここまでは一本道だった。見落としはなかったはずだ。進んでいくことにした。

「男性陣じんが先に行ってよね」

「しんがりは俺が。最後にはしごを登っていくから」

　エンジは華か麗れいなデコピンを受けた。

「ばかっっっ。上見たらスカートの中見えるじゃない」

「………………」

　額を押さえてエンジは目を丸くしていたが、

「……パンツ見えるんかこのゲーム……」

などと問い返したため、怒ったナツキにコブラツイストを決められた。だがゲーム内のことであるため、関節技が決まったとしても特に痛みはないのだった。







　目の前に広がる光景を見て、ユウマたちは絶句した。想像さえしていなかったものがそこにあった。

　そこはトロッコの発着場だった。小さなトロッコが二つ並んでいる。線路はまっすぐに延び、視界の終わるところで下にカーブしている。まるでジェットコースターのようだ。

「なんや、これに乗っていくしかないんか」

　トロッコは三人乗りのものが二つ連結している。一番前に乗った者がレバー操作をするようだ。

「古城の中になんてもの作ってるのよ」

「どうすればいいかな。誰か、トロッコ操縦になれた人いる？」

「おるわけないやろ」

　相談の結果、エンジが一番前、その次にナツキ。後続トロッコに、ユキナ、オリエ、ユウマと並ぶことになった。こういうトロッコに乗ったら、後ろからモンスターに襲われる可能性がある。操縦しながら魔法は打てるが、剣は振るえまい、ということでそういう順番になった。

「じゃあ、行っくでぇ」

　がこん！　錆さびた金属が無む理り矢や理り動かされたような音がした。それからキューッと胃が縮むような音がし、トロッコが走り出す。ジェットコースターにはあまり乗ったことがなかったが、ユウマは高速で動く乗り物が大好きだった。

　あっという間にスピードが乗ってくる。

　ユウマは前の席に座すわっているオリエが頭を抱えたままぴくりとも動かないことに気がついた。

「……オリエ？」

「え？　……あ、あ、ああああ、いやぁぁぁぁーーっ！」

　トップスピードの風に乗って、オリエの悲鳴が流れていく。他のメンバーにはジェットコースターが怖い者はいなかったらしい。一度勢いづいたオリエの喉のどは、カーブになったり下向きに加速したりするたびに悲鳴を絞しぼり出した。

　ナツキが振り返って「弱・点・発・見☆」という顔をしていることにも気がついていない。頭を抱えて目を閉じている。

　しばらく安全に走っていたトロッコだったが、

「みんな、落ちるなーっ！」

とエンジが絶ぜつ叫きようしたかと思うと、空中にジャンプした。もちろんトロッコが自発的に飛んだわけはなく、線路が途と切ぎれていたのである。

「さ、詐さ欺ぎよおーっ！」

「うわああっ」

　宙に浮いていた時間は数秒だっただろうが、それは永遠をはらんだ数秒だった。トロッコははじめからこの計画でした、と言わんばかりにちぎれた線路の先に着地した。再び線路に乗って走り出す。まるで蛇の体内を走るかのように、狭く薄うす暗ぐらい道を進んでいく。

　気配を感じたユウマが振り返った。モンスターが現れた。真っ白な身体をしたゴーストが、無念きわまりない表情を浮かべて後ろから迫せまってくる。

　これをオリエが見れば、トロッコの恐きよう怖ふにゴーストの恐怖が上乗せされる、と思ったユウマは、オリエの背中を叩たたいた。

「ごめん、オリエ。後ろを見ないまま、雷かみなり魔ま法ほうを打ってくれないか」




「…………走るLightning雷撃 boltっっ！」




　オリエはもしかしたら無意識だったかもしれない。後ろに向かって飛んでいった雷撃は、奇き跡せき的てきにゴーストに的中した。

「いいいいつ終わるのよおコレ、私もう飽あきちゃったんだけど～っ」

「奇き遇ぐうやな、俺ももういらんわトロッコ……おぇ」

「やめて！　吐はかないで！　あんた自分以外の全員にどうしようもないトラウマ与あたえるつもりじゃないでしょうね。あれ？　もしかしてこのゲーム内って吐いても綺き麗れいなのかな？」

「アホぅ、吐いてたまるかぁっ」

　エンジはもはやトロッコを本能で操作しているらしい。操縦といっても、道が左右に分かれているときにレバーを倒すことで、どちらかが選択できるという程度だが。もちろんマップは所持していないため、彼の動物的カンによって行き先は決定されている。

　そして最後の試練がやってきた。

　上の方からばさり、と布の塊かたまりが落ちてくる音がしたかと思うと、トロッコの連結部分にモンスターが舞まい降おりた。長いマントに、海かい賊ぞくのような衣装を身につけた骸がい骨こつ兵だった。彼は定められた動作であるように、装備しているツルハシを振りかぶった。
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「いいやめめめてええぇぇぇぇぇぇっ」

と大絶叫したのは、誰だったか。

　ユウマはトロッコの縁ふちに足をかけた。

「みんな、頭を下げてくれ！」

と叫んだ次の瞬しゆん間かん、ノーザンライツを具現化した。落ちてこようとするツルハシごとモンスターを上に飛ばすよう、剣を使ってかち上げた。ノーザンライツは一いち撃げきからトロッコを守り、そして骸骨兵の首を叩き飛ばす。

　胴どう体たいと泣き別れた頭ず蓋がい骨こつは、まるで図はかったかのようにすぐそばにいた者の腕の中に落ちてきた。つまり、ナツキであった。

「うっぎゃああああああ、骸骨ぅーっ」

「また空中に浮くぞ、踏ん張れやああっ」

「ナツキちゃん立ったら危ないよーっ」

「いやあああ、もうやだああああああああああっ」

　オリエの絶叫が後を引く中で、宙に浮いたトロッコの上で立ち上がり、バランスを崩くずしたナツキがずり落ちる。悲鳴が響く中で、ユウマは手を伸ばした。腕を掴つかんだ途と端たん、ユウマもまたバランスを崩し、トロッコから滑すべり落ちる。

　宙を飛ぶトロッコが浮かんでいるのは、底の見えない闇の中だった。壁にかかげられた何十何百もの松明たいまつも、その闇の底を照らすことはできなかった。

　ユウマとナツキはトロッコから落ちていった。







　綺麗に着地ができたのは、落下のスキルが高かったからだった。先に落ちたナツキは、情けない格好で倒れていた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　尋ねると、「だ、だいじょーぶ……じゃ、ない」と座り込んだ。そしてナツキは未いまだに大事に骸骨の頭を抱え込んでいた自分に気がつき、悲鳴を上げてドクロを遠くに投げ捨てた。

　戦闘不能に陥るような高さではなかったらしい。上空に、トロッコの線路が途中まで突き出しているのが見える。あそこでトロッコは空中に解き放たれたらしい。エンジたちはうまくどこかに到とう着ちやくしただろうか。早く合流しなければならないが、ナツキはのろのろと立ち上がったところだった。

「あー……ごめんねユウマ君。私、あんなところで立ち上がっちゃって、馬ば鹿かだねほんと。反省してる。ほんとにごめん」

「いいよ、無事で良かった」

　ナツキがじっと見つめてくるので、ユウマは戸と惑まどった。「なに？」と首を傾かしげると、ナツキはニッと笑った。

「親切ね、ユウマ君。誰にでもそうなの？」

「………………」

「なんで黙だまっちゃうの？　そこで、『君にだけだよ……』なんて言ってくれたら、モテがモテを呼ぶモテモテ期が始まるのにさ」

「……いいよ始まらなくても」

　放っておこうと判断し、ユウマはあたりを見回した。ちょうど頭上に松明がある場所に落ちたので、周囲二メートルほどは明るいが、落ちてきたこの場所は暗くら闇やみに包まれており、広さすら分からない。

「ねぇねぇ、ユウマ君はさ、ユキナとオリエだったら、どっちの方が好みなの？」

　質問はまだ続いていた。知らん振りをするユウマに、ナツキは魔性の笑みを浮かべて小首を傾げた。

「教えてくれたら、光源系呪文ライトニング唱えてあげるんだけどなあ」

「そんな呪文があるなら早く唱えてくれ！」

「やぁよ。教えてくれるまでは絶対に唱えない」

「………………」

　興味半分、面白半分で形成されている質問だった。ユウマはどうしてくれようかと悩なやんだが、ナツキが本気であることは間ま違ちがいなく、無理矢理唱えさせるような方法など考えつかなかった。

　ユキナとオリエ。……どちらが好みか。

「そんなこと知って、どうするつもりなんだよ」

「そりゃあもちろん、ユキナとオリエをからかう材料にするに決まってるじゃない」

　ユキナ。

　オリエ。

　どっちを選んでも、角が立つ。そしてその話題はナツキによって楽しく美お味いしく仕立て上げられ、もうやめてくれと泣いて頼たのんでもネタにされ続けるだろう。そんな未来が、ユウマにはまざまざと見えた。そして女性陣はなぜかユウマを責めるに決まっているのだ。こういう場合、なぜか悪役は男に決まっているのだ。

　額に空手チョップを決めるべきか。首を絞しめるべきか。足あし払ばらいをかけるべきか。非常に悩ましいが、どれも実行するわけにはいかない。

　ぶふー、ぶふー、という湿しめった音が聞こえてきた。

「ナツキ、鼻息がうるさい」

「あ、ごめんねっ私、鼻がつまってて。もういっそ呼吸やめちゃうね？　んなわきゃないよね？　なんであの大音量鼻息が私のものだと思えるわけっ？」

　そうだよな、とユウマはナツキに背を向けた。

　闇の中にいやな気配がする。ゥルルルルル……と低く低く喉を鳴らしている獣けものの気配だ。かなり近くまで来ているかも知れない。

　ユウマはノーザンライツを構えた。

「あ、あれ？　なんか、いる？」

「ナツキ、黙ってくれ」

　集中する。闇の中に、目を凝らす。松明をありがたいと思ったのは失敗だった、光に慣れたせいで、闇の中にいる者の存在を感知することができない。かすかに光るその眼光を、見つけることができない。

　ぽたり。その口からこぼれた唾だ液えきの音が聞こえた、気がした。

　牙きばが地面を蹴ける気配。とっさにナツキを背後に庇かばいつつ、剣を構えながら後退した。闇の中から飛び出してきたのは、ワニのような口をした大型獣だった。液体をまき散らしながらユウマを頭から齧かじろうと飛びかかってきた。目の前に突つき出された剣をガチリとその顎あごが噛かむ。

　真円の目が気味悪くユウマを見ている。




「主よ、我らの道行きを照らし出したまえ……光よLighting！」




　ナツキが唱えた呪文が、辺りを強く照らし出した。

　ユウマは自分から飛び出していかなかったことを感謝した。トロッコから落ちたこの場所は、巨大な空間に造られた、三メートルほどの幅はばの、手すりのない橋であることが分かった。たまたまここに引っかかったから助かっただけで、闇はもっと深い底まで続いている。

　力を込めて払はらいのけると、［巨大なる顎の人食い］、マンイーターは回転しながら着地した。なおも低く喉を鳴らしながら、真円の目でユウマを見つめている。

　下に落とすか、と考えながらユウマは向かっていった。ノーザンライツをぶつけるつもりで振り回すと、相手は距きよ離りを取った。あまりに動き回るとこちらが落ちる可能性がある。




「主よ、神に背そむきたる者を縛しばる鎖くさりを与えたまえ……不動縛Immovable！」




　ナツキのサポート魔法が的確に飛んでくる。鎖が獣の足を縛る効果が現れた。マンイーターはギャッと短い悲鳴を上げて地面に転がった。

　ユウマは体重移動だけでモンスターとの距離を半分埋うめ、残る半分を跳躍した。

　ノーザンライツを振りかざしたその姿が、空中に静止したように見えた。次の瞬間、無む慈じ悲ひな金属の刃はは、マンイーターの首を叩き落としていた。

「やったぁ、ユウマく……」

　ナツキの歓かん声せいが途中で止まる。倒されたモンスターのその向こうに、より大きくより強きよう靱じんなモンスターの影かげが蠢うごめいた。それが光源魔法の範はん囲い内ないに入り込んだとき、ナツキは息をのみ込んだ。

［サイクロプCyclopsスゴーレム golem］、一つ目の巨きよ人じんの形をした巨大な岩が、この狭い橋の上を進んできた。ゴーレムは専用の魔法によって使役されるモンスターだ。

　もちろんこれを放った誰かは、この狭い場所でこのモンスターがプレイヤーを駆く逐ちくするようにわざと置いたのだ。一つ目には何も映っていない。ただ、この場所にいるプレイヤーを感知して襲いかかってきているのだ。

　柱のような腕が地面を穿うがとうと動く。まるで悪夢の中のコマ送りのような動きだった。




「目覚めよ、Arise,我は根源に干渉すextract from the source……」

　ユウマは深くノーザンライツを構えた。

「荒れ狂え、氷雪Snowstorm」




　ユウマの周りに黒い文字のようなものが浮かぶ。

　初めて見たナツキは、目を見張った。

　ユウマは自らのＨＰを犠ぎ牲せいにすることで発動するノーザンライツの剣けん技ぎを使った。冷気が刀身を取り巻く。どん、と地面を蹴り、爆ばく発はつ的てきなスピードでモンスターに襲いかかる。バキバキバキ、と刃を受けたゴーレムの岩の肌が、冷気の追加攻こう撃げきを受けて凍こおりつく。きしみ、音を立てた身体にひびが入る。

「うおおおおっ」

　ユウマは吠ほえながら、［サイクロプスゴーレム］の身体に何度もノーザンライツを叩きつける。まるで大樹に斧おので切り込むように。切り込むたびに、断面が凍りついていく。ノーザンライツを中心とした円の中では、結けつ晶しよ化うかした雪が舞っている。

　ゴーレムからの攻撃を強制キャンセルするほどの連続攻撃に、ナツキは言葉を失い、呪文を唱えるのをすっかり失念していた。

　そして、その必要もまた、無かった。

　一つ目をつぶされ、ゴーレムは片かた膝ひざをついた。そしてその顔にひびが入ったかと思うと、細かい石の欠片かけらになって砕くだけ散った。




　戦闘が終しゆう了りようし、ナツキは自分のレベルが上がったことを知った。

　だがそんなことには構っていられない。

「大丈夫、ユウマ君……！」

　ユウマは大きく息をしながら、座り込んでいた。何十回も連続で攻撃し続けたのだ。剣技を使ったことによってユウマのＨＰは残り少なくなっていた。戦闘が終わると、満タン状態に戻ったが。

「ああ……ナツキは？」

「私の方には全然モンスター来なかったよ。……ああもう、歯がゆいな。ユウマ君自動でＨＰが戻るんだもん、私の仕事がないじゃない」

　戦闘が終われば、ユウマのＨＰはゆっくり回復していく。攻撃を受けた回数だけ減るユウマのＨＰは、戦闘中も戦闘後も回復魔法は全く受け付けない。

「さっき、モンスターを足止めする魔法使ってくれただろ。あれ、助かった」

「あんなの全然役に立ったうちに入らないよ」

　ナツキはユウマを助け起こす。さて行くか、とユウマがいうと、ナツキはユウマの背中をつついた。

「あのさ、さっきの質問、改良するわ」

「え」

「ユキナとオリエと私だったら、誰が一番好みのタイプかなっ？」

　あまりに脱だつ力りよくしたせいで、ユウマは橋の上から転げ落ちるところだった。

「あれ、宝箱？」

　ゴーレムが消えた場所に、緋色の小さな宝箱が置いてあった。開けてみると、中には［ミラ・ヴィカの鍵かぎ］というアイテムが入っていた。







　五人が合流したのはそれから体感時間で数十分ほど後のことだった。ナツキがダンジョンの入口に戻るのを拒きよ否ひし、少しだけ先に進もうと提案したのだ。このダンジョンはモンスターは強いものの難しい地形ではなかったため、ユウマも提案を受け入れた。

　二階層を下りたとき、［清らかな泉］という回復系オブジェクトがあることに気がついた。ナツキをそこで待たせて、ユウマ一人でその階を確認すると、上からオリエが落ちてきた。落とし穴にはまったらしい。そのオリエを回復ポイントに連れて行き、オリエの話の通りに上の階に戻ると、オリエを捜さがしているエンジとユキナが見つかった。

　そしてめでたく全員が揃そろったのだった。

「良かったよね、再会できて！　入口まで戻るなんて冗じよう談だんじゃないわよねー！」

　ナツキは元気よく走り寄っていき、オリエとユキナと再会を喜び合った。

　回復ポイントのある部屋には、宝箱が部屋の隅すみに二つ並んでいた。それはすでにナツキによって回収済みだった。

「ようやく……揃ったな。良かった……」

　ユウマはエンジの顔が自分と同じように疲つかれ果てていることに気がついた。気がつかざるを得なかった。

　ユウマとエンジは向き合うと、二人揃って大きくため息をついた。

「お疲れさん……」

「そっちこそ……」

「入口まで戻ろうとしてんけどな、ナツキがおったら絶対『入口に戻るなんて面めん倒どう、少しだけ先に進んでみて、それでみんなが見つからなかったらそのときは諦あきらめて戻ろう』とか言うやろな……と思って、進んでみた」

「あっちは、『エンジがいたら絶対、私が戻るのめんどくさがるって分かってるから、ちょっと先の方に行ってるはず。だから進むよ！』って言ってたよ」

　エンジ組の方も大変だったらしい。［邪教徒］が大量に襲いかかってきたため、何十回もの連続戦闘を強しいられたという。強いモンスター一匹と戦うか、弱い敵百匹と戦うか、どちらかのコースだったらしい。二組に分かれたが、組み合わせによっては無事合流できなかったかも知れない。

　特にオリエが落とし穴に落ちたとき、すぐにユウマと合流できたのは幸運だった。オリエの手持ちの回復アイテムは少なかったので、もし一人旅が長引けば、戦闘不能に陥ることになったかも知れない。

　落とし穴は、穴が空いた瞬間ジャンプして避けることもできるようだ。一度落ちそうになったユウマが実じつ践せんした。しかし、ほとんどの場合は落ちてしまう。

「落とし穴多過ぎや、このダンジョン！」

「確かに……なんか恨みを込めて穴作ったみたいな感じだな」

「まあ、ええわ。とりあえず、ダンジョンマップ見つけたで……。それに［邪教徒］を倒したらこれも手に入った」

　アイテム［血the peti判tion wit状h blood］だった。




「我ら魔女の名の下に

　生いけ贄にえの血を月に捧ささぐ

　呪のろわれし女め神がみ像ぞうは永遠となる

　緋ひの階層、大理石の上で」




［血判状］にはそのようなことが書いてあった。

「この生け贄って、リョータのことなのかな……」

「未だに影すら見つからへんねんから、そうなんとちゃうか」

「あいつ、ギルドにも入ってないのに……あ、前にパーティ設定したからそれがまだ残ってたのかな？」

「解除してへんかったら残っとる」

「じゃあ生け贄っていうのはパーティから自動的に選ばれて……もしかしたら俺おれがなってたとしてもおかしくなかったのか……」

「俺でも良かったんか……それはそれで、楽ができたかもなあ」

「……空むなしくなってきた。先に進もう」

　ダンジョンマップを手に入れたことで、今いる階層が分かった。第六階層だ。そして［血判状］を手に入れたことで、生け贄を捧げる場所である「緋の階層、大理石の上」を示す地点がマップ上に赤い点で示された。

　あそこでユウマとナツキが落ちていなければ、［ミラ・ヴィカの鍵］を手に入れるのに少々苦労しただろう。だが、期せずしてボス部屋に行くために必要そうなものは揃った。回復アイテムも、色々な部屋の宝箱で回収することができた。戦闘中にＭＰを回復させることができるラクリマも、複数手に入った。

「ナツキちゃんに聞いたよ、すごかったんだってねユウマ。私も見たかったなあ……次はボスのところに行くんだよね、じゃあ張り切っていこうか！　千里の道も一歩から、だよー」

　ユキナは全員に向けて片手を上げてみせると、張り切って回復ポイントのある部屋を出、偉い大だいなる一歩を踏み出した。

「きゃっ？」

　スポッ、ととてもいい効果音がした。

　落ちた穴は空いたままで、上から恥はずかしそうにしているユキナを覗のぞくことができた。

「大丈夫か」

「あはは、もう恥ずかしいな！　ここ、狭いよ。なんか牢ろう屋やみたいな感じ」

「待ってくれ、マップ見たら……そこ、左側に階段あらへんか？」

　ユキナはすぐに言われた方向に探しに行った。上から覗いているユウマの視界からユキナの姿が消える。

「うん、あるよー。ここを下りていけばいいの？」

「こっちもすぐに向かう。階段を下りたら広場に出るから、そこで合流や。動いたらあかんで」

「絶対に動くなよユキナ！」

　オリエとナツキが最後に「すぐ行くからね！」と叫んだ。







reverieSIDE

８章　泣いて反省すればいい







「おい、起きろよな！」

　頬にぴとぴとと生温かい感かん触しよくを感じた。気絶していたらしい。

　慌あわてて起き上がる。周りを確認すると、どこか知らない場所だった。

「ふん、お前がヘタうったせいで、ぼくまで巻き込まれたじゃないか。本当に馬鹿な娘むすめだな。泣いて反省すればいい」

　ヒトネコが文句を言っている。手の平を返したような態度の変わり方だ。

　思い出した。目玉のモンスターを、ようやく手に入れたナイフで倒したのだ。ナイフを取りに帰るのは大変だった。倒したはずのモンスターが復活しており、途中でＭＰが枯こ渇かつした。アイテムを探してどうにかこうにか回復し、ナイフを装備して階層を下りていった。

　試しに途中のモンスターとナイフで戦ってみたが、やはり自分には武器装備は合っていないようだった。スキルが低くてもやり方次第で、レベルの高いモンスターと肉にく弾だん戦せんをすることは可能だ。だが、青い髪の魔ま女じよは反射神経に問題があった。敵の攻撃をうまくかわすことがほとんどできないのだ。

　ユウマがあれほどまでに敵の攻撃を避けまくるのは、天てん賦ぷの才能と言うしかない。慌てて避けようとしてすっ転び、そのお陰かげで敵の攻撃をかわせたことならばあるのだが。

　武器が当たっても、一や二などの、可愛かわいい数字しか削ることができなかった。ここで本ほん腰ごしを据すえて武器スキルを高めていけば、いずれは良い戦いができるかも知れないが、そこまでのレベルに至るまでこんなところに長居したくはなかった。

　目玉モンスターは、オルゴールを鳴らすと起きた。タイミングを見ていると、こちらの姿が見えないと、徐じよ々じよに動きが止まっていった。そしてオルゴールを上う手まく使えば、相手の目玉の開く時間を操作することができることが分かった。

　態勢を整え、待ちに徹てつし、目玉モンスターのＨＰを削っていった。

　失敗もしたため、かなりの時間がかかったが、最後にはどうにか倒すことができた。そして現れた下層への階段を下りていき……。

　その階はそれまでとは様子が違ちがっていた。それまでの階は、ボスである大蜘蛛を下に覗くことができたが、ここの廊ろう下かは全面が壁に包まれていた。気味の悪い文字、魔ま法ほう陣じんの描かれた白い壁が続く長い廊下を歩いて行った。

　この階には扉とびらは一つしかなかった。心を決め、大きな両開きの扉を開いたとき。中にいたのは、何十人もの黒い布をかぶった人間たちだった。相手が敵なのかどうかとっさに判断がつかなかった。それが痛つう恨こんのミスだった。

　青い髪の魔女は囲まれた。そして敵の眠りの魔法にやられ、意識を失ったのだ。

　意識を失う瞬間、黒い布をかぶった男たちが崇あがめている中央の台の上に、誰かが寝ねかされているような気がしたのだが……。




「…………失敗したわ」

　どこかの牢屋らしき場所に閉じ込められている。鉄てつ格ごう子しを握にぎり、押おしたり引いたりしてみるが、無む駄だだった。

　そして今ハリーがいるのは鉄格子のこちら側だった。大きな目の虹こう彩さいを糸みたいに細くして、愚ぐ弄ろうする表情で青い髪の魔女を見上げている。

「ぼくも一いつ緒しよに捕つかまったんだよ！　ああ、失敗した失敗した……止めるのも聞かずにあのドアを開けるなんて。すぐそばの壁に覗き穴があったのに、どうしてそんなに考えなしなんだろう、この小こ娘むすめは……ぷぎゃっ」

　青い髪の魔女はハリーの首を掴んで持ち上げた。

「誰が止めたのかしら？　私、あのとき静止する声なんて全然全くこれっぽっちも綺麗さっぱり聞いてないと思うんだけど、あなたもしかして穴に向かって独り言でも言っていたのかしら」

「むぎ、ぐぎぎぎぎぎぎゅぽ」

　ハリーは抵てい抗こうの果てに床に落とされた。

「そうですね、アレでありますね」

　そしてハリーはすささささ、と壁まで素早く後退し、躊ちゆう躇ちよなく、まるで米つきバッタのように床にぺったりと張り付いた。ナチュラルに敬語に戻っている。

「もしかしたらぼく、アドバイスを口にするのを忘れていたかも知れないですね。いえ、心の中では叫んでたんですけどね」

　青い髪かみの魔女の怒ど気きのオーラを全身に浴びたヒトネコは、全身の毛を逆立てた。尾おがふくれあがる。

「あんたの身体で床ゆか掃そう除じでもしてやろうかしら」

「あああああん、そんなぁ。それはひどいですよレン様」

　そしてハリーはそれからもっとひどい目に遭あうことになった。鉄格子の隙すき間まは大きめだったので、ハリーの身体がぎりぎり通らないこともなかった。青い髪の魔女は、ハリーの首根っこを掴むと、全力で向こう側にその身体を押し込んだ。

「う……中身が出る」

「大丈夫よ、しっぽを切れば何とか出られそう」

　そしてハリーは一世一代の本気を見せた。ふんばり、がんばり、ねばり、なんとか向こう側に出たのである。

　そしてそのままどこかに行ってしまおうとしたが、そんなハリーのすぐそばに、

「［いにしえAncientの暗黒 dark］」

　躊躇無く魔ま法ほうが打ち込まれた。床に突き刺ささった黒い刃に恐れをなしたハリーは、しばらく腰こしを抜ぬかしていたが、部屋の中にあった鉄格子の鍵を取ってきた。震ふるえる手で青い髪の魔女に献けん上じようする。

　牢屋を出るときに青い髪の魔女は気がついた。牢屋の天井に穴が空いている。鉄格子のこちら側を確認すると、同じく天井に穴が空いている場所があった。通じていたらしい。

「でもやっぱり私の身長だったら、あんたを踏み台にしても届かなかったかしら」

「レン様……牢屋の隅に古びた箱があるじゃないですか」

「箱なんて信しん頼らいできないわ」

「ヒトネコのことも信頼してないクセにっっっ」

　泣きながらすがりついてくるハリーを無視して歩いて行く。この階層はどこだろうか。上の方に戻されているのでなければいいが……。

　しかし、このダンジョンはなんなのだろうか。

　金きん髪ぱつの魔女がここにユウマを連れてこようとした、その目的はまだ分からない。ここのどこかにワールドエンドライツがあるのか、と思ったが。それはまだ見つからない。ただ延々とダンジョンの中を捜そう索さくさせることが目的であるわけもないのだから、もっと調べれば何かがあるのだろうか。

「……さっきの人たちは、敵、よね。なにをしようとしていたのかしら」

「人型モンスターですよ。次会ったときは、容よう赦しやなくエンシェントダークで一いち網もう打だ尽じんにして下さい、レン様」

「ええ、次は油断しないわ」




　細く暗い螺ら旋せん階段を上がっていく。くるくると回りながら、手を壁に触れさせる。身体は疲ひ労ろうしないが、精神的に辛つらい。何十も階層を上ってきたのではないだろうか……そう思えるほどに階段を上った。だがどこにも出ない。

　永久に階段を上り続けるトラップなのかも知れない。隣となりにいるハリーは、視線をやると、「なにか教えて欲しいですか？」とばかりに胸を張ってヒゲをぴくぴくさせる。あまり頼たよるといやな結果になりそうな気がする。

「……ねぇ」

と質問しようとしたとき、何かの気配を感じ、ぎょっとしてそちらを見た。

　青い髪の魔女は、目を見開いた。

　螺旋階段に、突とつ如じよとして人が現れたのだ。

「………………」

「………………」

　相手もぽかんとして青い髪の魔女のことを見ている。相手は長いふわふわした髪の、優しげな顔立ちをした少女だった。とんがり帽ぼう子しをかぶり、長い杖を装備している。

　どうやっていきなり現れたのか。

　そして、誰なのか。

　相手は青い髪の魔女に向かって、何か叫んだ。何な故ぜか、声は聞こえない。近くにいるのに、違うのだ。階段の真ん中に薄うすい膜まくがあるようだ。お互たがいに、反対側の壁かべに手をあてて階段を一歩一歩進んできた。

　まるで鏡の向こうにいるようだ。姿だけが見えている。ふれあうことはできない。

「…………！　…………！」

　大きなぱっちりした目から、涙なみだがこぼれ落ちている。それを見ていると、何故かこちらも泣きたい気持ちになった。相手の口の動きを見ていると、レン、レンと叫んでいるようだ。

「………っ！　……、…………！」

「ごめんなさい……聞こえない……あなたは、だれ？」

「……！　……！　……！」




　ユウマ。違う。ユウマ。ユウマユウマ。

　違う。

　ユウマ。

　違う。

　違わない。

　ユウマ、その名前が自分を目覚めさせた。全すべてはつながっている。




「はぁいそこまでですよ、イレギュラー現象は。それっ！」
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　ハリーが手を叩いた。肉球のせいか音は立たなかったが、まるでシャボン玉が割れるように、今そこにいたはずの少女の姿が消えてしまった。

　青い髪の魔女は強い怒いかりを覚えた。睨にらみ殺してやるくらいの気持ちでハリーを見る。

「失礼、このダンジョンはまだ調整中なんです。さっきみたいな現象は、ほんとはあってはならないことなんですよぅ。しっかりレポートに書いて提出しなきゃあ。もしかしたら管理者に来てもらわないといけないかも知れないなあ。でもそのときは進行中のクエストは全て中止になってしまうんですよ。せっかくあなたが来て下さったのに、中ちゆう途と半はん端ぱなところでやめてしまうのは、とてもとても残念です。ですからさっきのは、どうか見なかったことにして下さい。ハリーからの、お・ね・が・いです☆」

　青い髪の魔女は唇くちびるを噛んで怒りをやり過ごした。ヒトネコ相手に怒おこっても無駄だ。システマティックに物事を運ぶ彼が今のような現象を見み逃のがすのは、ただ青い髪の魔女が「久しぶりの客人だから」に過ぎないのだ。

　ハリーの笑顔が、金髪の魔女のそれと同質なものに見えてきた。

　そうなれば青い髪の魔女には、言い返す言葉はない。あの母のような笑みを浮うかべる女には、魂たましいそのものをつかまれたように、抵抗する気がまるで起きないのだ。

　首を振ふる。違う、これはただの案内人だ。金髪の魔女の使者ではない。




　そして出たのは、先ほど黒い布をかぶった者たちに捕とらえられた階だった。あのとき開けた扉が見える。螺旋階段を上ってくると、廊下を二メートルほど見下ろす場所に出た。足場は小さく、戻っても牢屋があるだけで、アイテムもモンスターもいない。

　青い髪の魔女は足場から飛び降り、下の床に着地した。振り返って足場を確認すると、もう戻ることはできなさそうだった。手を伸のばしても、ハリーの身体に乗ったとしても、届かない。

　青い髪の魔女は、もう一度先ほどの部屋に入ることにした。

　大人数に取り巻かれても、最初に魔法を打ち込めば大丈夫だ。ふと気づき、ウィンドウを操作する。装備品からナイフを外し、アイテム欄に戻した。魔ま力りよくが半分になった状態で戦いを仕し掛かけるわけにはいかない。

「レン様……また行かれるんですか？」

「ええ。あそこに、誰かが眠ねむっていた気がするの。もしかしたら、あの人を助けることがこのクエストの目的なのかもしれないわ」

　ハリーは肩かたをすくめた。その目玉がきょろりと動く。

「では、アドバイスいたします。さっきあなたがこの部屋の中で見たものは、この百年迷めい宮きゆうには関係のないものです。無視されることをオススメします」

「……なんですって？」

「たとえ助けたとしても、あなたとあの人のいる場所は異なるので、触ふれることもできません。さっきの、螺旋階段での現象が起こるだけです。全く関係のないことだと、ご理解いただきたいのです」

　ハリーはこほん、と咳せき払ばらいした。

「詳くわしく申しましても、混乱されるだけかと思いますが……このダンジョン『百年迷宮』は、実はとあるダンジョンと対になっております。対、と申しますか……［古城ガOld Castleゼルレ Gazelle-ッダledda］というダンジョンがあるのですが、この百年迷宮は、ガゼルレッダの裏ダンジョンなのです。条件を満たせば、鏡を越こえて、あちらからここに来ることができる」

「……意味が分からないのだけど。対になるダンジョン……？」

「ガゼルレッダをクリアーしたプレイヤーたちには、『このダンジョンには、続きがある。実はガゼルレッダは入り口に過ぎなかったのだ……』と、最後に教えてですね。本当のダンジョンの場所を教えるという計画なのです。あちらは最悪ですよー、トラップまみれのダンジョンで、最終的に倒たおす［鏡像のイスカンダル］というボスは鏡像に過ぎないから、経験値も手に入らないという」

「…………」

　製作者の根性が分かるような、性格の悪い目的のダンジョンがあるらしい。

「で、先ほど部屋の向こうにあったのは、ですね。たまたまガゼルレッダの方でとっ捕まった馬鹿なプレイヤーが見えただけなんですよ。事故のようなもので……なので、あなたの冒ぼう険けんにはなんら関係がないのですよ。助けたって、鏡の向こうの話なのですから、意味も関係も何もないってことです。ぼくのアドバイスが、ちょっと逸いつ脱だつしてるなあと思われたら、それも当然です。この現象、イレギュラーですから」

「…………」

　青い髪の魔女は無言のまま考え込んだ。

「レン様、この階だけはトクベツに、抜け道を教えて差し上げます。こちらに来て下さい、簡単に二階層下りることができる落とし穴がありまして……」

　青い髪の魔女は、ハリーについて行かなかった。

　少し先まで歩いたハリーは振り返り、目を細くした。

「早く来て下さい、レン様。そちらの扉は……開かないはずのものだったんですから」

　言うことを聞くつもりはなかった。ハリーの進む方とは逆に、先ほど開けた扉に手をかける。




　扉の向こうには、先ほどと違う光景が広がっていた。

　壁には松明が掲かかげられ、部屋の中を照らし出している。火の明るさで暴あばかれている光景は、青い髪の魔女を絶句させた。

　ドーム状になった天井から、たくさんの糸が垂れている。その先には小さな真っ黒な蜘蛛がぶら下がっており、今にも床ゆかに落ちてきそうだ。何十人といる黒い布をかぶったものたち……［邪教徒］たちは中央の台に向かって全員でひれ伏ふしている。台の上にいるのは少年だ。

　茶色い髪をした少年は、正方形の台の上に座らされている。

　青い髪の魔女は、その少年に見覚えがあった。確か、エンドバウムの鳥とり籠かごに閉じ込められていたときに、話しかけて来たような気がする。あの少年は、確かユウマと一緒にいた。




［邪教徒］たちは何十人と行ぎよう儀ぎ良く並び、祈いのりを捧げている。その禍まが々まがしい祈りは、空気をよどませ、濁にごらせている。

　台の置かれた正面の壁には、五メートルほどの高さの、巨大な女の絵が掲げられている。王おう冠かんをかぶった女の顔は悪意に満ちていて、その唇の端はしからは尖とがった犬歯がのぞいている。皮ひ膚ふは緑色に薄うす汚よごれ、髪は乱れ、目は赤く。

　一歩でも室内に入れば、先ほどと同じように［邪教徒］に取り巻かれるとハリーに忠告された。この状態で青い髪の魔女が魔法を放てば、この室内がどういうことになるか分からないので自重して欲しい、と。

「レン様、ここで起こっていることはあなたには関係ないんですよ。どうしてもあちらに行きたかったら、ほら、あそこに鏡があるでしょう？」

　肉球の差す方向を見ると、全員で同じ方向を向いている［邪教徒］たちの左手の壁に、姿見が置かれていた。

「あれはこっちにもあっちにも存在しているのです。あの鏡に向かって［ミラ・ヴィカの鍵］というアイテムを使うんですよ。そうしたらふたつのダンジョンをつなげる通路として、あの鏡を使えるようになります。でも、あなた……持ってませんもんね、鍵」

「そんなもの、なかったじゃない……」

　泣きたい気持ちを抑おさえるため、スカートをぎゅっと握りしめた。

　向こう側に行きたい。

　切望する青い髪の魔女の脇わきで風が巻き起こった。もちろんそれは気のせいだ。ふたつのダンジョンはつながっていない。

　青い髪の魔女のすぐそばを、走り抜けていく影があった。

　赤毛の少年。長い髪をした少女。槍やりを持った少女。さっきの、ふわふわした髪の少女。そして、見み間ま違ちがいようもない……。

　ユウマだ。







reverieSIDE

９章　さあ、生け贄を喰らえ







　落とし穴に落ちたユキナは、広場でちゃんとユウマたちを待っていた。

　広場に強力なモンスターがいれば大変だったが、小さなコウモリに襲おそわれた程度で済んだらしい。竜たつ巻まき魔ま法ほうを使うのを惜おしみ、杖つえでぶとうと努力していたところにユウマたちがやって来た。

　コウモリをやっつけてくれたオリエに、ユキナはぎゅっと抱だきついた。

「オリエちゃん……ユウマ、ユウマ！」

　ユウマはオリエに抱きついたまま泣いていた。

「ユウマ、蓮れんちゃんだ。蓮ちゃんだったよ！」

　驚おどろいているユウマに、ユキナは「蓮を見た」と説明した。

　螺旋階段を下りている途と中ちゆう、蓮としか思えない少女が階段を上ってくるのが見えた。まるで鏡の向こうにいるみたいに、どうしても触れることはできず、声も届いていないようだった。

「あっちが何を言ったかも聞こえなかった。でも、蓮ちゃんは、ユウマって言ってた気がするよ……」

　ユキナが螺旋階段を下りてきた場所に戻ったが、位置的にこちらから螺旋階段に戻ることはできないようだった。ユウマは自分が落ちれば良かったと悔くやしがったが、どうしようもなかった。




　このダンジョンの中に「蓮」がいるかもしれない。だが既すでに攻こう略りやくは終しゆう盤ばんを迎むかえていた。

　ユウマたちはダンジョンマップを確認しつつ、第七階層まで下りた。焦あせるユウマの気持ちを感じ取った仲間たちが、雑ざ魚こモンスターを時間をかけずに倒していった。

　ほとんどエンジとオリエで倒しているも同然だった。

「ディーディーは、このダンジョンには蜘く蛛もがおるとか言うとったな」

　エンジがそう言ったことで、ユウマはディーディーの言葉を思い出した。




　……僕ぼくの呪いを解くために行って欲しい場所には、強いモンスターがいるのです。［鏡像のイスカンダル］という名前の、大蜘蛛が。




「今まで蜘蛛のクの字も見んかったから、この扉の向こうにおるはずや」

「［邪教徒］もいると思う……しかも大量に」

「リョータ君もね」

　オリエが付け加えた。

「大きい蜘蛛は俺が倒すよ。後はみんなに任せていいか」

　もちろんや、とエンジが頷うなずいた。

「ええか、取り囲まれたらあかん。壁を背にして、ひとかたまりになるんや。お互いを背中合わせにして、一人飛び出していかんように。一人が倒れたら総そう崩くずれになる可能性がある」

「ユウマ君、無理しちゃダメだよ」

　オリエの言葉に、ユウマは微ほほ笑えんで頷いた。

　そして、扉を開けた。







　オルディ・エッダ・ロワーヌ・ドゥフ・エンラ……

　長い言葉の連なりは、聞いているだけでぞっとする響ひびきを帯びていた。生け贄を捧げるための部屋は、鍵を使う必要もなく開いた。

　中のぞっとする空気が流れ出てきた。

「大丈夫か、ユキナ」

　ユウマに訊きかれ、ユキナはまだ濡ぬれていた目を拳こぶしでぐっと拭ふいた。

「うん……いけるよ」




「ユウマ君たちー！　来てくれたんだねーー！」

　扉が開いたことに気がついたらしい。リョータが叫さけんだ。涙を流しながら嬉うれしそうに手を振っている。

　秘密で乗り込んでくる作戦だったらぶちこわしになるところだった。だが今回はそんなつもりはなかった。

　ひれ伏していた［邪教徒］たちがユウマたちに気がつく。続々とこちらに顔を向ける。黒い布をかぶっていたが、それを取り去ると、彼かれらが鬼き面めんを被かぶっていることが分かった。

「侵しん入にゆう者しや……」

「邪じや魔まをする者は……」

「殺せ……！」

　口々に言い立て、立ち上がる。人ではない、プログラム通りに動くＮＰＣである。反応が鈍どん重じゆうで、水の中に揺ゆらいでいるような動きが、まるで幽ゆう霊れいのようで気味が悪かった。

「神よ……」

「我らを導くものよ……」

「そして全てを無に帰すものよ……」

「さあ、生け贄を喰くらえ」

「現れよ、蜘蛛神イスカンダルよ！」

　リョータのいる台の向こうの壁に、見ているだけでぞっとするような絵が掛かけられている。五メートルほども高さがあるだろうか。巨きよ大だいな絵に描えがかれた女は、悪意に満ちた笑みをたたえている。口の端はしに隠かくしきれぬ牙が、蠢いている……と思った途端、その絵がばりばりと大だい音おん声じようをたてて破れた。女の顔が、ひどい笑みに変わった。

　壁の向こうから、全身に黒々とした毛を生やした大蜘蛛が現れた。まるで、女の口から吐はき出されたような、悪あく趣しゆ味みな趣しゆ向こうの登場だった。

　そしてそのあまりに醜しゆう悪あくな容よう貌ぼうに、皆みな総毛だった。




［鏡像のIscandarイスカ of Mirrorンダル Image］、レベル六十五。

　ＨＰゲージはオールグリーン。




　イスカンダルは金色の目をしていた。それが、八つ。爛らん々らんとした光を浮かべ、八本の足で移動する。台の上で動けないリョータに向かっている。

「うわあああああ、蜘蛛だ、蜘蛛だーっ」

　リョータは泣き声を上げている、だけではなかった。装備している剣けんを抜いた。だが怖こわいらしく、すぐに剣を取り落とした。

　イスカンダルのそれは、至近距離で見ていたい顔ではない。ユウマが全力でスタートダッシュを切った。




「［暗黒のThe dark竜巻 tornado］！」




　ユキナが先手必勝とばかりに魔法をぶつけた。広間にいる［邪教徒］たちの多くが黒い嵐あらしに巻き込まれた。

　地面に落ちた者は、何人もが光の粒つぶになって消えた。だが奥おくの階段から［邪教徒］が押し寄よせてくるのが見えた。

「これ無限増ぞう殖しよくじゃないよね？」

「知るか、手当たり次第倒たおしていくでぇ、［最後の炎ほのお］！」

　倒しながらエンジたちはゆっくり前に進んでいった。リョータのいる場所を中心にして戦うのが一番良いようだ。

　ナツキとユキナが補助魔法をかけ始める。エンジが敵を炎で吹ふき飛ばし、オリエが味方を守る。




　ユウマは走った。剣を振る時間すら惜しく、［邪教徒］の棍こん棒ぼうによる攻撃をかわしながら、無む理り矢や理り前に進んだ。

「大だい丈じよう夫ぶかリョータ！」

「うん、生きてるよ！」

　泣き顔ではあったが、声だけは威い勢せい良く返ってきた。［鏡像のイスカンダル］は、台に向かって体当たりをしてきた。ユウマは跳はね返すようにノーザンライツで切り込み、イスカンダルのＨＰを減らした。

［邪教徒］たちが襲いかかってくる。ユウマに向かってくる［邪教徒］を、遠くからエンジの魔法が倒してくれた。また、リョータが剣を取り、ユウマの背中を守ろうとする。

「うわっ」

　天てん井じようから下りてきた小さな蜘蛛が、リョータの皮膚に張り付いてきた。たちまちステータスが「毒」になる。身体がびりびりして、動きづらくなった。

「待って、リョータ君。今助けるよ！」

　駆かけつけたのはユキナだった。回復魔法を唱え、リョータの身体を蝕むしばむ毒を消し去った。

「ありがとう……」

「いいよ、一人でよく頑がん張ばったねリョータ君。遅おそくなってゴメンね！」

「うう……なんていい人なんだろう。あのさ、あのさユウマ君、俺の話を聞いて欲しいんだ」

　今にもイスカンダルに突とつ撃げきしようとしていたユウマが止まった。

「なんだよ」

「俺、［邪教徒］たちの話を聞いて、情報を集めてたんだけどさ。実はこのダンジョン、偽にせ物ものらしいんだよ！」

「はぁっ？」

　リョータはぶんぶん首を振った。

「偽物って言っても、女神像は確かにここにあるんだ……けど、このダンジョンは鏡像なんだって。この蜘蛛を倒しても、ワールドエンドライツは手に入らない。本物のダンジョンに行くには、あそこの鏡を抜けていくしかないんだって」

　リョータが部屋の隅の鏡を指さした。

「あの鏡は扉なんだ、向こう側に行ける……ただしそれは、大蜘蛛が生きているときに限るんだってさ」




　鏡の向こう側。その言葉を聞いたユキナが、言った。

「蓮ちゃんだ……ユウマ、あっちには蓮ちゃんがいるんだよ！」

「ユキナ……」

「だって、見えるのに触れられない、あっちはまさに鏡の向こう側だったよ。ユウマ、行ってきて。そしてあの子を助けてあげて」

「でも、ここで俺が行ったら、みんながあいつに……」

　イスカンダルが体当たりをしてくる。室内が一いつ瞬しゆん歪ゆがんで見えるほどの勢いに、全員が吹っ飛ばされる。

「いいから！　私、蓮ちゃんを助けるために来たんだよ。ユウマだってそうでしょう？」

「……でも」

「いいから行けや！　よう話は分からんけど、お前がおらんから全ぜん滅めつしたっつーことにはならへん。俺が保証したるわ」

　そしてオリエがユウマのそばに飛び出た。サウスオブヘヴンを構える。




「［走るLightning雷撃 bolt］！」




　強化アイテムを使って魔力をバーストさせていた、エンドバウム戦のときほどに威い力りよくのある雷らい撃げき魔ま法ほうだった。オリエが迷うユウマの腕うでを取る。そして無理矢理に引っ張り、鏡のそばに連れて行く。邪魔をしようとする［邪教徒］たちは、槍の攻撃の鋭するどさに後退せざるを得なかった。

「行ってきて、ユウマ君」

　短く告げると、オリエはユウマに背を向けた。そしてサウスオブヘヴンの力を解放する。味方を守るための、オリエに相応ふさわしい力だ。




　ユウマはそれ以上迷っているわけにはいかなかった。

　仲間たちに背中を向け、鏡を向いた。表面を叩たたく。何も起こらない。向こう側になど、行けない。

　扉なんだ、とリョータは言った。それを思い出し、アイテムウィンドウを立ち上げた。

［ミラ・ヴィカの鍵］。この部屋に入るのに鍵は必要なかった。ならばこれはなんのために使うのかと思った。……このためだった。

　ウィンドウを操作し、具現化した鍵をつかんだ。そしてその先を鏡に差すと、ずるっと身体が向こう側に引っ張られた。なにかの厚い皮ひ膜まくをくぐり抜けたような感覚がした。







　大音量にしていた音源をいきなり切ってしまったようなものだった。

　唐とう突とつに無音に包まれ、ユウマは驚いた。鏡の向こう側は、鏡をくぐって来る前とそっくりな室内だった。

　ここは「本物」のダンジョンか？　判断が付かない。

　ただ、壁に描かれた気持ちの悪い女性の絵は破れておらず、台の上にはなにも載っておらず、［邪教徒］たちはユウマの侵しん入にゆうなど意にも介かいさぬ風に祈り続けている。まるであちらの時間を巻き戻もどしたようだ。騙だまされたような気がして、焦しよう燥そう感に駆られる。戻った方が良いのではないか、と迷う。

　扉のところに、ニヤニヤと笑っている人間の服を着た猫ねこの姿があることに気がついた。

　その笑みに猛もう烈れつな悪意を感じ、ユウマは近づいていくことにした。すると猫はするりと扉の向こう側に消えた。

　走って追いかけていくことにした。

　自分の足音が耳についた。鏡の向こう側は、大丈夫だろうか。不安だが、心配している余よ裕ゆうは自分にもない。

　こちらには、本当に「蓮」がいるのだろうか。

　さっきは余裕がなかったから思考停止していた。ユキナが「蓮」と呼んでいるのは……やはり青い髪の魔女、だろうか。それならば、追いかけても、彼かの女じよはまた「自分は蓮ではない……」と言うのではないだろうか。




　扉を開けた。

　長い廊下があった。壁に、人を呪うような気味の悪い文字と図形が描かれている。視線を泳がせると、廊下の向こうに走っていく、人の服を着た猫の姿が見えた。

　全力で追いかけていく。

　猫に続いて、小さな穴に飛び込んでいった。するとまた、落ちた先は長い廊下だった。ただ、次は向こう側に大きな空間がある。トロッコで越えたような広大な空間だ。

「今日は、なんともイレギュラーに満ちた夜ですねぇ」

　なれなれしい口調に、イラッとさせられる。人の服を着た猫は、帽子を取って頭を下げた。

「こんにちは、ぼくはハリー。この百年迷宮の案内人です。あなたは、鍵かぎを使ってこちらに来たんですね……おかしいなあ、［鏡像のイスカンダル］が生きている間でないと、こちらには来れないはずなのに。あなたはこちらに来たいあまりに、味方を見捨ててきたんですか？」

「見捨ててない。みんな、こっちに行けと言ってくれた」

「でも、フツウは大蜘蛛を倒してからこっちに来る、という結論に達しますよね？　なんでなんです？」

「……蜘蛛が生きている間でないと、鏡は通れないとあいつが言ったから」

　ハリーはふむぅ？　と鼻息を吹き出した。

「あれぇ？　そうなんだ。ヒント情報が表に出ちゃったのかなあ。うむむ……で、あなたは一体何をしに来たんです？」

　青い髪の魔女。

　レン。

　どう呼ぶべきか、ユウマは迷った。

「……妹に会いに来た。あいつは、どこにいるんだ？」

「妹さん？　あなたの妹さんは……確かイギリスで行方不明なんですよねぇ？　クッククククククク。おや、そう、にらまないで下さいよ、ぼくは敵じゃないんですよ。あなたが会いたいというなら、あの人に会わせてあげたい。でも。でも、なんだなぁ」

　ハリーは杖を振った。

　すると、空中にふわふわと透とう明めいな風船が浮かんできた。その中には、見間違いようもない。青い髪の魔女が眠っている。

「面倒なんでね、眠っていただきました。この人はあなたの姿を見て油断しきっていたから、容た易やすいことでしたよ。ねぇ……、あなたたちは一体なんなんでしょうね。ぼくは一体どうすればいいんですかね……」

　ハリーの姿が、その輪りん郭かくがぶれた。猫の耳が消え、その身長が伸びていく。

　その姿は、豊満な胸を持ち上げるように両りよう腕うでを組み、腰をくねらせるように立つ妖よう艶えんな、黒髪の魔女に変わっていた。

　ユウマはノーザンライツを構えた。この魔女と直接会うのは二度目だ。それも「楽しい思い出」ではありえなかった。

　黒くろ髪かみの魔女はそんなユウマを見下ろし、唇を笑みに歪ゆがませた。前は巨大な鎌かまを装備していたが、今日は何も持っていない。




「そんな顔をしないで？　如きさ月らぎ優ゆう馬ま君。私、今はあなたの敵じゃないのよ……。戦うつもりなんか無いわ。まあ、もしあなたがノーザンライツを向けてくるのであれば、お相手してあげるけれど。少しは強くなったのかしら？」

「…………」

　まるで友達のような態度だが、もちろんそうではない。

「そうね……強くなったのでしょうね。ノーザンライツのレベルは八。恐おそろしいほどのペースだわ。その剣を使いこなしてその領域に至る者がいるなんて、想像すらしていなかった。あなたはすごい子ね、ユウマ君。褒ほめてあげる……それに、今はこの子が悲しむから、あなたとは戦わない」

　黒髪の魔女は穏おだやかな眼まな差ざしで、球体の中で眠っている青い髪の魔女を見つめた。あどけない小さな少女の寝ね顔がおは、穏やかだった。

「この子はね、金髪の魔女があなたに与あたえるつもりだった、あなたが開けるはずだった箱を開けたの。アドバンスドチルドレンは、造物主である金髪の魔女に逆らうことはできないはずなのにね……。そしてあなたの代わりにここに来たのよ。あなたは本当は［古城ガOld Castleゼルレ Gazelle-ッダledda］ではなくて、こちらに一人で来るはずだったの」

　ユウマは油断してはならない、黒髪の魔女から目を離はなしてはならないと念じる。だが、目が勝手に青い髪の魔女を映す。蓮とそっくりな、ユキナが蓮だと叫ぶ少女の寝顔を。

「ガゼルレッダはここのデータを元にして作られているけど、この百年迷宮はガゼルレッダのざっと二十倍の規模のダンジョンなの。落とし穴ばかりのガゼルレッダとはトリックの難易度も比ひ較かくにならないわ。この子は強いけれど、一人でダンジョンを探たん索さくできるような力は持っていないわ。でも、あなたのために頑張ったのよ。金髪の魔女がなんのためにここにあなたを連れてくるつもりだったか……、この子は一人で調べるつもりだったのね。だから私もプレイヤーアドバイザーのデータをハッキングしてここまで来たのよ。……まさか、何も分からないとは思わなかったけれど……」

「……ワールドエンドライツがあると聞いた」

「いいえ。ワールドエンドライツのデータは圧縮されたまま保存されている。表には出ていないわ。もし、あなたがこのダンジョンからこの子を救うことができたら、あなたにプレゼントしてあげても良いわ」

「救う……？」

　黒髪の魔女は長い髪を人差し指ですくい、ユウマをじっと凝ぎよう視しした。

「このダンジョンが百年迷宮というのは、名ばかりのことではないの。事実、この子は箱を開けたあのときからずっとこのダンジョンに閉じ込められていた。あなたがエンドバウムを倒してから、すぐの話よ。現実ではどれほどの時間が流れていたでしょうね？　それでこの子が来れたのは地下五階層。このダンジョンは、地下百二十階まであるのよ。戦せん闘とう不能になっても入り口に戻されるだけ。私がアドバイザーのデータをハッキングしたのは、魔女のままここに来れば、閉じ込められて二度と出られないかも知れないからよ」

　黒髪の魔女の姿に見えているのは、そう見せかけているからで、データとしてここに存在しているのは、アドバイザーのヒトネコ「ハリー」であるらしい。

「青い髪の魔女は、」

「レン、と呼んであげて。この子に名前を訊いたとき、レンと答えたわ」

「……レンは、このままだとここからずっと出られないのか」

「金髪の魔女の気が向けば、もしかしたら助けるかもね。でも、ここにいるのを知っているのに今までほったらかしにしていたんだから、助ける気はないと判断して差し支つかえないでしょう」

「……どうしたら、助けられるんだ？」

　黒髪の魔女は肩を上げてクスクス笑った。




「ここはダンジョンよ。クリアーすればいいの。ここのボス［眠り病のThe Sleイスカepy Isンダルcandar］を倒してちょうだい」




　黒髪の魔女は手てつ甲こうをつけた右手で、廊下の向こう、巨大な空間を指し示した。ユウマは向こう側をのぞき込んだ。そして、闇やみの底に眠る大蜘蛛の姿を見た。闇よりもなお黒い皮膚をした、超ちよう巨きよ大だいモンスターだ。

　空間には白いふわふわしたものが浮いている。

　のぞき込むユウマの背中に寄り添そうように黒い髪の魔女が近づいた。

「そう。ここから飛び降りるの。ゴーストどもが襲いかかってくるけれど、あなたならなんとかできるわね？　そしてイスカンダルは、本来であれば数十人単位のパーティ編成で倒しに行かなければならないようなボスなんだけども、この高さでノーザンライツを突き刺すことができれば、そうね、最大ＨＰから九十パーセントくらいは削けずることができるでしょう。ただし、真ん中よ」

「残り十パーセントは、自力か」

「ええ。もちろん。その十パーセントすら大変な話だけど、そのノーザンライツの力があれば、可能よ」




　それ以上の解説は必要なかった。

　ユウマは黒髪の魔女を見つめた。そしてそばにいる青い髪の魔女を。黒髪の魔女は、親切心でも起こしたのか、青い髪の魔女を球体から出した。ふわふわした足取りで床に立った青い髪の魔女は、黒髪の魔女に抱きついた。

「レン。お兄ちゃんに、何か言うことは……？」

「…………ユウマ……」

　いまだ眠りの魔法の強い影えい響きよう下にあり、その口調はたどたどしかった。ユウマは首を振ると、二人に背中を向けた。

　だからユウマは聞かなかった。青い髪の魔女が口の中で小さく、

「…………ユキナちゃん……」

と呟つぶやいたのを。




　ユウマは手すりを越えた。重力によって引かれ、落ちていく。

　闇の中にいると上に上っているのか、下に落ちているのか分からなくなってくるが、そんな感覚を呼び覚ますかのようにゴーストどもが襲いかかってきた。

「だああぁーっ」

　どんな無様な声を上げても、誰だれにも届かない。ゴーストは牙きばをむいてユウマの身体にかじりつこうとする。まるで獣けもののようだ。ユウマはノーザンライツを振り回した。当たれば消える。

　後ろから、前から、横から、上から、下から、斜ななめから、見えているところから、見えていないところから、襲いかかってくる。ふわふわした姿にしては獰どう猛もうな質たちらしく、ユウマの姿を見たゴーストは、必ず襲いかかってきた。

　一いつ瞬しゆんたりとも油断することはできない。落ちつづける間、ずっと息を止めたまま剣を振るい続ける。集中しなければ、すぐに全身に食らいつかれる。

　脇わき腹ばらを噛かみつかれ、振り払うようにノーザンライツをぶん回す。エンジの使うような炎ほのお魔ま法ほうがあれば、一気に何なん匹びきも倒すこともできるだろう。だが、ユウマには魔法は使えない。ただ直線的に刃はを振るうことしかできない。

　柔やわらかいエサに食らいつくように、ゴーストどもは牙をむいてくる。

　食いつかれれば、一ずつＨＰが減っていく。一回たりとも食いつかれるわけにはいかない。自分はこれから一人で、あの巨大モンスターと戦わなければならないのだ。

　九回食らい尽つくされれば、死ぬ。そうすればどこに戻るのだろう。黒髪の魔女に訊くのを忘れていた。自分はこの百年迷宮に蘇よみがえるのだろうか。そうすれば、青い髪の魔女に、もう一度……。

　顔面に向かってくる恨うらみがましい白い顔に、硬こう直ちよくした。ダメだと思ったとき、空から黒い刃が落ちてきた。

　魔法に貫つらぬかれた幾いく匹ひきかが塵ちりになって消える。上から、青い髪の魔女が魔法を放ったのだと分かった。




「……ぅおおおおおおおおおおっ」




　無む茶ちや苦く茶ちやに振った。振って、振って、振りまくった。ノーザンライツがゴーストどもを細切れにしていく。

　黒い刃が的確にゴーストを減らしていく。そして、ユウマの身体は闇の底に近づいていった。







　どれだけ落ちたか分からない。今までの時間とこれからの時間を比べて、どちらが長いか分からない。

［眠り病のイスカンダル］……大樹のような足が八本。赤い光を帯びた金色の目が、四つ。その身体は黒いが、足の節のところが金色に染まっている。おぞましく、腹が丸く膨ふくらんでいる。［鏡像のイスカンダル］が小蜘蛛に思えるほどの巨きよ躯く。

　蜘蛛神の名に相応しい姿だ。

　その身体の大きさは、小さな村と比べてすら遜そん色しよくあるまい。




　落ちていきながら、その山のような背中に向けて、ノーザンライツの切っ先を向けた。真ん中に、まるで目印のように小さな赤い模様がある。

　自分がどれだけの速度で落ちているのか分からない。距きよ離りも、どれだけ離れているか分からない。ユウマはノーザンライツの柄えを握りしめた。
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「目覚めよ、Arise,我は根源に干渉すextract from the source……」

　ユウマは深くノーザンライツを構えた。

「雷撃よEradicat、一掃e Thundせよerstorm！」




　ノーザンライツの刀身が青い雷かみなりを帯びる。山のような背中に向けて、一直線に落ちていく……！

　ドガァァァッと、空気が爆はぜるような音がした。イスカンダルの背中で、一直線に落ちてきた力が爆ばく発はつしたのだ。




　イスカンダルは生まれてからこれまでずっと、眠り続けてきた。

　創造神は眠れと命じた。体内に粘ねばるマグマのような熱が、唯ゆい一いつにして絶対の神の命に背そむくなという。だが、もっと深いところから湧わいてくる、もっと熱いものが、イスカンダルを目覚めさせる。

　それは怒りだった。己おのれの身体を蹂じゆう躙りんするこの痛み、灼しやく熱ねつ感をもたらした者を、滅ほろぼさずにはおれない。




「ギィィイエエエエエエエエエッ」




　イスカンダルの口が開く。

　毒液のしたたる牙は、ユウマの胴どう体たいよりも太いくらいだ。先ほどのイスカンダルの背中に着地するまでがひとつの戦闘だとシステムに判断されたのは、非常に運が良かった。床に着地したときから、ユウマのＨＰはゆっくりと回復し始めていた。

「……っていっても、こりゃないぜ……」

　ユウマはノーザンライツを構えたままひとりごちた。

　イスカンダルの山のようにこんもりと盛り上がる背中は、飛び乗ることは不可能だ。ぐっとノーザンライツを握り、深く構えた。イスカンダルは大きいから、攻こう撃げきが全て見える。空中でゴーストに襲われるのとは、訳が違うのだ。

　噴ふん射しやされてきた毒液を避さけながら、イスカンダルの足に刃を立てた。キンッと弾はじかれる感かん触しよくがした。足を一本ずつ切り刻んでいけば、残り十パーセントのＨＰを削ることができると思ったが、この身体には「刃」が立たないようだ。本当ならば距離を取り、魔法を放ちたいところだ。

　イスカンダルは声を上げた。それは聞く者の精神を狂くるわせる効果があるようだった。ソロプレイで回復手段もないのにステータス異常に陥おちいれば、生命に関かかわる。だが、ノーザンライツは持ち主に「ステータス異常無効」の効果を与える武器だった。




　ウィンドウが立ち上がる。英語の文が浮かび、ＹＥＳかＮＯかを選べと指示される。

「移動」「許可」などの単語が見えるが、悠ゆう長ちように文を読んでいる時間は一秒もなかった。適当にＹＥＳを選せん択たくし、視界を遮さえぎる邪魔なウィンドウを閉じる。




　飛んできた毒液を転がって避けた。

　後ろに回り込めば時間が稼かせげるかと思ったら、イスカンダルの身体がのしかかってきてつぶされるところだった。毒液を避けている方が良い。

　八本の脚による連続攻撃が、空から落ちてくるようだった。その全てに「毒」の追加効果のある攻撃だ。毒は怖くはないが、続けざまに攻撃に当たれば危険だ。距離を取ることにしたユウマは、後ろに跳とんで攻撃を避けた。

「ちっ……」

　このままではじり貧である。ノーザンライツであれば倒せると、黒髪の魔女は言ったはずだが、とんだ大ボラだった。




「あら、そんなことないわよ」

　幻げん聴ちようが聞こえた。

「誰が泥どろ仕じ合あいをしろって言ったのよ。さっさと技を使えばいいじゃない……時間が欲しければ、稼いであげるわ。ただし、高いわよ」

「ユウマさん……」

　黒髪の魔女、そして青い髪の魔女がそこにいた。一人で戦うつもりだったユウマは目をむいた。

「なんでここにっ？」

「あら、やっぱりさっきウィンドウを操作したのに気づいてなかったのね。私とレン、そしてあなたは今、パーティを組んでいるのよ。あなたが一人でイスカンダルのＨＰを削ることに成功したら、そのときは手伝ってやろうと思ったの」

　青い髪の魔女はさきほどのことは覚えていないだろう。ユウマを見て恥はずかしそうにしている。と思ったら、




「［いにしえAncientの暗黒よ dark］……」




　魔法を放った。

　魔女の魔法はさすがに強力だった。イスカンダルの巨躯が、黒い刃に貫かれて動きを止める。

　そして黒髪の魔女が今日装備しているのは、いつもの鎌ではなかった。おそらく、直接攻撃するよりも遠えん隔かく攻こう撃げきの方が良い、と判断したのだろう。

「今は生身で来たのよ。ここで死んだら、三人で百年さまようことになるわ……勘かん弁べんだと思うのなら、あれを倒すのね」

　もしかしたら蜘く蛛も嫌ぎらいなのかもしれない。

　黒髪の魔女の長い指が扱あつかうのは、深緑色をした弓だった。矢を射かけぬまま弓ゆみ弦づるを引く。すると、黄金に光る矢が現れる。




「ワールドエンドライツがひとつ、イーストブラッド……」




　放たれた矢は光の帯を引きながら百にも分かれ、イスカンダルの目や全身に突つき刺ささった。敵がどれだけの数いようと、矢を一度放っただけで全て倒すことができる。イーストブラッドは貫かれた者の魔法を封ふうじる効果があるようだった。だが、イスカンダルは魔法を使わないため、その効果は今は関係がない。

　蜘蛛神は口を開けたり閉じたりしながら奇き妙みような空気音を出して苦痛にあえいだ。それでも蜘蛛神のＨＰは少し減った程度だ。青い髪の魔女が再び魔法を放つ。そしてまた黒髪の魔女が矢を射る。




「目覚めよArise」

　ユウマはノーザンライツを上段に構えた。その代わりに腰を低く、ほとんど地面をなめるように走る体勢を取る。

「我は、extract 根源にfrom the干渉す source……」




「汝の本The black性たる that is漆黒よ your 、世界nature,を支配dominate せよthe world……ノーザンNothernライツ Lights！」




　ノーザンライツの刀身から力があふれ出る。それこそ、ノーザンライツの現在使える最高レベル、闇の解放技だった。ユウマのＨＰを一だけ残して全て奪うばい去る。あまりにリスクが大きすぎて、使うのは初めてだった。

　それにこの技は、あまりに時間がかかりすぎる。魔女二人が時間を稼いでくれるという贅ぜい沢たくな状態でなければ、蜘蛛神相手に放つことは不可能だっただろう。




　闇が渦うずを巻く。螺ら旋せんとなる。ユウマは世界から音が消えるのを感じた。ノーザンライツの刃を振るえば、空気も、音も、光すら斬きることができる。

　世界はそもそも闇であることを示すように。




［眠り病のイスカンダル］が足を折る。まるで王者に頭を下げるように。その身体はノーザンライツから放たれた衝しよう撃げき波はで、割れてしまっていた。牙は半分、目玉はひとつだけ残して全てつぶされ、左半身の足は矢によって全て貫かれていた。

『我ヲ殺スノカ』

『我ヲ殺スノカ』

『我ヲ殺スノカ』

『我ヲ殺スノカ』

『我ハ……』




『……生キタイ、神ヨ』




　問いかけるのは声ではない。だが分かる。通じるのだ。王者の威い厳げんなどもはや無い。山ような体たい躯くから流れ出た体液は地面に川を作っている。ただ悲しみだけが支配している。

「消えろ」

　ノーザンライツの切っ先をその最後の目玉に、突き刺した。







　ユウマは、がくりと膝ひざをついた。

「お疲つかれ様。あなたならできると思っていたわ」

　黒髪の魔女が肩をすくめて皮肉げに笑う。ユウマは反応を返すことができずに床に手をつき、大きく息を吐き出した。

「ユウマさん、大丈夫ですか……」

「あら、レンちゃん。ハリーに見せていた態度とずいぶん違うのね」

　黒髪の魔女にからかわれ、青い髪の魔女は頬ほおを赤く染める。その横でユウマの腕から力が抜ぬけ、床に倒れた。

「なによ……あなたのＨＰは戦闘が終わったら満タンに戻るはずでしょう？」

「ユウマさん？」

　様子のおかしさに気がついた黒髪の魔女は、ウィンドウを操作してユウマのステータスを見た。そして、

「なに、これ……」

と右手で口を隠し、瞬まばたきもせずにウィンドウを見つめた。




　今、なにかのプログラムが走っている。ユウマが動けないのは、そのプログラムのせいだ。

　カウントされている何かの数字が増え続けている。ゲーム内におけるユウマの個人データが、書き換かえられているようなのだ。だがそれはあり得ない。参加しただけで個人情報が書き換えられてしまうようなゲームは、ゲームではない。

　黒髪の魔女の中で、ひとつの推定が浮かんだ。

　金髪の魔女は、ユウマにここに来させるようにしたかった。理由を調べようと来てみたはいいが、ここは普ふ通つうのダンジョンだった。クリアーに時間がかかるだけの、ただひたすらに謎なぞを解き、戦闘を繰くり返すだけの。

「本当の目的」など、ないのだ。

　ただ戦わせることが狙ねらいだった。

　ユウマはレベルゼロで固定されている。経験値をいくら貯ためようと、レベルは上がらない。戦闘を繰り返すことで上じよう昇しようしていくのは、武器のスキルだ。

　つまり、金髪の魔女が狙っていたのは、ノーザンライツの親和性の高いユウマを泳がせ、武器のレベルを上げること。

　ウィンドウに止めどなく溢あふれている数字。特異な単語。ノーザンライツの性質。全ては彼女の願いのため……。




　ユウマの動きが止まった。唐突にむくりと起き出したのを見て、黒髪の魔女はびくりとした。

　ユウマがこちらを見る。

「すみません、なんか寝ちゃってたみたいで……イスカンダル、無事倒せましたか」

「ええ。倒したわ。今はクリアー情報が書き込まれているところ。サーバーが重くて、少し時間がかかっているみたいね。もう少ししたら、私たちの身体は外に強制退出されるわ。あなたは、鏡の向こう側に戻るはず」

「そうですか……レン、大丈夫か？」

　名前を呼ばれた青い髪の魔女が嬉しそうに近づいていこうとする。

　黒い髪の魔女は、それを後ろから抱きしめて止めた。青い髪の魔女が不思議そうに自分の顔を見上げるのを、黒髪の魔女は黙もく殺さつした。

「……残念だわ、ユウマ君。君がもうすぐ消えてしまうなんて」

「え？」

　ユウマは驚きに目を見開く。冗じよう談だんを言っているのだと、黒髪の魔女の顔を見つめた。

　だが黒髪の魔女は首を振った。痛ましげな表情だった。ユウマをからかっていたり、悪意による言葉ではない、と知れた。




「妹を助けたければ……ユウマ君。君は、金髪の魔女を殺さないといけない」




　強制退出処理が進行する。ユウマは自分の身体が外に消えていくのを、魔女たちは違う場所に消えていこうとしているのを知り、抵てい抗こうしようとする。だがそれは不可能なことで、ただできたのは青い髪の魔女に手を伸ばすことだった。

「蓮」の顔をした少女は驚いた表情のまま、自分も手を伸ばそうとする。だがその身体を後ろから抱きしめた黒髪の魔女が、ふたりを引き離す。

　前にもこんなことがあった。あのときは、金髪の魔女が愚ぐ弄ろうするように笑いながら、引き裂さいた。

　今回は黒髪の魔女が、哀あわれみに満ちた目でユウマを見つめながら、同じことをする。

「……約束は守るわ。この子を助けてくれたお礼に、聖せい杯はいをあげる。アイテム欄らんに送っておくわ。好きに使うといい」

「…………」

　青い髪の魔女は泣いていた。手は届かない。言葉も、また。

　届かないまま、消えてしまった。







「……ユウマ君っ！」

　ユウマの姿にいち早く気がついたのは、オリエだった。ちょうどエンジが魔ま法ほうを放ったところだったらしい。鏡のこちら側でも、巨きよ大だい蜘ぐ蛛もは倒される運命だった。

　ユウマのところに駆けつけたオリエが、そのひどい顔色に気づいて「大丈夫……？」と尋たずねたが、ユウマは首を振ったきり答えなかった。

　ボス戦では誰も死ななかったらしい。［邪教徒］たちが逃にげ出している。クエストクリアーだ。

「どうしたのユウマ……。蓮ちゃんは……？」

　ユキナの問いにも、黙だまって首を振った。
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　ユウマの話を聞いた一同はしばらく暗い雰ふん囲い気きだったが、

「そういえば……」

とユウマがアイテム欄を確認し、変わった形の杖を具現化させたときに雰囲気は一変した。

　その杖には金色の器が先に付いていた。ウィンドウを立ち上げて名前を確認すると「ウェストハーツ」とあった。

　黒髪の魔ま女じよは、約束を守ったのだ。

「これ！　これってこれって、私だよね！　聖杯付きの杖なんて、回復用だよね。どうみても、コップ代わりじゃないよね。ね！　ねーーっ！」

　全ぜん身しん全ぜん霊れい、渾こん身しんの力を込めて主張したのは、ナツキだった。ユウマとオリエは除外、ナツキとエンジ、ユキナとリョータが候補だったが、杖は回復の力を持っているらしく、ナツキに相応しいようだった。

「私だって回復系魔法育ててるのにぃ」

「あんたはレベル高くてずるいじゃん！　いい杖も持ってるじゃん！　私なんてこのワールドエンドライツがなかったら、いつ戦力外通告出されるか分かんない、弱くて儚はかない存在なのっ！　だからこれ絶対私のぉぉぉぉーっ！」

　その勢いに勝てる者は、なかった。ナツキの叫びは「お前、ボス戦直後やのに……」とエンジに言わしめるほど元気いっぱいだった。それがユウマの暗く沈しずんだ空気を払はらってくれたかも知れない。

　リョータは「俺は……いいや」と疲れ果てた様子でナツキに譲ゆずると、疲ひ労ろうしすぎたらしく、退出処理をして行ってしまった。またリョータにギルドに参加してもらうのを忘れていたユウマだった。




　そして一同は無事［鏡像のIscandarイスカ of Mirrorンダル Image］を倒したことで、クエストクリアー報ほう酬しゆうの［女め神がみ像ぞう］を手に入れることができた。それは漆黒の女神像で、呪のろいの力がこもっていると聞けばなるほどと思うような代しろ物ものだった。

　それはすぐに壊れた。じゃんけんに負けたオリエが、槍で一ひと突つきにすると、女神像は木こっ端ぱみじんに割れて消えていった。

　本当は［鏡像のイスカンダル］に倒されるところだった、とエンジは言った。何な故ぜか途中でイスカンダルのＨＰががんがん減りだしたので助かった、と。

　それはおそらく、もう一匹ぴきのイスカンダルをユウマが攻撃したことが影響したのだろう、ということになった。「鏡像」というからには、本物が受けたダメージを反映したのだろう。ユウマが鏡の向こうに行っていなければ、どうなっていただろうか。

　女神像を壊し、全員揃そろって十字城に戻ってきた。




　皆、非常に楽しみにしていたのは、［聖御子ホーリーチヤイルド］ディーディーの仮面が外れることだった。口元だけでも美び貌ぼうが忍しのばれるのだから、アレが外れたらどうなるだろうか、と。そして、訪ねていったユウマたちを迎えたのは、見る者の度ど肝ぎもを抜かずにおれないほどの綺き麗れいな子供だった。

　すみれ色をした瞳ひとみの、妖よう精せいのような子供がこちらに歩いてくるとき、全員揃って見とれずにはいられなかった。

「ありがとうございました、みなさん」

　目を細くして微笑み、お礼を言うディーディーだった。ユキナが「可愛かわいいぃぃ」とじたばた暴れているが、オリエが押おさえている。

「この日が来ることを信じていました。ですが、まさか本当に呪いが解けるなんて……夢のようです。ありがとうございます」

　ディーディーは深く深く頭を下げた。

「皆さんに、お約束しましたね。呪いを解いて下さったら、あなた方に魔女の居場所をお教えすると……。僕ぼくは約束は必ずお守りします。……ああ！」

　庭園に置いてある、剣けん帝ていを模した像が光を放った。

　そして同時に、女じよ華かを模した像もまた、光を放った。

　オレンジ色の暖かな光は、だんだん強くなっていった。そして、まるでこの居場所では我が慢まんできない、と言うかのように強く光り出す。そして像にひびが入った。内側から飛び出た光が、どこかに飛んでいく。剣帝の光は北に、女華の光は西に飛んでいった。

「みなさん、喜んで下さい。剣帝、そして女華が解放されました」

　攻略が続いていたという剣帝クエストと女華クエストがようやくクリアーされたのだ。そして、聖御子の呪いも解かれている。




「みなさん。世界はゆっくりと変わり出します。空を……」

　ディーディーが示す方向を見る。空に浮かんでいるのは、［不滅Tower ofなる Immort双王al Dualの塔-King's］だ。天空に浮かぶその塔は、やがて攻略しなければならないのだろうとプレイヤーたちは語っていた。だが今の時点では空に上る方法が分からない。

　だが違ちがった。塔の攻略のために、空に上るのではなかった。




　塔が落ちてくる。ゆっくりとしたペースで、地面に呼ばれているかのように。

　天災レベルの出来事だが、この世界では人死にが出るようなことはないだろう。ただ穏やかに双王の塔は下りてくる。

　まさか、誰があの塔に普通に足で入ることができる日が来る、と想像しただろうか。




「魔女は、双王の塔を攻略した者だけが行ける、［秘密のThe Secre庭園t Garden］にいます。そこに至ることができるのは、強き者。そしてワールドエンドライツを持った者。皆みな様さまなら、必ず至ることができると信じています……そのときは、きっと僕も、お手伝いをいたします」




　この日プレイヤーたちは、この世界最多層のダンジョン［不滅なる双王の塔］が挑ちよう戦せん可能になったことを知った。

　そして、オリエの手を逃のがれたユキナが、ニコニコしてディーディーに飛びついていった。ディーディーは目を丸くして抱きつかれるがままになっていたが、

「可愛いねー、可愛い女の子は世界の宝だよ」

と言うユキナの言葉を聞いて、

「あの……僕ぼくは、僕と言っていることからお分かりいただける通り……」

　続く言葉を悟さとったエンジが破は滅めつ的てきな顔をした。

　ユキナに続こうとしたナツキが前に転んだ。

「……男、なんですけども……」

　うそおおおおおっ！　とユキナが絶ぜつ叫きようした。










「ディーディーが男の子だったなんて……ショックだよね。花火大会は行けます。五時ＯＫ」

　などというメールが届いた。ベッドの上で転がったまま携けい帯たいを見ていた織おり絵えは本文を見て脱だつ力りよくしたが、

「何でショックなの？」

と返した。また光速で返事が返ってきて、

「織絵は分かってない、美少女はロマンだよ！　でも可愛い男の子にもロマンがある気がしてきた。前向きに受け止めます」

などと書いてあった。それに返事をするのはやめておいた。

　織絵は携帯を閉じた。そして意を決すると、暗記している番号を打ち込んだ。

「……メールじゃなくても、いいよね。電話でも、たまには」

　一人で言い訳しつつ、どきどきしながら呼び出し音を聞いていた。

　だが、優ゆう馬まは出なかった。







　水すい晶しよう球きゆうが浮かんでいる。それは［眠り病のイスカンダル］に使われていたものだった。ほとんど眠っていたイスカンダルに込められていたデータを再参照し、金髪の魔女は水晶を抱だきしめた。

「死にたくなかったのね、可か哀わい想そうに」

　抱きしめた水晶球を、放す。光を明めい滅めつさせながら、水晶球は震えながら浮かんでいる。同情に怒いかり狂ってでもいるようだ。

「あなたたちの魂は永遠の庭園にある。そこであなたたちは、再び生きることができるの。そして私は、本当の身体を得て……蘇るわ」

　水晶球にキスをした魔女は、ゆっくりと振り返った。

「お帰りなさい、ウリアちゃん。あら、一人？　あの子を連れて帰ってくれたんじゃなかったの」

　黒髪の魔女を迎えた金髪の魔女は、上じよう機き嫌げんだった。黒髪の魔女が浮かべている険しい表情に気づいていない、あるいは気づかないふりをして、満面の笑みを浮かべていた。

　その笑みは、止めよう止めようとしてもどうしてもこぼれ落ちてしまうような、心の底からの喜びによって浮かんでくるものだった。金髪の魔女は喜びに満ちあふれ、今にも歌い出したいくらいだった。

　黒髪の魔女とは真逆だった。

「私がどこにいたか、知ってるのね」

「あら？　私、そんなこと知らないわ。知るわけが無いじゃない？」

「知らなければ、私があの子を連れて帰ってくれたんじゃなかったの、なんて言葉は出ないわ。あなたはずっと見てたんでしょう？」

　魔女たちの「秘密の庭」には、花は無い。ただ、精せい巧こうな像のように並んでいるモンスターの彫ちよう像ぞうが並んでいる。新しい、まだ生まれていないモンスターの卵の中身だ。

　金きん髪ぱつの魔女は、困ったとばかりに肩かたをすくめた。まるで演技だ。

「あなたはちょっと自意識過か剰じようね。私は確かにあなたが大好きよ……でも、ずっといつまでも眺ながめているわけにはいかないの。私、そこまで暇ひまじゃないのよ」

「そうね、見てたのは私じゃなくて如きさ月らぎ優馬ですものね」

「………………」

　黒髪の魔女は、プレイヤーネームでなく、敢あえてリアルネームを呼んだ。

　金髪の魔女は首を傾かしげる。それでも笑みを崩くずさない。

「ああ……ノーザンライツの持ち主ね」

「私は見たのよ、あの子の身体に起こっている現象を。ノーザンライツは、あのためにあの子に渡され……」

「シッ」

　金髪の魔女は人差し指を立てた。

「誰が聞いているとも知れないわ。うかつなことを言わないでね、ウリアちゃん。私が何を望んでいるか、知ったつもりになってしまったのね。可哀想な、残念なウリアちゃん」

　白い指が、ウィンドウを操作する。

　一瞬の動きに、黒髪の魔女は身じろぎしかできなかった。

「な……」

［退出Leaving不許 prohi可bition］の文字が躍おどる。黒髪の魔女は自分の身に起きたことにすぐ気がついた。ウィンドウを立ち上げる。だが管理者権限はあちらが上だ。それどころか、自分の管理者権限が奪われようとしている。それだけではない。［痛覚Sense of再現 pain 開始starting］などという、ウィンドウが立ち上がっている。

　技術的には、アナザーにおいて痛覚を感じることができるレベルには到とう達たつしている。だがそれはわざと断ち切っているはずだった。黒髪の魔女は悲鳴を押し殺しながら、必死にウィンドウを操作しようとする。

「どうして帰ってきてしまったの、ウリアちゃん。ねぇ、どうして？　私があなたを愛しているから、許すだろうと考えたの？　ねぇ……ウリアちゃん。だとしたら、それは傲ごう慢まんだわ」

　黒髪の魔女は初めて金髪の魔女に恐きよう怖ふを感じた。その優しい声の中に、どうしても相あい容いれることのない残ざん酷こくを、残ざん虐ぎやくを感じ取らずにおれなかった。

「神に愛されるのは、あなたじゃないの」

　愛をうたいながら、この生き物は愛を知らない。
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　その精神が異質であり、異形なのだ。




「……あなたは誰なの？」




　問いかけながら、黒髪の魔女は、死神の鎌を手にした。身を守るための何かを手にしていなければ、この存在の前に立つことなどできそうになかった。

　次の瞬しゆん間かん、黄金の刃が黒髪の魔女の腹を貫いていた。目を見開いたまま黒髪の魔女は、膝をつく。再現された痛みに、黒髪の魔女は苦しみ、悶もだえ、絶叫する。

　その声を背後に聞きながら、金髪の魔女は楽しそうに歌っていた。




「ユウマ君……もう少し。あと少しであなたは……」







あとがき







　こんにちは、花房牧生です。ワールドエンドライツもようやく三巻であります。

　いきなりですがみなさんは怖こわい話は得意でしょうか？　私はあまり得意ではないのですが、今年はあまりに猛もう暑しよだったので、

「そうだ！　怖い話を読んでいたら涼しくなるかもしれない」

と一人ＤＥ納のう涼りよう大会を決行。その生き様が一番寒いのですがそれはさておき、ネットで怖い話を検索→読むというだけの大会を数日続けてみたところ。

　だらだら汗をかきつつ、やっぱり怖い。

　なーんてことになりました。実家の母に「お化け怖い」とメールしてみるものの、あまりにも鮮やかな黙もく殺さつ……っ！　いいことありませんでした。

　そういえば昔、小学生だったときの夏のある日。私は一人で机に向かい、勉強していました。……たぶん勉強だったと思います。読書（漫画）じゃなくて。で、ふと、足の裏に生温かい感触を覚えて凍りつきました。

　なんだろう、いつもの絨じゆう毯たんの感触じゃない。混乱しつつ、机の下を覗いてみると、そこには知らない人が私の足の裏を……！

　ではなくて、びっくりしたウサギが飛び跳はねて、逃げていきました。

　なんでウサギがっ？　とびっくりして騒さわいでしまった記憶があります。近所で飼われていたウサギが脱走し、うちにもぐりこみ、どういう展開かよく分かりませんが私の足の裏に踏まれてしばらくの間落ち着いていたようです。何故かは私がききたい。

　しかし、この話は「実録・私の体験した怖い話」に入れてもいいものでしょうか。うちにカナブンが飛び込んできた話とか、布団にカナブンがはりついていたのに度肝を抜かれた話とかも、入れていいでしょうか。あと、夕方になると鳴き出すオッサンの声に似たカラスの声……人間が鳴いているのかと思ってあれもびびりました。そんなこんなで霊れい感かんはあんまり、いや全然無いのですが、怖い体験にはことかかないです（断言）




　今回も読んで下さった皆様には、最大級の感謝を！

　ではでは、願わくば、次の巻でまたお会いしましょう。


平成二十二年　九月
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




花房牧生先生／植田 亮先生
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